
物
品
関
税
は
早
期
決
着
確
認

が
大
型
化
し
て
お
り
、
９
６

年
以
降
は
年
末
年
始
の
９
連

休
が
７
回
あ
っ
た
。

　

Ｇ
Ｗ
は
最
長
で
５
日
間

だ
っ
た
が
、
今
年
は
新
天
皇

が
即
位
さ
れ
る
５
月
１
日
が

１
回
限
り
の
祝
日
に
な
り
、

祝
日
の
間
に
挟
ま
れ
た
日
は

休
日
と
す
る
祝
日
法
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
４

月
２
７
日
か
ら
振
り
替
え
休

日
と
な
る
５
月
６
日
の
月
曜

日
ま
で
連
続
し
た
休
み
と
な

る
。

　

帰
省
を
含
む
旅
行
に
出
掛

け
る
人
の
数
は
国
内
、
海
外

と
も
に
過
去
最
高
に
な
る

と
の
民
間
推
計
が
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
の
新
幹
線
と
在
来
線
特
急

の
予
約
状
況
は
前
年
比
６
割

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
野
崎
亮
、
高
司
翔
一
郎
】
日
米
両
政
府
は
２
５
日
午
後
（
日
本
時
間
２
６
日
午
前
）、
米

ワ
シ
ン
ト
ン
で
財
務
相
会
談
を
開
い
た
。
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
米
財
務
長
官
は
円
な
ど
の
意
図
的
な
通
貨
安
誘
導
を
阻

止
す
る
「
為
替
条
項
」
の
導
入
を
念
頭
に
、
貿
易
交
渉
の
枠
内
で
為
替
問
題
を
協
議
す
る
よ
う
正
式
に
求
め
た
が
、

麻
生
太
郎
財
務
相
は
反
論
。
平
行
線
に
終
わ
り
、
扱
い
は
両
氏
で
引
き
続
き
話
し
合
う
こ
と
に
し
た
。
茂
木
敏
充

経
済
再
生
担
当
相
は
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
米
通
商
代
表
と
会
談
し
、
農
産
物
や
自
動
車
と
い
っ
た
物
品
関
税
交
渉
の

早
期
決
着
を
目
指
す
と
確
認
し
た
。

円
安
誘
導
阻
止
、
日
本
は
反
論

異
例
の
長
期
、
影
響
読
め
ず

米、貿易で為替協議要求旅
行
者
増
、
消
費
活
発
化
も

初
の
１
０
連
休
Ｇ
Ｗ
ス
タ
ー
ト

日
本
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
判
断
を
批
判

「
被
災
地
復
興
に
水
差
す
」

握手する麻生財務相（左）とムニューシン米財務長官＝２５日、ワシントン（共同）

「みどりの式典」に出席された天皇、皇后両陛下＝２６日
午前、東京・永田町の憲政記念館（代表撮影）（共同）

込
む
恐
れ
も
あ
る
。
異
例
の

長
期
休
が
市
民
生
活
に
及
ぼ

す
影
響
は
不
透
明
で
、
官
民

を
挙
げ
た
対
策
が
取
ら
れ
て

い
る
。

　

内
閣
府
に
よ
る
と
、

１
９
４
８
年
の
祝
日
法
施
行

後
、
公
的
機
関
で
土
日
を
含

め
て
１
０
日
連
続
で
休
む
の

は
初
め
て
。
た
だ
、
９
２
年

に
週
休
２
日
制
が
行
政
機
関

に
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
連
休

　
【
共
同
】
天
皇
の
代
替
わ

り
に
伴
い
、
初
の
１
０
連
休

と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
（
Ｇ
Ｗ
）
が
２
７
日
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。
旅
行
者
や
帰

省
客
が
増
え
、
鉄
道
や
航
空

は
例
年
よ
り
混
雑
す
る
見
通

し
だ
。
５
月
１
日
に
は
新
元

号
「
令
和
」
の
時
代
が
始
ま

り
、
改
元
商
戦
で
消
費
は
活

発
に
な
り
そ
う
だ
が
、
生
産

活
動
の
停
滞
で
経
済
が
冷
え

陛
下
、
皇
居
外
で
最
後
の
公
務

皇
后
さ
ま
と
、
退
位
前
節
目

を
見
直
し
た
新
協
定
に
前
例

が
あ
る
が
、
日
本
が
こ
れ
ま

で
発
効
し
た
１
７
の
通
商
協

定
本
文
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
は
な
い
。

　

為
替
条
項
は
非
常
時
の
為

替
介
入
や
日
銀
の
金
融
政
策

を
縛
る
恐
れ
が
あ
り
、
日

本
は
法
的
拘
束
力
の
あ
る
協

定
本
文
へ
の
明
記
を
避
け
た

い
考
え
。
麻
生
氏
は
会
談

で
「
貿
易
政
策
と
為
替
を
リ

ン
ク
す
る
議
論
に
は
賛
同
し

か
ね
る
」
と
主
張
し
、
記
者

会
見
で
「
双
方
の
立
場
の
確

認
に
と
ど
ま
っ
た
」
と
述
べ

た
。
同
行
筋
は
「
物
品
貿
易

交
渉
と
同
時
並
行
で
為
替
問

題
を
詰
め
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
」
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。

　

一
方
、
日
米
財
務
相
は
北

朝
鮮
の
経
済
制
裁
逃
れ
に
対

す
る
連
携
を
確
認
。
対
イ
ラ

ン
制
裁
も
議
論
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
と
の

貿
易
交
渉
後
に
記
者
会
見
し

た
茂
木
氏
は
「
焦
点
は
見

え
て
き
た
」
と
話
し
、
首
脳

　
【
共
同
】
文
部
科
学
省
は

２
６
日
、
全
国
に
あ
る
私
立

専
門
学
校
に
つ
い
て
、
留
学

生
が
９
０
％
以
上
を
占
め
る

学
校
が
１
０
１
校
あ
り
、
う

ち
４
５
校
は
全
員
が
留
学
生

だ
っ
た
と
の
調
査
結
果
を
発

表
し
た
。
留
学
生
を
主
な
対

象
と
す
る
学
校
も
あ
る
が
、

９
０
％
以
上
の
学
校
に
つ
い

て
は
実
態
把
握
の
た
め
、
都

道
府
県
に
対
し
て
、
５
月
に

教
育
内
容
や
卒
業
後
の
進

路
、
中
退
者
数
な
ど
の
情
報

提
供
を
求
め
る
。

　

定
員
超
過
を
指
摘
さ
れ
た

大
阪
市
の
専
門
学
校
で
多
数

の
留
学
生
が
退
学
に
な
っ
た

紛
争
処
理
機
関
の
会
合
が

２
６
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

国
民
民
主
、
自
由
が
合
併
合
意

玉
木
氏
「
幅
広
い
結
集
を
」

　
【
共
同
】
国
民
民
主
党
は

２
６
日
未
明
、
両
院
議
員
総

会
を
党
本
部
で
開
き
、
自
由

党
と
の
合
併
を
了
承
し
た
。

引
き
続
き
、
国
民
の
玉
木
雄

か
れ
た
。
伊
原
純
一
駐
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
国
際
機
関
政
府
代
表

部
大
使
が
、
韓
国
に
よ
る
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

を
理
由
と
し
た
日
本
産
水
産

物
の
輸
入
規
制
を
巡
り
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
が
日
本
の
主
張
を
退
け

た
こ
と
に
つ
い
て
「
深
刻
な

懸
念
」
を
表
明
し
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
の
復
興
の
努

力
に
水
を
差
す
も
の
で
「
極

め
て
遺
憾
だ
」と
批
判
し
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
処
理
の

「
最
終
審
」
に
当
た
る
上
級

委
員
会
が
判
断
を
示
し
て
か

ら
、
日
本
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
公
式

に
意
見
を
表
明
す
る
の
は

初
め
て
。
規
制
撤
廃
に
向
け

た
韓
国
と
の
交
渉
が
困
難
さ

を
増
す
中
、
多
国
間
の
枠
組

み
で
日
本
の
主
張
が
正
当
な

も
の
で
あ
る
と
訴
え
る
狙
い

だ
。

　

伊
原
氏
は
、
上
級
委
は
明

確
な
科
学
的
根
拠
か
ら
導
か

れ
た
「
一
審
」
の
紛
争
処
理

小
委
員
会
の
判
断
を
軽
視
し

た
と
非
難
。
輸
入
規
制
が
Ｗ

Ｔ
Ｏ
協
定
違
反
で
あ
る
か
ど

う
か
判
断
し
な
か
っ
た
の
は

「
大
変
問
題
だ
」
と
強
調
し

た
。

　

ま
た
、
上
級
委
の
判
断
は

　

関
係
閣
僚
は
２
６
日
午
後

（
同
２
７
日
午
前
）
の
日
米

首
脳
会
談
の
前
に
両
首
脳
へ

結
果
を
報
告
す
る
予
定
。
貿

易
赤
字
削
減
を
狙
う
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
輸
出
入
の
動
向

に
関
係
す
る
為
替
に
強
い
関

心
を
示
し
て
お
り
、
首
脳
会

談
を
経
て
日
本
側
は
譲
歩
を

迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

麻
生
氏
の
同
行
筋
に
よ
る

と
、
米
側
が
公
式
会
談
の
席

上
、
対
日
貿
易
交
渉
に
絡
め

て
為
替
を
提
起
し
た
の
は
初

め
て
。
為
替
条
項
は
北
米
自

由
貿
易
協
定（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

ジュネーブのＷＴＯ本部で記
者団の取材に応じる伊原純一
駐ジュネーブ国際機関政府代
表部大使＝２６日（共同）

増
、
国
内
の
航
空
便
は
同
２

割
増
。
２
６
日
午
後
か
ら
東
京
駅
や
羽
田
空
港
で
は
混
雑

が
始
ま
っ
た
。

国
会
答
弁
に
初

タ
ブ
レ
ッ
ト

衆
院
内
閣
委
で
平
井
科
技
相

場
に
入
っ
た
直
後
、
出
席
者

か
ら
陛
下
の
在
位
３
０
年

を
祝
う
拍
手
が
起
き
、
両

陛
下
は
笑
顔
で
一
礼
し
た
。

１
９
８
９
年
１
月
の
即
位
以

来
、
皇
后
さ
ま
と
象
徴
の
あ

る
べ
き
姿
を
追
い
求
め
て
き

た
陛
下
は
、
節
目
の
日
を
迎

え
た
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
２
７

日
以
降
は
皇
居
内
で
静
か
に

過
ご
し
、
皇
居
・
宮
殿
で

３
０
日
夕
に
臨
む
国
事
行
為

の
重
要
儀
式
「
退
位
礼
正
殿

の
儀
」
に
備
え
る
。
憲
法
が

天
皇
の
仕
事
と
定
め
る
国
事

行
為
を
務
め
る
の
は
正
殿
の

儀
が
最
後
の
機
会
と
な
る
。

陛
下
一
代
限
り
の
退
位
を
可

能
に
す
る
皇
室
典
範
特
例
法

に
基
づ
き
、
同
日
限
り
で

退
位
し
、
５
月
１
日
に
皇
太

子
さ
ま
が
新
天
皇
に
即
位
す

る
。

　

み
ど
り
の
式
典
で
は
、
自

然
環
境
の
保
護
や
植
物
の
生

態
に
関
す
る
研
究
で
功
績
が

あ
っ
た
研
究
者
に
「
み
ど
り

の
学
術
賞
」
が
外
遊
中
の
安

倍
晋
三
首
相
に
代
わ
っ
て
菅

義
偉
官
房
長
官
か
ら
授
与
さ

れ
、
両
陛
下
は
に
こ
や
か
に

拍
手
を
送
っ
た
。そ
の
後
は
、

受
賞
者
ら
と
懇
談
す
る
場
も

設
け
ら
れ
、
陛
下
は
飲
み
物

を
片
手
に
、
興
味
深
そ
う
に

研
究
成
果
な
ど
に
つ
い
て
尋

ね
て
い
た
。

　

式
典
は
、
昭
和
天
皇
の
誕

生
日
だ
っ
た
４
月
２
９
日
と

し
て
い
た
「
み
ど
り
の
日
」

を
、
５
月
４
日
へ
移
行
し
た

２
０
０
７
年
か
ら
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
同
時
に
創
設

さ
れ
た
み
ど
り
の
学
術
賞
は

毎
回
、
２
人
に
贈
ら
れ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

自
然
災
害
で
式
典
が
中
止
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

陛
下
は
必
ず
出
席
し
て
き

た
。

が
代
表
質
問
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
を
求
め
た
が
、
実
現

し
て
い
な
い
。

自
由
を
国
民
が
吸
収
合
併
す

る
。
２
６
日
、
総
務
省
へ
届

け
出
た
。
安
倍
政
権
へ
の
対

立
軸
を
明
確
化
す
る
こ
と
も

掲
げ
た
。
両
代
表
は
そ
ろ
っ

て
記
者
会
見
。
代
表
を
続
け

る
玉
木
氏
は
「
自
民
党
に
代

わ
り
政
権
を
担
う
選
択
肢
を

つ
く
る
第
一
歩
だ
。
今
後

も
幅
広
い
結
集
を
呼
び
掛
け

る
」
と
述
べ
た
。

　

小
沢
氏
も
「
立
憲
民
主
党

の
枝
野
幸
男
代
表
が
野
党
全

て
に
声
を
掛
け
て
結
集
を

図
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
」
と
強

調
。
小
沢
氏
の
役
職
は
未
定

で
「
玉
木
代
表
の
指
示
を
受

け
れ
ば
指
示
通
り
頑
張
る
」

と
語
っ
た
。

　

夏
の
参
院
選
に
向
け
野
党

共
闘
の
加
速
を
狙
う
が
、
資

金
力
の
あ
る
国
民
に
選
挙

戦
略
に
た
け
た
小
沢
氏
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
国
民
と
立

民
と
の
主
導
権
争
い
が
激
し

く
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

現
時
点
で
国
民
は
衆
院

３
７
人
、
参
院
２
１
人
。
自

由
は
衆
院
３
人
、
参
院
は
離

党
意
向
を
表
明
し
た
山
本
太

郎
氏
を
除
く
と
３
人
。
合
流

に
よ
り
衆
院
４
０
人
、
参
院

２
４
人
と
な
っ
た
。
国
民
内

で
は
、
消
費
税
増
税
を
巡

り
旧
民
主
党
の
分
裂
を
招
い

た
小
沢
氏
へ
の
警
戒
感
が
あ

り
、
離
党
者
が
出
る
可
能
性

も
あ
る
。

　

懸
案
と
な
っ
て
い
る
参
院

岩
手
選
挙
区
（
改
選
数
１
）

の
野
党
統
一
候
補
に
つ
い
て

は
野
党
間
で
話
し
合
い
を
継

続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
国
民

が
合
併
を
議
論
し
た
両
院
議

員
懇
談
会
に
は
約
３
０
人
が

出
席
。２
５
日
夜
に
始
ま
り
、

両
院
議
員
総
会
で
結
論
を
出

す
ま
で
７
時
間
近
く
に
及
ん

だ
。
総
会
の
採
決
で
は
、
小

沢
氏
と
同
じ
岩
手
県
選
出
の

階
猛
憲
法
調
査
会
長
の
ほ
か

近
藤
和
也
衆
院
議
員
、
大
野

元
裕
、
足
立
信
也
両
参
院
議

員
が
合
併
に
反
対
し
た
。

　

総
会
後
、
階
氏
は
記
者
団

に
「
最
終
的
に
党
を
離
れ
る

か
、他
の
選
択
肢
が
あ
る
か
、

県
連
の
仲
間
と
話
し
合
っ
て

決
め
た
い
」
と
述
べ
た
。
参

院
岩
手
選
挙
区
で
は
共
産
、

自
由
、
社
民
３
党
の
地
元
組

織
が
新
人
の
擁
立
を
内
定
。

元
衆
院
議
員
を
推
す
階
氏

は
、
両
院
懇
談
会
な
ど
で
選

定
の
や
り
直
し
を
求
め
た
。

留
学
生
９
割
以

上
は
１
０
１
校

私
立
専
門
学
校
の
文
科
省
調
査

一
郎
代
表
と
自
由
の
小
沢
一

郎
共
同
代
表
が
合
併
の
合
意

書
に
署
名
。
党
名
は
国
民

民
主
党
の
ま
ま
で
、
基
本
政

策
も
引
き
継
ぐ
。
解
散
し
た

会
談
で
大
き
な
食
い
違
い
は

出
な
い
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。
米
国
が
自
動
車
輸
入
を

制
限
す
る
数
量
規
制
は
議
題

に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
米
は
既
に
、
関
税
の
引
き

下
げ
・
撤
廃
は
米
離
脱
前
の

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
水
準
を
限
度
と
す
る

こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

「
紛
争
解
決
に
資
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
、

こ
う
し
た
上
級
委
の
在
り
方

に
つ
い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
紛
争

解
決
制
度
の
改
革
に
向
け

「
日
本
と
し
て
建
設
的
に
関

与
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

会
合
は
非
公
開
で
韓
国

の
ほ
か
米
国
、
中
国
な
ど

１
６
４
の
加
盟
国
・
地
域
が

参
加
。
通
商
筋
に
よ
る
と
、

会
合
で
韓
国
政
府
代
表
は
上

級
委
の
判
断
を
歓
迎
す
る
と

述
べ
た
と
い
う
。

　

上
級
委
は
１
１
日
、
韓
国

の
輸
入
禁
止
を
不
当
と
し
た

「
一
審
」
の
紛
争
処
理
小
委

員
会
の
判
断
を
破
棄
。
輸
入

禁
止
措
置
を
事
実
上
容
認
し

た
も
の
で
、
日
本
で
は
風
評

被
害
が
広
が
る
と
い
っ
た
批

判
が
高
ま
っ
た
。

　

会
合
で
は
上
級
委
の
判
断

を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
討

議
後
に
採
択
。
二
審
制
で
再

審
制
度
も
な
い
た
め
こ
の
判

断
が
確
定
と
な
る
。

　

百
貨
店
で
は

改
元
記
念
セ
ー

ル
が
催
さ
れ
、

個
人
消
費
が
伸

び
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、

連
休
明
け
に
は

反
動
で
消
費
が

冷
え
込
む
と
の

見
方
も
あ
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車

と
ホ
ン
ダ
は
９

日
間
、
日
産
自

動
車
は
１
０
日

間
、
工
場
を
停

止
。
日
立
製
作

所
も
工
場
を

１
０
連
休
と
す

初の１０連休となるゴールデンウイークを前に混雑する
羽田空港国内線の出発ロビー＝２６日午後（共同）

る
。

　

連
休
中
、
多
く
の
金
融
機

関
は
窓
口
を
休
み
、
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で

対
応
。
現
金
が
下
ろ
せ
な
い

事
態
が
起
き
な
い
よ
う
努
め

る
。
都
道
府
県
は
、
外
来
診

療
に
応
じ
る
医
療
機
関
の
リ

ス
ト
を
作
成
、
公
開
し
、
確

認
し
た
上
で
受
診
す
る
こ
と

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
家
庭

ご
み
の
収
集
は
、
全
国
の
９ 

９
％
超
の
市
区
町
村
が
普
段

通
り
か
週
１
回
以
上
行
う
。

　

令
和
初
日
は
大
安
で
、
婚

姻
届
の
提
出
が
大
幅
に
増
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
臨

時
開
庁
し
、
担
当
職
員
を
配

置
し
て
対
応
す
る
自
治
体
も

あ
る
。

　
【
共
同
】
天

皇
、
皇
后
両

陛
下
は
２
６

日
午
前
、
東

京
・
永
田
町

の
憲
政
記
念

館
を
訪
れ
、

内
閣
府
主
催

の
「
み
ど
り

の
式
典
」
に

出
席
さ
れ

た
。
３
０
日

に
退
位
し
、

全
て
の
公
的

活
動
か
ら
身

を
引
く
陛
下

　
【
共
同
】
衆
院
内
閣
委
員

会
は
２
６
日
の
審
議
で
、
政

府
側
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
答
弁
す
る
こ
と
を
認

め
た
。
平
井
卓
也
科
学
技
術

担
当
相
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関

連
資
料
を
表
示
さ
せ
て
質
問

に
答
え
た
。
衆
参
両
院
の
事

務
局
に
よ
る
と
、
政
府
側
が

国
会
答
弁
で
使
用
す
る
の
は

初
め
て
。
紙
に
印
刷
し
た
資

料
を
手
に
閣
僚
が
答
弁
に
立

つ
こ
れ
ま
で
の
風
景
が
様
変

わ
り
す
る
契
機
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
を
巡
っ

て
は
、
通
信
機
能
を
使
え
ば

外
部
か
ら
答
弁
や
質
問
内
容

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
審
議
が
形
骸
化
す
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
２
６
日

の
審
議
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
通
信
を
切
断
し
、
外
部
と

や
り
と
り
で
き
な
い
形
で
臨

ん
だ
。

　

内
閣
委
は
行
政
手
続
き
の

電
子
化
を
推
進
す
る
「
デ
ジ

タ
ル
手
続
き
法
案
」
を
審
議

中
で
、
率
先
し
て
国
会
改
革

を
進
め
た
形
だ
。
平
井
氏
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
つ
い

て
「
コ
ピ
ー
の
枚
数
が
相
当

減
っ
た
。
平
成
最
後
の
委
員

会
で
機
会
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
感
謝
し
た
い
」
と
答
弁
。

牧
原
秀
樹
委
員
長
や
質
問
者

の
牧
島
か
れ
ん
氏
も
使
っ

た
。

　

衆
院
本
会
議
で
は
、
国
民

民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表

問
題
を
受
け
、
専
門
学
校
を

所
管
す
る
都
道
府
県
に
１
〜

２
月
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
状
況
を
尋
ね
た
。
全
国

２
６
１
０
校
の
う
ち
、
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は

８
７
１
校
あ
っ
た
。

　

留
学
生
を
巡
っ
て
は
、
東

京
福
祉
大
で
多
数
の
所
在
不

明
者
が
い
る
問
題
も
発
覚
し

て
い
る
。

に
と
っ
て
、
皇
居
外
で
臨
む

最
後
の
公
務
と
な
っ
た
。
会
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同
様
の
広
告
変
更
は
既
に
４
度

る
困
難
は
、
生
徒
か
ら
の
身

体
的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
リ
オ

州
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
学
校

周
辺
で
銃
撃
戦
が
起
こ
る
よ

う
な
地
域
も
あ
る
し
、
教
師

を
脅
す
よ
う
な
生
徒
や
“
モ

ン
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
ツ
（
学

校
に
理
不
尽
な
要
求
を
す
る

親
）”
も
存
在
す
る
。

　

専
門
家
が
調
査
機
関
、
Ｄ

Ｗ
ブ
ラ
ジ
ル
に
語
っ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、「
校
内
暴
力
を

抑
制
し
た
り
、
教
師
の
労
働

環
境
を
整
え
る
た
め
の
法
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

根
本
的
な
問
題
。
組
織
的
対

処
法
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
学
校
や
教
師
も
そ
の

場
し
の
ぎ
の
対
応
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
。

　

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
総
合
大
学

の
テ
ル
マ
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
教
授

は
、「
身
体
的
暴
力
に
は
本

当
に
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
含
ま

れ
、
認
め
が
た
い
が
、
は
た

で
言
わ
れ
る
ほ
ど
頻
繁
で
は

な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
う

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
総
裁
に
対
し
、
黒
人
や
同
性
愛
の
青
年
俳

優
を
使
っ
て
青
年
層
に
訴
え
る
Ｃ
Ｍ
の
放
送
を
止
め
る
よ
う
求
め
た
こ
と
や
、
同
行

総
裁
が
こ
の
Ｃ
Ｍ
の
製
作
を
指
揮
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
を
解
雇
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
こ
れ
以
外
で
も
、
人
種
多
様
性
な
ど
に
関
し
、
偏
見
に
満

ち
た
発
言
を
連
発
し
て
い
る
。
２
５
、２
６
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

を
受
け
る
ま
で
Ｃ
Ｍ
の
内

容
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
ノ
ヴ
ァ

エ
ス
氏
が
就
任
後
に
言
い
続

け
て
い
る
、
ネ
ッ
ト
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て

若
い
利
用
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
の
意
向
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ノ
ヴ
ァ
エ
ス
総
裁
は
１
月

に
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

の
指
名
を
受
け
て
就
任
し

た
が
、
か
ね
て
か
ら
左
翼
嫌

い
で
知
ら
れ
て
お
り
、
今
年

１
月
に
は
自
身
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
ジ
ウ
マ
元
大

統
領
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の

グ
ラ
ッ
サ
・
フ
ォ
ス
テ
ル
元

総
裁
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ク

リ
ス
チ
ー
ナ
元
大
統
領
の
写

真
を
投
稿
し
て
か
ら
か
う
行

為
を
行
い
、「
女
性
蔑
視
だ
」

と
し
て
物
議
を
醸
し
た
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

が
「
政
権
の
方
針
に
合
わ
な

い
」
と
し
て
広
告
を
取
り
下

げ
る
の
は
こ
れ
で
早
く
も
４

回
目
だ
。
そ
の
中
に
は
保
健

省
が
既
に
半
年
間
利
用
し
て

い
た
、
性
転
換
者
の
出
て
い

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
５
日
、
２
０
１
９
年
は

夏
時
間
を
行
わ
な
い
と
い
う

大
統
領
令
に
正
式
に
署
名

し
た
。
伯
国
の
夏
時
間
の
採

用
は
１
９
３
１
年
と
古
く
、

１
９
８
５
年
〜
２
０
１
８
年

は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
実

施
さ
れ
て
き
た
。
夏
時
間
は

た
広
告
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
２
５
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
た
ち
と
の
朝
食
会
で
、

「
伯
国
を
同
性
愛
者
た
ち
の

観
光
目
的
地
や
同
性
愛
者
の

は
び
こ
る
国
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
国

に
は
家
族
が
あ
る
か
ら
だ
」

と
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
続
け
て
「
自

分
は
０
９
年
か
ら
保
守
の
姿

勢
を
貫
い
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
伯
国
へ
の
投
資
が

落
ち
込
ん
だ
と
い
う
話
は
な

い
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
統
領
は
同
日
、

教
育
省
の
イ
ベ
ン
ト
で
農
地

改
革
と
土
地
な
し
農
民
の
定

住
化
に
関
し
て
話
し
た
際
、

青
年
顧
客
獲
得
狙
っ
た
内
容

暴
力
に
は
言
葉
に
よ
る
暴
力

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
軽
口

で
言
わ
れ
た
程
度
の
暴
言
と

身
体
的
な
暴
力
を
同
じ
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
の
は
無
理

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

た
は
ず
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ラ
米
社
会
科
学
大
学
（
Ｆ

ｌ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
）
所
属
の
社
会

学
者
ミ
リ
ア
ン
・
ア
ブ
ラ
モ

ヴ
ァ
イ
氏
は
、「
精
神
的
に
ま

だ
不
安
定
な
生
徒
と
ど
う
向

頻
度
で
、
生
徒
た
ち
に
よ
る

言
葉
に
よ
る
攻
撃
、
ま
た
は

尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
行
為
の
被
害
に
遭
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
伯
人
教
師
、

教
育
関
係
者
は
１
２
・
５
％

い
た
。

　

３
４
カ
国
の
平
均
は
３
・

４
％
で
、
伯
国
の
次
に
は
、

エ
ス
ト
ニ
ア（
１
１
％
）、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
（
９
・
７
％
）

が
続
い
た
。

　

教
師
た
ち
が
直
面
し
て
い

　

国
際
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
べ
に
よ

る
と
、
伯
国
で
は
教
師
に
対

す
る
心
理
的
な
も
の
も
含
め

た
暴
力
が
調
査
対
象
の
３
４

カ
国
中
１
番
多
か
っ
た
と
、

２
６
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が

報
じ
た
。

　

２
０
１
３
年
に
行
わ
れ

た
調
査
で
は
、
１
１
歳
か

ら
１
６
歳
ま
で
の
生
徒
を
対

象
と
す
る
学
校
に
勤
め
る
教

師
、
校
長
、
教
務
主
任
な
ど
、

３
４
カ
国
１
０
万
人
以
上
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
「
１
週
間
に
１
度
以
上
の

「
組
織
的
対
処
法
整
備
に
不
備
」

泥
棒
の
せ
い
で
燃
料
漏
れ

他
生
徒
の
学
習
環
境
に
も
悪
影
響

か
い
合
う
べ
き
か
に
つ
い
て
は

充
分
に
見
直
さ
れ
て
お
ら
ず
、

教
育
機
関
側
の
準
備
が
足
り

な
い
」
と
語
る
。

　

Ｆ
ｌ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
は
、
青
少

年
に
関
す
る
問
題
を
扱
う
専

門
家
や
教
師
向
け
に
、
青
少

年
期
の
特
徴
や
問
題
点
、
校

内
暴
力
、
性
へ
の
目
覚
め
、

薬
物
の
誘
惑
と
罠
な
ど
の
知

識
を
深
め
る
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

　

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ァ
イ
氏
は
、

「
校
内
暴
力
は
被
害
者
の
教

師
だ
け
が
苦
痛
を
受
け
て
終

わ
る
問
題
で
は
な
い
。
校
内

暴
力
は
成
績
低
下
や
留
年
、

退
学
な
ど
を
招
き
、
学
校
や

全
生
徒
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

校
内
の
雰
囲
気
は
各
校
の
教

育
の
質
や
学
習
環
境
、
人
と

し
て
成
熟
す
る
た
め
の
環
境

に
も
影
響
す
る
」
と
語
っ
て
い

る
。

行
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
青
年
層
を
取
り
込
も

う
と
し
た
も
の
で
、
黒
人
や

同
性
愛
者
の
俳
優
ら
が
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
姿

を
映
し
出
し
て
い
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｍ
は
１
４
日
に
放

送
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ

の
理
由
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
が
同
行
の
ル
ベ
ン
・
ノ

ヴ
ァ
エ
ス
総
裁
に
電
話
を
か

け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
命
令

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が

２
５
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
な

ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

大
統
領
は
ノ
ヴ
ァ
エ
ス
総

裁
に
、
こ
の
Ｃ
Ｍ
の
製
作
責

任
者
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

長
の
デ
ラ
ー
ノ
・
ヴ
ァ
レ
ン

チ
ン
氏
を
解
雇
す
る
こ
と
も

要
請
。
同
氏
は
Ｃ
Ｍ
削
除
直

後
に
休
暇
を
と
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
ノ
ヴ
ァ
エ
ス
総
裁

は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
か
ら
電
話

教
師
は
過
酷
な
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る

（
参
考
画
像
・Ag.Brasil

）

削除されたＣＭ（２５日付フォーリャ紙サイトの記事の一部）

２
５
日
に
も
多
様
性
不
寛
容
発
言

リ オ 州

「
水
や
石
鹸
の
不
足
（
衛
生

管
理
不
足
）
で
年
１
千
件
も

の
男
性
器
切
断
手
術
が
行
わ

れ
て
い
る
の
は
悲
し
む
べ
き

こ
と
。
我
々
は
正
に
井
戸
の

底
に
い
る
」
と
も
語
っ
た
。

電
力
消
費
の
節
約
を
目
的
と

し
て
お
り
、
国
民
か
ら
は
実

施
取
り
止
め
に
反
対
す
る
声

も
少
な
く
な
い
が
、
夏
時
間

に
よ
る
節
電
効
果
は
年
々
薄

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
る
。
テ
メ
ル
前
大
統

領
も
継
続
に
懐
疑
的
で
、
統

一
選
と
の
関
連
も
あ
り
、
昨

年
は
例
年
よ
り
２
週
間
短

縮
さ
れ
た
。
大
統
領
は
夏
時

間
の
節
電
効
果
を
「
宝
く
じ

に
当
た
る
位
の
確
率
で
し
か

な
い
」
と
語
っ
た
が
、
実
際

に
そ
の
程
度
の
も
の
な
の
か
、

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
５
日
、
大
聖
市
圏
マ
ウ

ア
ー
で
２
６
歳
の
女
性
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ア
ー
ネ
・
ミ
ラ
ン
ダ
・
マ

ウ
リ
シ
オ
さ
ん
が
、
容
疑
者

と
見
ら
れ
る
失
業
中
の
男
性

の
ア
パ
ー
ト
の
中
で
、
旅
行

カ
バ
ン
に
詰
め
ら
れ
て
遺
体

で
発
見
さ
れ
た
。
遺
体
は
腹

部
を
３
カ
所
刺
さ
れ
、
ば
ら

ば
ら
に
さ
れ
て
い
た
。
容
疑

者
の
妻
は
午
後
５
時
２
５
分

頃
電
話
を
受
け
、
家
に
帰
ら

な
い
よ
う
言
わ
れ
た
が
、
帰

宅
し
て
、
遺
体
を
見
つ
け
た
。

被
害
者
は
聖
市
在
住
で
、
門

番
に
は
偽
名
を
使
っ
て
い
た
。

売
春
目
的
で
の
訪
問
だ
っ
た

の
で
は
と
の
疑
い
が
持
た
れ
て

い
る
。
容
疑
者
は
現
在
逃
走

中
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
か
ら
つ
い
に
、
サ
ッ

カ
ー
の
全
国
選
手
権
「
ブ
ラ

ジ
レ
イ
ロ
ン
」
が
開
幕
す
る
。

聖
州
勢
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
が

今
日
、
本
拠
地
モ
ル
ン
ビ
で

ボ
タ
フ
ォ
ゴ
と
対
戦
。
明
日

は
サ
ン
ト
ス
が
敵
地
で
グ
レ

ミ
オ
と
、
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
が

敵
地
で
バ
イ
ア
と
、
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
が
本
拠
地
ア
リ
ア
ン

ツ
・
パ
ル
ケ
で
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
開
幕
戦
を

戦
う
。
今
年
の
栄
冠
は
ど
こ

に
？

　

聖
市
地
下
鉄
公
社
（
メ
ト

ロ
）
の
労
働
組
合
は
２
５
日

に
行
わ
れ
た
総
会
で
、
週
明

け
３
０
日
（
火
）
に
ス
ト
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
と
、

２
５
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

労
組
側
は
ス
ト
実
施
の
最

終
決
定
は
２
９
日
に
下
す
と

し
て
い
る
が
、
ス
ト
決
行
の

場
合
、
青
１
号
線
（
ジ
ャ
バ

ク
ア
ラ
〜
ト
ゥ
ク
ル
ビ
間
）、

緑
２
号
線
（
ヴ
ィ
ラ
・
プ
ル

デ
ン
テ
〜
ヴ
ィ
ラ
・
マ
ダ

レ
ー
ナ
間
）、赤
３
号
線
（
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
・
バ
ー
ラ
フ
ン

ダ
〜
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
・
イ

タ
ケ
ー
ラ
間
）、
シ
ル
バ
ー

１
５
号
線
（
ヴ
ィ
ラ
・
プ
ル

デ
ン
テ
〜
ヴ
ィ
ラ
・
ウ
ニ
オ

ン
間
）
に
影
響
が
出
る
。

　

黄
４
号
線（
サ
ン
パ
ウ
ロ
・

モ
ル
ン
ビ
〜
ル
ス
間
）
と
藤

色
５
号
線
（
カ
ッ
ポ
ン
・
レ

ド
ン
ド
〜
シ
ャ
ッ
カ
ラ
・
ク

ラ
ビ
ン
間
）
は
民
間
企
業
が

運
営
し
て
い
る
た
め
、
対
象

外
だ
。

　

労
組
側
と
メ
ト
ロ
は
こ
れ

ま
で
４
回
、
賃
上
げ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、
合
意
に
至

ら
な
か
っ
た
。

　

労
組
は
、「
メ
ト
ロ
は
イ

ン
フ
レ
分
の
賃
金
上
昇
し
か

認
め
ず
、
実
質
的
な
賃
上
げ

は
ゼ
ロ
だ
。メ
ト
ロ
は
ま
た
、

従
業
員
の
保
健
プ
ラ
ン
も
削

減
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

　

メ
ト
ロ
側
は
こ
れ
に
対

し
、「
ス
ト
は
我
々
で
は
な

く
、労
組
が
決
め
た
も
の
だ
。

メ
ト
ロ
と
し
て
は
労
組
の
態

度
を
遺
憾
に
思
う
が
、
交
渉

の
窓
口
は
常
に
開
か
れ
て
い

る
こ
と
を
表
明
す
る
。
ま

た
、
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
場

合
は
、
聖
市
交
通
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
、
市
民
に

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
全
て
の
措
置

を
と
る
」
と
の
書
面
を
発
表

し
た
。

　

リ
オ
州
バ
イ
シ
ャ
ー
ダ
・

フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
で
２
６
日
未

明
、
燃
料
の
輸
送
管
に
穴
が

開
い
て
燃
料
が
漏
れ
、
住
民

を
避
難
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
が
発
生
し
た
上
、

負
傷
者
も
出
る
騒
ぎ
が
起
き

た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

燃
料
漏
れ
が
起
き
た
の
は

ド
ゥ
ッ
キ
・
デ
・
カ
シ
ア
ス

市
カ
ピ
ヴ
ァ
リ
地
区
で
、
強

い
臭
気
や
爆
発
の
危
険
性
が

あ
る
た
め
、
半
径
１
キ
ロ
の

住
民
に
避
難
命
令
が
出
た
。

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
社
傘
下
で

燃
料
輸
送
を
担
当
す
る
ト

ラ
ン
ス
ペ
ト
ロ
社
に
よ
る
と
、

燃
料
漏
れ
は
、
何
者
か
が
輸

送
管
に
穴
を
開
け
、
ホ
ー
ス

を
繋
い
で
燃
料
を
盗
も
う
と

し
て
起
き
た
と
い
う
。

　

輸
送
管
に
穴
が
開
け
ら
れ

た
の
は
午
前
１
時
頃
と
見
ら

れ
、
１
時
５
０
分
頃
、
消
防

に
通
報
が
入
っ
た
。

　

燃
料
漏
れ
は
ホ
ー
ス
を
外

し
た
際
に
起
き
、
放
置
さ
れ

た
ホ
ー
ス
に
残
っ
て
い
た
燃

料
と
漏
れ
た
燃
料
が
地
面
に

染
み
込
み
、
強
い
臭
気
が
漂

い
始
め
た
た
め
に
事
態
が
発

覚
。
気
化
し
た
燃
料
を
吸
い

込
ん
で
吐
き
気
を
も
よ
お
し

た
人
や
、
燃
料
に
触
れ
て
火

傷
を
し
た
人
達
が
出
た
。

　

消
防
に
よ
る
と
、
燃
料
漏

れ
は
午
前
中
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
た
が
、
地
面
に
染
み

込
ん
だ
燃
料
が
何
ら
か
の
理

由
で
引
火
し
て
爆
発
が
起
き

た
り
、
気
化
し
た
燃
料
を
吸

い
込
ん
で
中
毒
症
状
を
起
こ

し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

　

近
隣
住
民
に
は
直
ち
に
避

難
が
命
じ
ら
れ
、
ト
ラ
ン
ス

ペ
ト
ロ
職
員
ら
は
午
前
１
１

時
ま
で
に
輸
送
管
の
穴
を
塞

ぐ
作
業
を
終
え
た
が
、
漏
れ

た
燃
料
の
除
去
や
中
和
が
必

要
だ
。

　

燃
料
漏
れ
に
伴
う
負
傷
者

は
少
な
く
と
も
５
人
。
内
２

人
は
軽
症
だ
っ
た
が
、
気
化

し
た
燃
料
を
吸
い
込
ん
で
気

絶
し
、
燃
料
溜
ま
り
に
倒
れ

た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
９
歳

女
児
、
燃
料
漏
れ
を
起
こ
し

て
い
る
穴
を
塞
ぐ
作
業
中
に

燃
料
が
溜
ま
っ
た
穴
に
は
ま

り
、
火
傷
し
た
ト
ラ
ン
ス
ペ

ト
ロ
職
員
、
地
域
住
民
（
男

性
）
の
３
人
が
入
院
加
療
中

だ
。
９
歳
女
児
は
重
体
で
、

手
術
も
受
け
た
。

　

今
回
の
事
件
で
漏
れ
た
燃

料
は
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
ぜ
る

前
の
純
粋
な
Ａ
型
ガ
ソ
リ
ン

で
、
市
場
で
は
売
買
出

来
な
い
。
Ａ
型
ガ
ソ
リ

ン
は
臭
気
が
非
常
に
強

い
上
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ト

ロ
職
員
ら
が
使
っ
た
ゴ

ム
製
の
手
袋
も
溶
か
す

ほ
ど
強
力
で
、
直
接
触

れ
れ
ば
火
傷
す
る
。

　

リ
オ
州
の
電
力
会
社

ラ
イ
ト
は
危
険
回
避
の

た
め
、
周
辺
家
屋
へ
の

送
電
を
中
止
。
州
立
環

境
研
究
所
も
、
土
壌

　

今
年
の
１
〜
３
月
は
、

２
０
州
及
び
連
邦
直
轄
区

で
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
た

暴
力
犯
罪
に
よ
る
殺
害
被

害
者
の
数
が
減
少
し
た
と
、

２
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

最
新
統
計
に
よ
る
と
、
暴

力
犯
罪
の
犠
牲
者
（
殺
人

事
件
や
強
盗
殺
人
、
傷
害

致
死
事
件
に
よ
る
死
者
）

が
最
も
減
っ
た
の
は
セ
ア

ラ
ー
州
で
、
前
年
同
期
比
で

５
６
・
６
％
減
。
同
州
で
は

１
月
に
約
３
週
間
、
刑
務
所

内
か
ら
の
指
令
で
バ
ス
や
公

共
施
設
な
ど
を
襲
撃
す
る
事

件
が
続
い
た
が
、
死
者
の
数

は
減
っ
て
い
る
。
同
州
保
安

局
の
ア
ン
ド
レ
・
コ
ス
タ
局

長
は
、「
然
る
べ
き
と
こ
ろ

に
投
資
が
行
わ
れ
た
結
果
だ

ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
が

３
２
・
２
％
減
、
北
大
河
州

が
３
１
・
２
％
減
、
ペ
ル
ナ

ン
ブ
ッ
コ
州
が
２
７
・
５
％

減
、
リ
オ
州
が
２
６
・
９
％

減
で
続
い
て
い
る
。
減
少
が

目
立
つ
の
は
北
東
伯
で
、
上

位
４
州
を
独
占
し
て
い
た
。

　

聖
州
は
７
・
１
％
減
だ
っ

た
が
、
聖
市
で
は
殺
人
事
件

の
犠
牲
者
が
３
５
％
も
増
え

て
お
り
、
州
内
の
他
地
区
と

の
違
い
が
目
立
っ
た
。

　

こ
の
統
計
で
の
死
者
に
は

警
察
官
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

人
の
数
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

聖
州
と
リ
オ
州
の
場
合
、

死
者
の
数
は
共
に
減
少
し
た

が
、
警
察
官
に
殺
さ
れ
た
人

の
数
は
各
々
、
１
２
％
と

１
８
％
増
え
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月26日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9317  R$
買　3.9308  R$

円相場
売　0.0352  R$
買　0.0352  R$

ブラジル銀行にＣＭ削除命じる
　

問
題
の
Ｃ
Ｍ
は
今
月
初
旬

か
ら
放
送
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
内
容
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
銀

行
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

送
金
な
ど
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

と
情
報
技
術
を
結
び
付
け
た

よ
り
近
代
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

「
３
０
日
に
ス
ト
」
と
労
組
決
定

ま
だ
前
日
に
撤
回
の
可
能
性
も

少
女
ら
火
傷
、
住
民
避
難

ボウソナロ
校 内 暴 力

伯
国
の
発
生
率
極
め
て
高
く

（２）２０１９年 第５２３０号 ４月 ２７日 （土曜日）

聖市メトロ

２
０
州
と
連
邦
直
轄
区
で
減
少

北
東
伯
で
主
に
数
が
減
る

暴力事件の死者

　

教
師
に
暴
行
す
る

生
徒
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
よ
く
似
て
い

る
。
同
教
授
は
、

１
７
年
８
月
に
サ

ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

で
女
性
教
師
へ
の
暴

力
事
件
を
起
こ
し
た

１
５
歳
の
男
子
生
徒

が
、
家
庭
環
境
も
劣

悪
で
、
薬
物
使
用
歴

も
あ
っ
た
し
、
学
友

へ
の
暴
行
で
処
分
を

受
け
、
薬
も
服
用
し

て
い
た
こ
と
を
挙
げ

た
。「
学
校
側
が
生

徒
の
こ
と
を
充
分
に

把
握
し
て
い
た
ら
、

対
処
法
も
考
え
ら
れ

汚
染
の
リ
ス
ク
と
近
隣
住
民

へ
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
の
調

査
や
評
価
を
行
う
た
め
、
技

術
者
達
を
派
遣
し
た
。

燃
料
漏
れ
が
起
き
た
現
場

（D
ivulgação/ Prefeitura de 

Duque de Caxias

）



　

辻つ
じ

元も
と

清き
よ

美み

議ぎ

員い
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

献け
ん

金き
ん

の
問も

ん

題だ
い

が
炎え

ん

上じ
ょ
うし
て
い
る

が
、
本ほ

ん

人に
ん

は
「
直た

だ

ち
に
（
収

し
ゅ
う

支し

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

を
）
訂て

い

正せ
い

で
き
て
よ

か
っ
た
。
訂て

い

正せ
い

し
た
こ
と
で
問も

ん

題だ
い

は
解か

い

決け
つ

し
た
」
と
言い

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
で
は
昨さ

く

年ね
ん

だ
け
で
以い

下か

の
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

が
あ
っ
た
と
指し

摘て
き

さ
れ
て
い
る
。

１
月が

つ　
松ま

つ

本も
と

副ふ
く

大だ
い

臣じ
ん

の
辞じ

任に
ん

は
当あ

た
り
前ま

え

４
月が

つ　
勝か

つ

田た

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは
辞や

め
た
ほ
う
が
い
い
。
福ふ

く

田だ

次じ

官か
ん

は
普ふ

通つ
う

は
更こ

う

迭て
つ

５
月が

つ　
麻あ

そ

生う

大だ
い

臣じ
ん

は
普ふ

通つ
う

の
会か

い

社し
ゃ

な
ら
ク
ビ
。
加か

藤と
う

大だ
い

臣じ
ん

は

任に
ん

に
あ
ら
ず

１
１
月が

つ　
山や

ま

下し
た

大だ
い

臣じ
ん

は
任に

ん

に
あ
ら
ず

　
「
人ひ

と

に
厳き

び

し
く
、
自じ

分ぶ
ん

に
甘あ

ま

い
」
と
は
こ
の
事こ

と

だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
辻つ

じ

元も
と

議ぎ

員い
ん

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
言い

わ
れ
て

い
る
関か

ん

西さ
い

生な
ま

コ
ン
か
ら
恐

き
ょ
う

喝か
つ

な
ど
で
３
０
人に

ん

近ち
か

い
逮た

い

捕ほ

者し
ゃ

が

出で

て
い
る
。
反は

ん

社し
ゃ

会か
い

集し
ゅ
う

団だ
ん

か
ら
献け

ん

金き
ん

を
受う

け
て
い
た
ら
政せ

い

治じ

家か

と
し
て
大た

い

変へ
ん

な
問も

ん

題だ
い

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
本ほ

ん

人に
ん

も
だ
ん
ま
り
を
決き

め
込こ

ん
で
い
る
。

　

辻つ
じ

元も
と

議ぎ

員い
ん

だ
け
で
は
な
い
。
村む

ら

田た

蓮れ
ん

舫ほ
う

議ぎ

員い
ん

の
二に

重じ
ゅ
う

国こ
く

籍せ
き

の
疑う

た
がい
、
山や

ま

尾お

志し

桜お

里り

議ぎ

員い
ん

の
ガ
ソ
リ
ン
代だ

い

不ふ

正せ
い

疑ぎ

惑わ
く

な
ど

も
同ど

う

様よ
う

だ
。「
森も

り

友と
も

」「
加か

計け

」
問も

ん

題だ
い

で
彼か

れ

ら
が
１
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも

騒さ
わ

ぎ
立た

て
て
も
首し

ゅ

相し
ょ
うサ
イ
ド
か
ら
何な

ん

の
埃ほ

こ
り
も
出で

て
こ
な
か
っ
た

の
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
は
る
か
に
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

で
あ
る
。

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
本ほ

ん

人に
ん

た
ち
の
「
我わ

れ

関か
ん

せ
ず
」
ぶ
り
は
、
通つ

う

常じ
ょ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
想そ

う

像ぞ
う

を
絶ぜ

っ

す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　
一ひ

と

人り

く
ら
い
な
ら
個こ

人じ
ん

的て
き

人じ
ん

格か
く

の
問も

ん

題だ
い

と
も
言い

え
よ
う
が
、

三さ
ん

人に
ん

と
も
、
し
か
も
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
誤ご

報ほ
う

問も
ん

題だ
い
へ
の
取と

り
組く

み
な

ど
も
加く

わ

え
て
み
れ
ば
、日に

本ほ
ん

の
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
は
揃そ

ろ

い
も
揃そ

ろ
っ
て
、

「
人ひ

と

に
厳き

び

し
く
、
自じ

分ぶ
ん

に
甘あ

ま

い
」
と
い
う
の
は
何な

に

か
構こ

う

造ぞ
う

的て
き

な

問も
ん

題だ
い

が
あ
る
、
と
考か

ん
が
え
た
方ほ

う

が
合ご

う

理り

的て
き

だ
。

　
こ
の
精せ

い

神し
ん

構こ
う

造ぞ
う

は
ど
こ
か
ら
来く

る
の
だ
ろ
う
か
、
と
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最さ

い

近き
ん

、
読よ

ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
山や

ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

氏し

の
『
日に

本ほ
ん

を
ダ
メ
に
す
る
リ
ベ
ラ
ル
の

正し
ょ
う

体た
い

』［
１
］、『
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

―
悪あ

く

夢む

と
恐

き
ょ
う

怖ふ

の
３
年ね

ん

３
ヶ

月げ
つ

』［
２
］
を
読よ

ん
で
、よ
う
や
く
彼か

れ

ら
の
正

し
ょ
う

体た
い

に
得と

く

心し
ん

が
い
っ

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
ご
用よ

う

心じ
ん

２０１９年
ねん

２月
がつ

１０日
か

版
ばん

た
。

　

山や
ま

村む
ら

氏し

は
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
思し

想そ
う

を
「
ウ
イ
ル
ス
」
に
例た

と

え
、

そ
れ
が
か
つ
て
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

と
い
う
「
宿や

ど

主ぬ
し

」
に
吸

き
ゅ
う

着ち
ゃ
く・
侵し

ん

入
に
ゅ
う

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
宿や

ど

主ぬ
し

」
は
「
幾い

く

多た

の
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な
症

し
ょ
う

状じ
ょ
う」
を

発は
っ

症し
ょ
うし
た
と
指し

摘て
き

す
る
［
２
，　

１
３
０
］。

　

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
と
、
ど
う
い
う
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

現あ
ら
われ
る
か
、
の
分わ

か
り
や
す
い
症

し
ょ
う

例れ
い

が
小お

沢ざ
わ

一い
ち

郎ろ
う

氏し

だ
ろ
う
。

　

小お

沢ざ
わ

氏し

は
「
感か

ん

染せ
ん

」
前ま

え

は
、
平へ

い

成せ
い

元が
ん

（
１
９
８
９
）
年ね

ん

８

月が
つ

に
第だ

い

１
次じ

海か
い

部ふ

内な
い

閣か
く

が
成せ

い

立り
つ

し
た
際さ

い

、
４
７
歳さ

い

の
若わ

か

さ
で

党と
う

幹か
ん

事じ

長ち
ょ
うに
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
ほ
ど
、
自じ

民み
ん

党と
う

の
ホ
ー
プ
だ
っ
た
。

靖や
す

國く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

に
毎ま

い

年と
し

の
よ
う
に
参さ

ん

拝ぱ
い

し
、
当と

う

時じ

は
「
Ａ
級き

ゅ
う（
戦せ

ん

犯ぱ
ん

）
も
Ｂ
級き

ゅ
うも
、
Ｃ
級き

ゅ
うも
関か

ん

係け
い

な
い
」
と
語か

た

り
、
堂ど

う

々ど
う

と
参さ

ん

拝ぱ
い

を
訴う

っ
た
え
て
い
た
。

　

特と
く

に
皇こ

う

室し
つ

に
つ
い
て
は
、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
「
雅ま

さ

子こ

妃ひ

の
人じ

ん

格か
く

を
否ひ

定て
い

す
る
よ
う
な
動う

ご

き
が
あ
っ
た
」
と
示し

唆さ

さ
れ
た
際さ

い

に

も
、「
あ
あ
い
う
発は

つ

言げ
ん

を
さ
れ
た
ら
、
本ほ

ん

当と
う

は
総そ

う

辞じ

職し
ょ
くだ
」
と
、

当と
う

時じ

の
小こ

泉い
ず
み

内な
い

閣か
く

に
総そ

う

辞じ

職し
ょ
くを
迫せ

ま

っ
て
い
る
ほ
ど
、
皇こ

う

室し
つ

を

崇す
う

敬け
い

し
て
い
た
［
２
，　

１
４
７
３
］。

　

そ
れ
が
、
平へ

い

成せ
い

１
４
（
２
０
０
２
）
年ね

ん

に
菅か

ん

直な
お

人と

・
鳩は

と

山や
ま

由ゆ

紀き

夫お

氏し

ら
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

と
合ご

う

流り
ゅ
うし
た
頃こ

ろ

か
ら
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
ウ
イ

ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し
て
、
思し

想そ
う

が
侵お

か

さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
平へ

い

成せ
い

２
１
（
２
０
０
９
）
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
韓か

ん

国こ
く

ソ
ウ
ル
の
国こ

く

民み
ん

大だ
い

学が
く

で
の
講こ

う

演え
ん

で
は
、「
天て

ん

皇の
う

家け

の
祖そ

先せ
ん

で
あ
る
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

南な
ん

部ぶ

の
権け

ん

力
り
ょ
く

者し
ゃ

が
海う

み

を
渡わ

た
っ
て
奈な

良ら

で
政せ

い

権け
ん

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
た
」
と
い
う
今い

ま

で
は

ほ
と
ん
ど
無む

視し

さ
れ
て
い
る
説せ

つ

ま
で
披ひ

露ろ
う

し
て
韓か

ん

国こ
く

に
お
も

ね
っ
た
。

　

思し

想そ
う

信し
ん

条じ
ょ
うの
信し

ん

念ね
ん

の
弱よ

わ

さ
と
い
う
「
虚き

ょ

弱じ
ゃ
く

体た
い

質し
つ

」
も
あ
る

の
か
も
知し

れ
な
い
が
、
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
罹か

か

る
と
、

か
く
も
別べ

つ

人じ
ん

の
よ
う
に
変か

わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
典て

ん

型け
い

的て
き

な

症し
ょ
う

例れ
い

で
あ
る
。

　

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

す
る
と
、「『
国こ

っ

家か

」
と
い

う
『
強つ

よ

い
統と

う

治ち

者し
ゃ

』
の
権け

ん

力り
ょ
くを
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

さ
せ
る
か
、
無な

く
し

て
い
き
、『
大た

い

衆し
ゅ
う』、『
庶し

ょ

民み
ん

』、『
市し

民み
ん

』
と
い
う
被ひ

統と
う

治ち

者し
ゃ

の

力ち
か
らが
強つ

よ

ま
る
こ
と
を
心こ

こ
ろの
底そ

こ

か
ら
願ね

が

う
」
よ
う
に
な
る
、
と
山や

ま

村む
ら

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。［
２
，　

２
３
７
］

　

確た
し

か
に
、「『
国こ

っ

家か

」
と
い
う
『
強つ

よ

い
統と

う

治ち

者し
ゃ

』」
を
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

さ
せ
る
た
め
に
、
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
は
：

・
自じ

衛え
い

隊た
い

、
米べ

い

軍ぐ
ん

、
原げ

ん

発ぱ
つ

、
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
うに
反は

ん

対た
い

・
国こ

っ

旗き

、
国こ

っ

歌か

を
否ひ

定て
い

・
国く

に

の
歴れ

き

史し

、
伝で

ん

統と
う

、
文ぶ

ん

化か

、
皇こ

う

室し
つ

を
無む

視し

ま
た
は
罪ざ

い

悪あ
く

視し

・「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
な
ど
虚き

ょ

構こ
う

の
歴れ

き

史し

で
日に

本ほ
ん

を
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

・
夫ふ

う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

推す
い

進し
ん

、
専せ

ん

業ぎ
ょ
う

主し
ゅ

婦ふ

敵て
き

視し

な
ど
で
家か

族ぞ
く

解か
い

体た
い

・
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

、
中

ち
ゅ
う

高こ
う

生せ
い
へ
の
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

な
ど
で
国こ

く

民み
ん

教き
ょ
う

育い
く

を

弱じ
ゃ
く

体た
い

化か

　
「『
市し

民み
ん

』
と
い
う
被ひ

非ひ

統と
う

治ち

者し
ゃ

」
の
力ち

か
ら
を
強つ

よ

め
る
た
め
に
、

彼か
れ

ら
は
：

・
人じ

ん

権け
ん

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
国こ

く

民み
ん

の
義ぎ

務む

、
責せ

き

任に
ん

は
無む

視し

ま
た
は
軽け

い

視し・
特と

く

に
在ざ

い

日に
ち

、
部ぶ

落ら
く

、
移い

民み
ん

、
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

、
子こ

ど
も
、
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

を
擁よ

う

護ご

・
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

と
い
う
「
侵し

ん

略り
ゃ
くを
受う

け
た
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

」

に
謝し

ゃ

罪ざ
い

・
補ほ

償し
ょ
うを
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

・
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

、
子こ

ど
も
手て

当あ
て

な
ど
で
「
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

」
へ
の
富と

み

の
分ぶ

ん

配ぱ
い

を
促そ

く

進し
ん

　

要よ
う

は
、
世よ

の
中な

か

を
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
く　

対た
い　

市し

民み
ん

」
と
い
う
図ず

式し
き

の
み
で
捉と

ら

え
、
と
に
か
く
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くを
弱よ

わ

め
、
市し

民み
ん

を

強つ
よ

く
す
る
」
事こ

と

が
使し

命め
い

だ
と
考か

ん
が
え
る
。

　
「
人ひ

と

に
厳き

び

し
く
自じ

分ぶ
ん

に
甘あ

ま

い
」
と
い
う
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
特と

く

有ゆ
う

の
二に

重じ
ゅ
う

基き

準じ
ゅ
んも
、
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くを
挫く

じ

く
た
め
に
は
政せ

い

府ふ

の
不ふ

正せ
い

は
と
こ
と
ん
追つ

い

求き
ゅ
うす
べ
き
で
あ
り
、
逆ぎ

ゃ
くに
市し

民み
ん

の
た
め
に
戦

た
た
か
っ

て
い
る
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
多た

少し
ょ
うの
不ふ

正せ
い

な
ど
は
大お

お

目め

に
見み

る
べ
き

だ
、と
い
う
論ろ

ん

理り

と
な
る
の
だ
ろ
う
。
人に

ん

間げ
ん

本ほ
ん

来ら
い

の
道ど

う

徳と
く

心し
ん

は
、

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
侵お

か

さ
れ
て
麻ま

痺ひ

し
て
し
ま
う
よ
う

だ
。

　
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
く　

対た
い　

市し

民み
ん

」
と
い
う
図ず

式し
き

は
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

で
生し

ょ
う
じ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
王お

う

、
貴き

族ぞ
く

、
教

き
ょ
う

会か
い

な
ど
「
旧

き
ゅ
う

体た
い

制せ
い

」
を
、
市し

民み
ん

を
搾さ

く

取し
ゅ

し
て
き
た
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くと

し
て
打だ

倒と
う

し
、
市し

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

平び
ょ
う

等ど
う

を
謳う

た

っ
た
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

を
発は

っ

し
た
。
こ
れ
が
い
か
に
欺ぎ

瞞ま
ん

に
満み

ち
た
代し

ろ

物も
の

だ
っ
た
か
は
、
農の

う

民み
ん

や
小

し
ょ
う

市し

民み
ん

も
含ふ

く

め
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

て
い
る

こ
と
か
ら
明あ

き

ら
か
で
あ
る
［
Ａ
］。

　

山や
ま

村む
ら

氏し

は
「『
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
思し

想そ
う

』
は
、『
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
』
が
突と

つ

然ぜ
ん

変へ
ん

異い

し
て
『
新し

ん

型が
た

』
が
現あ

ら
われ
る
よ
う
に
、

時じ

代だ
い

と
共と

も

に
少す

こ

し
ず
つ
型か

た

を
変か

え
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
感か

ん

染せ
ん

、
流

り
ゅ
う

行こ
う

を
繰く

り
返か

え

し
て
き
ま
し
た
」
と
し
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
、
そ
の
突と

つ

然ぜ
ん

変へ
ん

異い

の
歴れ

き

史し

を
ふ
り
返か

え

る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思し

想そ
う

の
一い

ち

例れ
い

を
挙あ

げ
れ
ば
、
十

じ
ゅ
う

七な
な

世せ
い

紀き

か
ら

十じ
ゅ
う

八は
ち

世せ
い

紀き

頃こ
ろ

に
か
け
て
は
、「
社し

ゃ

会か
い

契け
い

約や
く

説せ
つ

」
に
基も

と

づ
く

「
自じ

由ゆ
う

主し
ゅ

義ぎ

思し

想そ
う

」
を
持も

っ
た
十

じ
ゅ
う

七な
な

世せ
い

紀き

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ

ン
＝
ロ
ッ
ク
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の

「
自じ

由ゆ
う

・
平

び
ょ
う

等ど
う

主し
ゅ

義ぎ

」
を
取と

り
入い

れ
た
「
啓け

い

蒙も
う

思し

想そ
う

」
か
ら
、

十じ
ゅ
う

九き
ゅ
う

世せ
い

紀き

に
は
ド
イ
ツ
の
カ
ン
ト
に
代だ

い

表ひ
ょ
うさ
れ
る
「
観か

ん

念ね
ん

論ろ
ん

（
哲て

つ

学が
く

）」
が
現あ

ら
われ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
な
ど
の
博は

く

愛あ
い

的て
き

な

「
空く

う

想そ
う

的て
き

社し
ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

」、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
の
「
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

」

へ
と
変か

わ
り
、
そ
し
て
二に

十じ
ゅ
う

世せ
い

紀き

に
は
、「
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

」
が

蔓ま
ん

延え
ん

し
、「
社し

ゃ

会か
い

改か
い

良り
ょ
う

主し
ゅ

義ぎ

」か
ら
、「
社し

ゃ

会か
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。［
２
，　
５
１
］

　

弊へ
い

誌し

で
も
、
昨さ

っ

今こ
ん

の
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
思し

想そ
う

が
、
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

の
「
亜あ

種し
ゅ

」
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

に
由ゆ

来ら
い

し
て
い

る
こ
と
を
、
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
著ち

ょ

作さ
く

を
た

よ
り
に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
［
Ｂ
］
が
、
こ
れ
も
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル

ス
の
突と

つ

然ぜ
ん

変へ
ん

異い

で
、
新あ

た
ら
し
い
ウ
イ
ル
ス
が
登と

う

場じ
ょ
うし
た
と
考か

ん
が
え
る

と
分わ

か
り
や
す
い
。

　

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
が
政せ

い

権け
ん

を
と
る
事こ

と

を
、
山や

ま

村む
ら

氏し

は
左さ

翼よ
く

リ

ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
の
「
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）」
と
呼よ

ぶ
。

そ
し
て
、
日に

本ほ
ん

で
は
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
３
回か

い

起お

き
た
と
指し

摘て
き

す
る
。

　
過か

去こ

の
日に

本ほ
ん

の
憲け

ん

政せ
い

史し

上じ
ょ
うで
は
、戦せ

ん

後ご

の
「
左さ

翼よ
く

政せ
い

権け
ん

」
や

「
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
政せ

い

権け
ん

」
は
、
１
９
４
６
年ね

ん

の
片か

た

山や
ま

哲て
つ

内な
い

閣か
く

、

１
９
９
５
年ね

ん

の
村む

ら

山や
ま

富と
み

市い
ち

内な
い

閣か
く

、
今こ

ん

回か
い

の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

内な
い

閣か
く

と
、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
侵お

か

さ
れ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人に
ん

間げ
ん

が
変か

わ
っ
て
し
ま
う
。

（３） ２０１９年第５２３０号 	 ４月	２７日	（土曜日）

国こ
っ

家か

に
利り

益え
き

を
与あ

た

え
な
い
三さ

ん

戦せ
ん

全ぜ
ん

敗ぱ
い

の
「
勝

し
ょ
う

率り
つ

ゼ
ロ
」
で
す
。

［
２
，　
３
６
１
］

　

片か
た

山や
ま

内な
い

閣か
く

は
戦せ

ん

後ご

初は
つ

の
社し

ゃ

会か
い

党と
う

政せ
い

権け
ん

と
し
て
昭

し
ょ
う

和わ

２
１

（
１
９
４
６
）
年ね

ん

に
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
が
、
ゼ
ネ
ス
ト
や
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

な
ど
の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

混こ
ん

乱ら
ん

か
ら
脱だ

っ

せ
ず
、
わ
ず
か
半は

ん

年と
し

で
崩ほ

う

壊か
い

。

村む
ら

山や
ま

内な
い

閣か
く

は
自じ

民み
ん

、
社し

ゃ

会か
い

、
さ
き
が
け
の
三さ

ん

党と
う

連れ
ん

立り
つ

政せ
い

権け
ん

で
、

阪は
ん

神し
ん

淡あ
わ

路じ

大だ
い

震し
ん

災さ
い
へ
の
対た

い

応お
う

の
ま
ず
さ
、
経け

い

済ざ
い

で
は
こ
の
頃こ

ろ

か

ら
の
円え

ん

高だ
か

デ
フ
レ
不ふ

況き
ょ
うか
ら
脱だ

っ

出し
ゅ
つで
き
ず
に
、
１
年ね

ん

半は
ん

で
退た

い

陣じ
ん

し
た
。

　

平へ
い

成せ
い

２
１
（
２
０
０
９
）
年ね

ん

９
月が

つ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

で
は
、
鳩は

と

山や
ま

内な
い

閣か
く

が
普ふ

天て
ん

間ま

基き

地ち

移い

設せ
つ

で
「
最さ

い

低て
い

で
も
県け

ん

外が
い

」
な
ど
と
思お

も

い
つ
き
的て

き

発は
つ

言げ
ん

で
混こ

ん

乱ら
ん

を
も
た
ら
し
、

わ
ず
か
９
ヶ
月げ

つ

で
降こ

う

板ば
ん

。

　

次つ
ぎ

の
菅か

ん

直な
お

人と

内な
い

閣か
く

は
尖せ

ん

閣か
く

海か
い

域い
き

で
海か

い

保ほ

巡じ
ゅ
ん

視し

艇て
い

に
ぶ
つ

か
っ
て
き
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

船せ
ん

長ち
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
圧あ

つ

力り
ょ
くに
屈く

つ

し
て
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

、
さ

ら
に
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
は
福ふ

く

島し
ま

第だ
い

一い
ち

原げ
ん

発ぱ
つ

の
危き

機き

の
最さ

い

中ち
ゅ
うに

現げ
ん

地ち

を
訪お

と
ずれ
る
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
な
ど
で
混こ

ん

乱ら
ん

さ
せ
、
１
年ね

ん

３

か
月げ

つ

で
退た

い

陣じ
ん

。

　

最さ
い

後ご

の
野の

田だ

内な
い

閣か
く

は
、
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

の
国こ

く

有ゆ
う

化か

に
よ
っ
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
の
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

動ど
う

に
見み

舞ま

わ
れ
た
。
ま
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も

な
か
っ
た
消

し
ょ
う

費ひ

税ぜ
い

８
％
へ
の
増ぞ

う

税ぜ
い

を
決き

め
、
後あ

と

に
そ
れ
が
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
て
、
景け

い

気き

低て
い

迷め
い

を
も
た
ら
し
た
。

　

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

が
平へ

い

成せ
い

２
４
（
２
０
１
２
）
年ね

ん

１
２
月が

つ

の
総そ

う

選せ
ん

挙き
ょ

で
惨ざ

ん

敗ぱ
い

し
、
下げ

野や

し
た
時と

き

に
多お

お

く
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

議ぎ

員い
ん

は
「
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

は
、
間ま

違ち
が

っ
て
い
な
か
っ
た
」「
我わ

れ

々わ
れ

は
、
反は

ん

省せ
い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

な
ど
全ぜ

ん

然ぜ
ん

な
い
」
な
ど
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
飛と

び
交か

っ
て

い
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
世せ

間け
ん

で
も
「
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

は
ひ
ど
か
っ

た
」
と
言い

う
だ
け
で
、
そ
の
理り

由ゆ
う

は
必か

な
ら
ず
し
も
明め

い

確か
く

に
さ
れ
て

い
な
い
。

　

大お
お

き
な
失し

っ

敗ぱ
い

が
あ
れ
ば
、
そ
の
原げ

ん

因い
ん

を
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
再さ

い

発は
つ

防ぼ
う

止し

に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
政せ

い

治じ

は
一い

っ

向こ
う

に
進し

ん

歩ぽ

し
な
い
。
そ
こ
で

「
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
悪あ

く

政せ
い

の
本ほ

ん

当と
う

の
原げ

ん

因い
ん

」
を
分ぶ

ん

析せ
き

、
検け

ん

証し
ょ
うし
た
の

が
山や

ま

村む
ら

氏し

の
著ち

ょ

作さ
く

［
２
］
な
の
で
あ
る
。
氏し

は
言い

う
。

　

結け
つ

論ろ
ん

を
言い

う
と
、
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
失し

っ

敗ぱ
い

の
最さ

い

大だ
い

の
原げ

ん

因い
ん

は
、
そ

の
基き

本ほ
ん

的て
き

な
政せ

い

治じ

思し

想そ
う

の
中な

か

に
「
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

家か

や
国こ

く

民み
ん

を
強つ

よ

く
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
弱よ

わ

い
方ほ

う

に
持も

っ
て
い
く
」
こ
と

を
合ご

う

理り

的て
き

な
目も

く

的て
き

と
す
る
、
彼か

れ

ら
の
「
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
思し

想そ
う

」

が
存そ

ん

在ざ
い

し
た
か
ら
で
す
。［
２
，　

９
６
］

　

確た
し

か
に
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くの
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

」
し
か
念ね

ん

頭と
う

に
な
け
れ
ば
、

「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
く」
の
発は

つ

動ど
う

に
よ
っ
て
国く

に

の
誇ほ

こ

り
と
国こ

く

益え
き

を
護ま

も

ろ
う

と
す
る
外が

い

交こ
う

な
ど
は
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
尖せ

ん

閣か
く

で
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

船せ
ん

長ち
ょ
うの
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

や
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

動ど
う

な
ど
で
も
、
す
ぐ
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
圧あ

つ

力
り
ょ
く

に
屈く

つ

す
る
事こ

と

な
か
れ
主し

ゅ

義ぎ

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
自じ

衛え
い

隊た
い

を
否ひ

定て
い

す
る
思し

想そ
う

に
侵お

か

さ
れ
て
い
て
は
、

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
よ
う
な
非ひ

常じ
ょ
う

時じ

に
自じ

衛え
い

隊た
い

に
い
か
に
活か

つ

躍や
く

し
て
貰も

ら

う
か
、
な
ど
と
い
う
発は

っ

想そ
う

は
持も

ち
得え

な
い
。
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
、

国く
に

全ぜ
ん

体た
い

の
経け

い

済ざ
い

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
る
と
い
う
発は

っ

想そ
う

が
な
く
、
単た

ん

に

消し
ょ
う

費ひ

税ぜ
い

や
ら
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

な
ど
分ぶ

ん

配ぱ
い

策さ
く

し
か
考か

ん
が
え
な
い
の
で

は
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

が
じ
り
貧ひ

ん

に
な
る
だ
け
だ
。

　

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

の
失し

っ

敗ぱ
い

も
原げ

ん

因い
ん

は
、
経け

い

験け
ん

の
な
さ
と
か
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠け

つ

如じ
ょ

と
い
っ
た
組そ

織し
き

や
人じ

ん

材ざ
い

の
問も

ん

題だ
い

だ
け
で
は

な
く
、
そ
も
そ
も
彼か

れ

ら
の
頭ず

脳の
う

が
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
侵お

か

さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し
た
政せ

い

治じ

家か

は
、
野や

党と
う

の
立た

ち

場ば

で
反は

ん

対た
い

を
唱と

な

え
て
い
る
だ
け
な
ら
ま

だ
し
も
、
実じ

っ

際さ
い

に
政せ

い

権け
ん

を
握に

ぎ
っ
た
ら
、
必か

な
ら
ず
失し

っ

敗ぱ
い

す
る
、
と
い

う
事こ

と

に
な
る
。
三さ

ん

戦せ
ん

全ぜ
ん

敗ぱ
い

の「
勝

し
ょ
う

率り
つ

ゼ
ロ
」は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

で
は
な
く
、

論ろ
ん

理り

の
必ひ

つ

然ぜ
ん

な
の
で
あ
る
。

　

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

を
侵お

か

し
た
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の
後ご

も

政せ
い

界か
い

の
あ
ち
こ
ち
に
残の

こ

り
、
さ
ら
に
は
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

そ
の
他ほ

か

の
マ

ス
コ
ミ
に
も
し
ぶ
と
く
潜せ

ん

伏ぷ
く

し
て
い
る
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
再

ふ
た
た

び
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起お

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
良よ

い
の
か
。
山や

ま

村む
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の
ヒ
ン
ト
を
与あ

た

え
て
い
る
。

　
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
こ
の
左さ

翼よ
く

系け
い

の
「
思し

想そ
う

ウ
イ
ル
ス
」
は
、
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
が
強つ

よ

い
時じ

期き

、
つ
ま
り
国こ

く

の
経け

い

済ざ
い

が
好こ

う

況
き
ょ
う

で
活か

っ

気き

が
あ
り
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

が
強つ

よ

い
時じ

期き

に
は
、
症

し
ょ
う

状
じ
ょ
う

が
出で

な
か
っ
た
り
、
軽か

る

い
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うで
済す

ん
で
い
た
り
し
た
時じ

期き

も

あ
り
ま
し
た
。［
２
，　
６
０
］

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し
て
も
、
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
くの

あ
る
人ひ

と

は
ウ
イ
ル
ス
を
撃げ

き

退た
い

で
き
る
。
多お

お

く
の
人ひ

と

が
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
くを

備そ
な

え
た
社し

ゃ

会か
い

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
侵し

ん

入に
ゅ
うし
て
も
大だ

い

事じ

に
は
至い

た

ら

な
い
。

　

し
か
し
、
経け

い

済ざ
い

や
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

が
な
ぜ
「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
と
し
て
働

は
た
ら

く
の
か
。
弊へ

い

誌し

は
「
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

意い

識し
き

」
が
「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
の
実じ

っ

体た
い

だ
と
考か

ん
が
え
る
。
そ
も
そ
も
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
く　

対た
い　

市し

民み
ん

」
と
い

１
．
な
ぜ
彼か

れ

ら
は
揃そ

ろ

い
も
揃そ

ろ

っ
て

    「
人ひ

と

に
厳き

び

し
く
、自じ

分ぶ
ん

に
甘あ

ま

い
」の
か
？

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
山や

ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

『
日に

本ほ
ん

を

ダ
メ
に
す
る
リ
ベ
ラ
ル
の
正

し
ょ
う

体た
い

』
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版ば

ん

、
ビ

ジ
ネ
ス
社し

ゃ

、
Ｈ
２
９

（
２
）
山や

ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

『
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

―
悪あ

く

夢む

と
恐

き
ょ
う

怖ふ

の
３
年ね

ん

３
ヶ
月げ

つ　
「
思し

想そ
う

ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

」
に
冒お

か

さ
れ
た
政せ

い

権け
ん

与よ

党と
う

の
一い

ち

大だ
い

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
！
』、

青せ
い

林り
ん

堂ど
う

、
Ｈ
２
５

８
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
向む

い
た

         「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く
」
の
つ
け
方か

た

「
相あ

い

手て

へ
の
思お

も

い
や
り
の
精せ

い

神し
ん

」
は
、
古こ

来ら
い

か
ら
の
神し

ん

道と
う

が
そ

れ
ぞ
れ
請う

け
負お

っ
て
い
ま
し
た
。［
２
，　
２
５
９
１
］

　

そ
も
そ
も
「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
く　

対た
い　

市し

民み
ん

」
と
い
う
構こ

う

図ず

は
、

西せ
い

洋よ
う

の
「
圧あ

っ

政せ
い

と
反は

ん

抗こ
う

」
の
歴れ

き

史し

か
ら
出で

て
き
た
も
の
だ
。

我わ

が
国く

に

で
は
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』［
Ｃ
］
で
も
述の

べ
た
よ
う
に
、
民た

み

を
大お

お

御み

宝た
か
らと
し
て

そ
の
安あ

ん

寧ね
い

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
事こ

と

を
国こ

っ

家か

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
目も

く

的て
き

と
し
て
お

り
、
神し

ん

道と
う

と
伝で

ん

統と
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
うが
そ
れ
を
精せ

い

神し
ん

的て
き

に
支さ

さ

え
て
き
た
。

　

左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
外が

い

来ら
い

の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
し
か
も

日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

精せ
い

神し
ん

と
い
う
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
くを
持も

た
な
い

人に
ん

間げ
ん

が
罹か

か

り
や
す
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
山や

ま

村む
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

ま
ず
は
、
日ひ

頃ご
ろ

か
ら
日に

本ほ
ん

と
い
う
国く

に

の
成な

り
た
ち
、
歴れ

き

史し

、
伝で

ん

統と
う

、
文ぶ

ん

化か

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
精せ

い

神し
ん

性せ
い

な
ど
に
つ
い
て
知し

る

こ
と
で
す
。
そ
の
上う

え

で
、
そ
れ
を
愛あ

い

す
る
と
い
う
日に

本ほ
ん

型が
た

の

「
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」、「
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

」
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
こ
と
で
す
。［
２
，　

２
６
３
３
］　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

２
．
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に

        
罹か

か

っ
た
小お

沢ざ
わ

一い
ち

郎ろ
う

氏し

５
．
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
政せ

い

権け
ん

は

        
三さ

ん

戦せ
ん

全ぜ
ん

敗ぱ
い

の
「
勝し

ょ
う

率り
つ

ゼ
ロ
」

３
．「
国こ

っ

家か

を
弱よ

わ

め
、

          

市し

民み
ん

を
強つ

よ

く
す
る
」

４
．「
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
の

         

突と
つ

然ぜ
ん

変へ
ん

異い

」

６
．
三さ

ん

戦せ
ん

全ぜ
ん

敗ぱ
い

の

        「
勝し

ょ
う

率り
つ

ゼ
ロ
」
の
原げ

ん

因い
ん

７
．
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
へ

        

の
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く

う
見み

方か
た

に
は
「
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

」
と
い
う
観か

ん

点て
ん

が
す
っ
ぽ
り

と
抜ぬ

け
落お

ち
て
い
る
。
人に

ん

間げ
ん

は
も
と
も
と
群ぐ

ん

生せ
い

生せ
い

物ぶ
つ

で
あ
る
。
他た

者し
ゃ

に
依い

存ぞ
ん

せ
ず
に
孤こ

立り
つ

し
て
生い

き
ら
れ

る
「
個こ

人じ
ん

」
な
ど
い
な
い
。

　

家か

族ぞ
く

、
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

、
国こ

っ

家か

と
い
う
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

に
守ま

も

ら
れ
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
維い

持じ

発は
っ

展て
ん

に
尽つ

く
し
て
こ
そ
、
構こ

う

成せ
い

員い
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

も
人じ

ん

権け
ん

も
自じ

由ゆ
う

も
護ま

も

ら
れ
る
。
こ
の
点て

ん

を
良よ

く
理り

解か
い

し
て
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
「
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

意い

識し
き

」
を

持も

っ
て
い
れ
ば
、「
国こ

っ

家か

権け
ん

力り
ょ
くを
弱よ

わ

め
れ
ば
、
市し

民み
ん

の
た
め
に
な
る
」
な
ど
と
い
う
詭き

弁べ
ん

に
は
騙だ

ま

さ
れ
な

く
な
る
。そ
れ
が
左さ

翼よ
く

リ
ベ
ラ
ル
ウ
イ
ル
ス
に
対た

い

す
る

「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
い
か
に
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

意い

識し
き

と
い
う
「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
を
強つ

よ

く
す
る
の
か
。
山や

ま

村む
ら

氏し

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
向む

い
た
「
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く」
の
つ
け
方か

た

が
あ
る
と
提て

い

案あ
ん

す
る
。

　

実じ
っ

際さ
い

に
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

に
照て

ら
し
て
み
る
と
、
日に

本ほ
ん

で
は
「
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

へ
の
救す

く

い
の
心こ

こ
ろ
」
は
伝で

ん

統と
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
うが
、
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Abe e Trump devem discutir 
questões relacionadas à 
Coreia do Norte

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (26/04/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, e o 
presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
devem discutir questões 
sobre a Coreia do Norte, 
incluindo a desnucleariza-
ção e os sequestros de ci-
dadãos japoneses.
Abe e Trump realizam 
uma reunião de cúpula na 
sexta-feira, na Casa Bran-
ca, e depois vão festejar o 
aniversário da primeira-
dama Melania Trump com 

um banquete.
Segundo um anúncio feito 
por um funcionário da Casa 
Branca na quinta-feira, a 
reunião de cúpula é uma 
importante oportunidade 
para os dois líderes discu-
tirem a situação recente em 
Pyongyang e como realizar 
a desnuclearização final e 
completamente verificável 
do país.
A reunião de cúpula está 
sendo realizada depois de 
uma outra, a primeira entre 

o líder norte-coreano Kim 
Jong Un e o presidente rus-
so Vladimir Putin, na quin-
ta-feira, quando Kim Jong 
Un salientou a amizade 
entre a Coreia do Norte e 
a Rússia.
O embaixador dos Estados 
Unidos no Japão, William 
Hagerty, que se encontra 
em Washington, disse à 
imprensa que a questão 
dos sequestros já havia 
sido discutida em outras 
reuniões de cúpula entre o 

Japão e os Estados Unidos, 
e que Trump sempre apoia 
o Japão.
Os dois países deram iní-
cio recentemente a con-
versações sobre comércio, 
com o objetivo de assinar 
um novo acordo.
Os Estados Unidos espe-
ram que as negociações se-
jam concluídas em breve. 
Abe e Trump devem discu-
tir maneiras de prosseguir 
com as negociações.

Banco Ｃentral do Japão manterá 
liquidez monetária ao menos até 
primavera de 2020

Economia  (26/04/2019)

O Banco do Japão de-
cidiu manter inalterada 
a sua política de amplo 
afrouxamento monetário. 
Anuncia agora que man-
terá as taxas básicas de 
juros extremamente bai-
xas pelo menos até a pri-
mavera japonesa de 2020.
Ao fim de dois dias de 
reuniões, o conselho de 
política monetária do 
banco central japonês 

divulgou o seu relatório 
econômico trimestral.
Consta do documento 
uma estimativa de infla-
ção de 1,6% para o ano 
fiscal com início em abril 
de 2021.
A instituição lançou o 
seu programa de afrou-
xamento monetário em 
2013, em que anunciava 
a meta de 2% de inflação 
até 2015.

Liberdade sob fiança 
é concedida a Carlos 
Ghosn pela segunda vez

Ghosn (25/04/2019)

Um tribunal de Tóquio 
decidiu conceder liberda-
de sob fiança pela segunda 
vez ao ex-presidente do 
conselho de administração 
da Nissan, Carlos Ghosn. 
O executivo de 65 anos de 
idade foi preso pela segun-
da vez no início deste mês. 
Promotores o denunciaram 
por grave abuso de con-
fiança.
O tribunal estabeleceu a 
fiança em aproximada-
mente 4,5 milhões de dó-
lares. Isso se soma aos 9 
milhões que já haviam sido 
pagos quando ele foi liber-
tado anteriormente.
A mais recente denúncia 
alega que Ghosn desviou 
fundos enviados para uma 
concessionária da Nissan 
em Omã para sua própria 
conta. Promotores dizem 
que isso custou 5 milhões 
de dólares à montadora.
Ghosn nega todas as acu-

sações.
Após sua primeira prisão 
em novembro de 2018, 
Ghosn permaneceu 108 
dias em um centro de de-
tenção em Tóquio. Ele foi 
libertado no mês passado 
mas acabou sendo preso 
novamente três semanas 
atrás.
Os termos de sua primeira 
fiança incluíam vigilância 
por câmeras instaladas em 
sua residência e limitações 
ao uso de computadores e 
telefones celulares.
Promotores recorreram da 
decisão de quinta-feira sob 
fundamento de que Ghosn 
pode coordenar sua histó-
ria com familiares. Empre-
sas no nome de sua esposa 
e filho estavam envolvidas 
no caso.
Ghosn já fez o pagamento 
da fiança. Se o tribunal in-
deferir o recurso da promo-
toria, o executivo poderá 
ser solto já na quinta-feira.

Hoje, porém, mesmo com 
a concretização da meta 
fora de alcance, o Banco 
do Japão dá prossegui-
mento ao programa.
Fontes oficiais afirmam 
que a instituição continu-
ará a adquirir títulos pú-
blicos com o objetivo de 
manter o rendimento do 
título referencial de dez 
anos em torno de 0%.
A meta para a taxa bási-

ca de juros de curto prazo 
permanece em 0,1% ne-
gativo, ou seja, os bancos 
comerciais continuarão a 
pagar juros para o banco 
central.
O conselho de política 
monetária da instituição 
manteve também a ava-
liação de que a economia 
do Japão se encontra em 
moderada expansão.

Repartições públicas japonesas se preparam 
para chegada da era Reiwa

Era Reiwa (12/04/2019)

As repartições públicas 
japonesas estão ocupadas 
preparando-se para o início 
da era Reiwa.
Esta sexta-feira é o último 
dia útil da era Heisei, uma 
vez que o Japão entra na era 
Reiwa na próxima quarta-
feira, quando o novo impe-
rador assume o trono. Um 
período de 10 dias de feria-

dos que coincide com a su-
cessão imperial tem início 
no sábado, dia 27 de abril.
O distrito de Koto, em Tó-
quio, têm elaborado do-
cumentos de registro de 
casamento especialmente 
desenhados para a ocasião.
A palavra Reiwa está escri-
ta juntamente com o logoti-
po do distrito e uma ilustra-

ção da mascote de turismo 
vestida de noiva.
Os funcionários do distrito 
disseram que confeccio-
naram cerca de 50 desses 
documentos com novos de-
signs.
Agora, o escritório de ad-
ministração do distrito está 
estabelecendo uma seção 
especial para que as pes-

soas tirem fotos comemo-
rativas quando registrarem 
casamentos, nascimentos e 
outras alterações.
Um funcionário do distrito 
de Koto disse que o pessoal 
fez os preparativos após re-
ceberem muitas chamadas 
de pessoas que desejam re-
gistrar o casamento no dia 
1º de maio.

Empresas japonesas estudam 
oportunidades de negócio no Uruguai

Economia  (26/04/2019)

Uma missão empresarial 
japonesa visitou uma zona 
franca no Uruguai para 
analisar as mais recentes 
oportunidades de negócio 
no país sul-americano.
Cerca de 40 representan-
tes de empresas indus-
triais e companhias de co-
mércio exterior japonesas 
participaram do tour orga-
nizado pela Organização 
de Comércio Exterior do 

Japão (Jetro).
A missão foi recebida 
quinta-feira pelo vice-pre-
sidente do Uruguai em 
Montevidéu e, em segui-
da, visitou a maior zona 
franca da América do Sul, 
além de companhias de 
capital de risco.
Os executivos conhece-
ram um centro de distri-
buição repleto de produ-
tos importados do mundo 

inteiro para envio a outros 
países sul-americanos.
Há um grande número de 
multinacionais america-
nas e europeias que atuam 
no Uruguai.
Um representante da Jetro 
afirmou que o Uruguai, 
um dos países geografi-
camente mais distantes 
do Japão, é uma base lo-
gística muito importante 
na América do Sul. Ex-

plicando que a nação tem 
grande estabilidade polí-
tica, acrescentou que está 
determinado a dar supor-
te a empresas japonesas 
interessadas em atuar em 
seu território.
Este mês, o Japão e o 
Uruguai fizeram avançar 
substancialmente as nego-
ciações para conclusão de 
um tratado sobre impos-
tos.

Ações em Tóquio têm ligeira baixa no último 
pregão antes da sucessão do imperador

Família imperial (26/04/2019)

O índice referencial da 
Bolsa de Valores de Tóquio 
encerrou o último pregão da 
Era Heisei ligeiramente em 
baixa.
Investidores venderam 
ações nesta sexta-feira para 
evitar riscos eventuais no 
período de suspensão das 
transações no feriadão de 

dez dias, a partir de sábado, 
para a sucessão do impera-
dor.
O índice Nikkei de 225 pa-
péis selecionados teve que-
da momentânea de mais de 
200 pontos antes de inverter 
o curso para cima em con-
sequência de recompras. 
Encerrou o pregão a 22.258 

pontos, com baixa de 48 
pontos em relação ao fecha-
mento de quinta-feira.
Segundo agentes do mer-
cado, investidores receiam 
que a iminente divulgação 
de índices-chave da econo-
mia e dos ganhos das em-
presas fora do Japão possa 
gerar volatilidade após o 

feriadão em Tóquio.
No mercado de câmbio, o 
dólar encerrou a sexta-feira 
em baixa frente ao iene.
Às 17 horas, na capital ja-
ponesa, a moeda americana 
foi negociada entre 111,67 
ienes e 111,68 ienes, com 
recuo de 0,16 iene em re-
lação à cotação de quinta-
feira.
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じ
な
か
っ
た
」、「
こ
う
い
う
す

ば
ら
し
い
日に

っ

系け
い

の
人じ

ん

材ざ
い

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
い
る
。
こ
う
い
う
人ひ

と

た
ち
と
今こ

ん

後ご

ど
う
い
う
風ふ

う

に

連れ
ん

携け
い

し
て
い
く
の
か
と
考か

ん
が

え

ら
さ
せ
ら
れ
た
」
と
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。
宮み

や

崎ざ
き

さ
ん
の
ス
ピ

ー
チ
に
よ
っ
て
、
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

へ
の
認に

ん

識し
き

を
改あ

ら
た

め
た
人ひ

と

が

多た

数す
う

い
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

（
徳と

く

　
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

感か
ん

謝し
ゃ

の
集つ

ど

い
」
が
今こ

ん

月げ
つ

１
０
日か

、
東と

う

京き
ょ
う

都と

内な
い

の
国こ

く

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うに
て
挙き

ょ

行こ
う

さ
れ
た
。

選よ

り
す
ぐ
り
の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

約や
く

１
８
０
０
人に

ん

を
前ま

え

に
、
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

首し
ゅ

相し
ょ
うや
映え

い

画が

監か
ん

督と
く

の
北き

た

野の

武た
け
し

氏し

、
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

の
山や

ま

中な
か

伸し
ん

弥や

教き
ょ
う

授じ
ゅ

ら
が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
る
中な

か

、
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
エ
タ
ッ
パ
高こ

う

校こ
う

２
年ね

ん

生せ
い

の
宮み

や

﨑ざ
き

真ま

優ゆ

さ
ん
（
１
６
、
五ご

世せ
い

）
が
原げ

ん

稿こ
う

も
見み

ず
に
堂ど

う

々ど
う

と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
も
深ふ

か

く
お
心こ

こ
ろを
寄よ

せ
て
こ
ら
れ
、
３
度ど

も
ブ
ラ

ジ
ル
を
訪た

ず

ね
ら
れ
た
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
気き

持も

ち
に
応こ

た

え
る
立り

っ

派ぱ

な
祝

し
ゅ
く

辞じ

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
第だ

い

２
回か

い

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
歴れ

き

史し

物も
の

語が
た
り

」
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
、
３
０
日に

ち

（
火か

）
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
力り

っ

行こ
う

会か
い

サ

ロ
ン
（R

u
a P

rim
eiro 

d
e jan

eiro,5
3

. V
ila 

C
lem

en
tin

a

）
で
行お

こ
な

う
。

メ
ト
ロ
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駅え

き

よ

り
徒と

歩ほ

５
分ぷ

ん

。
こ
の
日ひ

は
平へ

い

成せ
い

最さ
い

後ご

の
日ひ

、
陛へ

い

下か

が
ご
退た

い

位い

さ
れ
る
日ひ

で
あ
る
こ
と
に

ち
な
み
、《
皇こ

う

室し
つ

の
こ
と
を

　

宮み
や

﨑ざ
き

さ
ん
は
１
月が

つ

２
日か

に

年ね
ん

賀が

の
た
め
に
皇こ

う

居き
ょ

を
訪た

ず

ね

た
際さ

い

、
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

か
ら
「
日に

本ほ
ん

語ご

は
漢か

ん

字じ

も
言こ

と

葉ば

も
難む

ず
か
し

い
で
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

か
ら
も

「
夢ゆ

め

が
叶か

な

う
よ
う
応お

う

援え
ん

し
て

い
ま
す
。
お
医い

者し
ゃ

さ
ん
に
な

る
ん
で
し
ょ
」
と
お
声こ

え

を
か

け
ら
れ
た
と
き
の
感か

ん

動ど
う

を
生い

き
生い

き
と
述の

べ
た
。

　
「
ひ
い
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
は
、
ど
ん
な
に
働は

た
ら
い
て

も
日に

本ほ
ん

に
は
帰か

え

れ
ず
、
娘む

す
め
と

生い

き
別わ

か

れ
に
な
っ
た
話は

な
し
を
思お

も

い
出だ

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
私

わ
た
し

の
祖そ

先せ
ん

が
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

、
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

に
お
言こ

と

葉ば

を
い
た
だ
け

た
の
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
涙な

み
だ
を

流な
が

し
て
喜よ

ろ
こ
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

う
。
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
温あ

た
た
か
い
握あ

く

手し
ゅ

と
、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
優や

さ

し
い

瞳ひ
と
みは
私わ

た
し
た
ち
に
勇ゆ

う

気き

と
力ち

か
ら
を

く
れ
ま
し
た
」
と
手て

振ぶ

り
を

交ま
じ

え
て
語か

た
っ
た
。

　

最さ
い

後ご

に
「
私わ

た
し
は
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
を
愛あ

い

し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
日に

本ほ
ん

も

私わ
た
しの
中な

か

で
ず
っ
と
生い

き
て
い
ま

す
。
私わ

た
し
は
日に

本ほ
ん

が
大だ

い

好す

き
で

す
」
と
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

へ
の
思お

も

い

を
述の

べ
た
。

　

同ど
う

式し
き

典て
ん

は
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

連れ
ん

盟め
い

（
伊い

吹ぶ
き

文ぶ
ん

明め
い

会か
い

長ち
ょ
う）、

天て
ん

皇の
う

御ご

即そ
く

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝
し
ゅ
く

委い

員い
ん

会か
い

（
三み

村む
ら

明あ
き

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）、

公こ
う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

興こ
う

隆り
ゅ
う

財ざ
い

団だ
ん

（
田た

中な
か

恆つ
ね

清き
よ

理り

事じ

長ち
ょ
う）
の
共

き
ょ
う

催さ
い

。
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
な
か
っ

た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交こ

う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

有ゆ
う

志し

と
同ど

う

団だ
ん

主し
ゅ

席せ
き

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏そ
う

者し
ゃ

伊い

藤と
う

圭け
い

氏し

に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

と
と
も
に
開か

い

会か
い

。
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
う、

北き
た

野の

氏し

ら
各か

っ

界か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

が

祝し
ゅ
く

意い

を
表ひ

ょ
うし
た
。
宮み

や

﨑ざ
き

さ
ん

　

５
月が

つ

１
日た

ち

に
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

が
ご
即そ

く

位い

す
る
こ
と
を
祝

し
ゅ
く

し
、
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

）
で
は
５
月が

つ

７
日か

（
火か

）、

８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）

の
３
日か

間か
ん

に
わ
た
っ
て
「
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

に
係か

か
わ

る

祝し
ゅ
く

賀が

記き

帳ち
ょ
う
」
を
受う

け

付つ

け
る
。

場ば

所し
ょ

は
同ど

う

館か
ん

（A
ven

id
a 

P
au

lista, 8
5

4

）
の
３

階か
い

多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル
、
時じ

間か
ん

は

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
。
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

必ひ
っ

須す

。

　

１
９
９
１
年ね

ん

に
立り

っ

太た
い

子し

の

礼れ
い

を
し
て
正せ

い

式し
き

に
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

に
な
ら
れ
た
徳な

る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

は
、
５
月が

つ

１
日た

ち

か
ら
１
２
６

代だ
い

目め

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
即そ

く

位い

さ
れ

る
。
日に

本ほ
ん

が
新あ

ら

た
な
「
令れ

い

和わ

」
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
る
こ
と
を

受う

け
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

で
祝

し
ゅ
く

賀が

記き

帳ち
ょ
う

所じ
ょ

が
設せ

っ

置ち

さ

れ
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
同ど

う

館か
ん

の
ビ
ル
受う

け

付つ
け

で
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
うの
提て

い

示じ

が
求も

と

め
ら

は
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
日に

っ

系け
い

人じ
ん

代だ
い

表
ひ
ょ
う

と
し
て
最さ

い

後ご

に
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ

た
。
他ほ

か

に
も
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
御ぎ

ょ

製せ
い

と
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
御お

歌う
た

に
曲

き
ょ
く

が
付つ

け
ら
れ
た
「
御お

ん

旅た
び

」
が

松ま
つ

任と
う

谷や

由ゆ

実み

氏し

（
ユ
ー
ミ
ン
）

ら
に
よ
り
演え

ん

奏そ
う

さ
れ
た
。

　

宮み
や

﨑ざ
き

さ
ん
は
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

（
川か

わ

村む
ら

真ま

由ゆ

美み

校こ
う

長ち
ょ
う）
の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

。
同ど

う

校こ
う

は
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

・

れ
る
。
記き

帳ち
ょ
う

に
は
名な

前ま
え

と
、

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記き

載さ
い

す
る
こ
と
も
可か

能の
う

。
記き

帳
ち
ょ
う

は
後ご

日じ
つ

、
日に

本ほ
ん

の
宮く

内な
い

庁ち
ょ
うへ

送お
く

ら
れ
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

内な
い

の
各か

く

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

で

も
祝

し
ゅ
く

賀が

記き

帳ち
ょ
うを
受う

け

付つ

け
て
い

る
。
期き

日じ
つ

は
異こ

と

な
る
が
、
い

ず
れ
も
５
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん

の
数す

う

日じ
つ

間か
ん

。
祝

し
ゅ
く

賀が

記き

帳ち
ょ
うに
関か

ん

す
る
詳

し
ょ
う

細さ
い

問と
い

合あ
わ

せ
は
各か

く

公こ
う

館か
ん

ま
で
。

【
在ざ

い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

】日に
ち

時じ

＝
５
月が

つ

７
日か

（
火か

）、

新
しん

刊
かん

の表
ひょう

紙
し

　

カ
ン
ノ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と

サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

と
し
て
『
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

経け
い

営え
い

者し
ゃ

５
０
人に

ん

の
素す

顔が
お

』
下げ

巻か
ん

を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
。
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

版ば
ん

。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
カ
ン
ノ

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
菅か

ん

野の

英ひ
で

明あ
き

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
８
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
関か

か

わ
り
続つ

づ

け
て
い

る
。「
移い

民み
ん

史し

の
中な

か

で
経け

い

営え
い

者し
ゃ

の
話は

な
し

が
な
か
っ
た
の
で
企き

画か
く

し

た
」
と
し
、
約や

く

３
年ね

ん

半は
ん

か
け

て
取し

ゅ

材ざ
い

執し
っ

筆ぴ
つ

し
、
上

じ
ょ
う

下げ

巻か
ん

と

し
て
発は

っ

行こ
う

し
た
。
こ
の
内な

い

容よ
う

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
『
企き

業ぎ
ょ
う

連れ
ん

載さ
い

欄ら
ん

』
で
報ほ

う

じ
て
き
た
。

　
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

に
関か

ん

す

る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
無な

い
中な

か

、
地じ

道み
ち

に

経け
い

営え
い

者し
ゃ

を
探さ

が

し
て
取し

ゅ

材ざ
い

を
重か

さ

ね
た
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。
上

じ
ょ
う

巻か
ん

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ

た
が
、
下げ

巻か
ん

で
は
全ぜ

ん

伯は
く

２
７

州し
ゅ
う

の
う
ち
１
０
州し

ゅ
う

で
５
０

人に
ん

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

に
話は

な
し

を
聞き

い
た
。

「
日に

っ

系け
い

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

全ぜ
ん

部ぶ

は
網も

う

羅ら

し
き
れ
な
か
っ
た
。
伯は

っ

国こ
く

の
大お

お

き
さ
を
改あ

ら
た

め
て
実じ

っ

感か
ん

し

た
」
と
語か

た

る
。

　

目も
く

次じ

に
は
、
聖せ

い

州し
ゅ
うで
は
杓

し
ゃ
く

田だ

洋よ
う

蘭ら
ん

園え
ん

・
杓

し
ゃ
く

田だ

正た
だ
し

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

／
美み

代よ

子こ

顧こ

問も
ん

、
Ｍ
ａ
ｃ
ｋ

ｅ
ｙ
家か

具ぐ

工こ
う

商し
ょ
う・
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

で
は
ニ
セ

イ
薬や

っ

局き
ょ
く・
前ま

え

岡お
か

セ
ル
ジ
オ
社し

ゃ

長ち
ょ
う、
杉す

ぎ

山や
ま

総そ
う

合ご
う

病び
ょ
う

院い
ん

・
杉す

ぎ

山や
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

名め
い

誉よ

院い
ん

長ち
ょ
う、
パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

で
は
山さ

ん

中ち
ゅ
う

商し
ょ
う

事じ

・
山や

ま

中な
か

正
し
ょ
う

二じ

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
ミ
ナ
ス
州し

ゅ
う

の
ブ
ラ

ス
ニ
カ
・
山や

ま

田だ

勇ゆ
う

次じ

会か
い

長ち
ょ
う
ら

が
ず
ら
り
と
並な

ら

ぶ
。

　

同ど
う

書し
ょ

に
は
、
管か

ん

野の

さ
ん
が

在ざ
い

日に
ち

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

経け
い

営え
い

者し
ゃ

や
三さ

ん

色い
ろ

々い
ろ

取と

り
上あ

げ
た
い
と
思お

も

い

ま
す
。
初し

ょ

代だ
い

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

よ
り

平へ
い

成せ
い

天て
ん

皇の
う

ま
で
１
２
５
代だ

い

の

天て
ん

皇の
う

の
こ
と
や
、
こ
の
間か

ん

の

２
６
７
８
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

、
天て

ん

皇の
う

陵り
ょ
うと
さ
れ
る
古こ

墳ふ
ん

の
こ
と
な

ど
、
世せ

界か
い

に
唯た

だ

一ひ
と

つ
し
か
存そ

ん

在ざ
い

し
な
い
皇こ

う

室し
つ

と
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
性せ

い

格か
く

と
生せ

い

活か
つ

を
作つ

く

り
上あ

げ

て
き
た
最さ

い

大だ
い

の
要よ

う

因い
ん

が
こ
の

辺あ
た

り
に
あ
る
と
い
う
話は

な
し

を
し

た
い
と
思お

も

い
ま
す
》
と
の

こ
と
。
参さ

ん

加か

費ひ

は
場ば

所し
ょ

代だ
い

１
０
レ
ア
ル
。
申も

う

し
込こ

み
は

徳と
く

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

宛あ
て

、
電で

ん

話わ

１
１ 

・

３
９
８
１
・
１
６
４
８
、
携け

い

帯た
い

９
９
１
９
６
・
２
３
５
５
、

メ
ー
ル
はkeizo.toku

ri 
k

i@
g

m
a

il.co
m

。《
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
ご
来ら

い

場じ
ょ
うを
お
待ま

ち
し

て
お
り
ま
す
。
友ゆ

う

人じ
ん

知ち

人じ
ん

を

お
誘さ

そ

い
の
上う

え

お
出で

か
け
下く

だ

さ

い
》
と
の
こ
と
。

北き
た

野の

監か
ん

督と
く

、
山や

ま

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

ら
に
並な

ら

ん
で

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

３
０
年ね

ん

式し
き

典て
ん

で

８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

２
時じ

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

大た
い

使し

館か
ん

【
在ざ

い

リ
オ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

】

日に
ち

時じ

＝
５
月が

つ

７
日か

（
火か

）、

８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

２

時じ

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

広こ
う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー

（
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
ビ
ル
６
階か

い

）

【
在ざ

い

ク
リ
チ
バ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

館か
ん

】
日に

ち

時じ

＝
５
月が

つ

２
日か

新し
ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

ご
即そ

く

位い

を
祝し

ゅ
く

す

各か
く

地ち

の
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

で
祝し

ゅ
く

賀が

記き

帳ち
ょ
う

５
０
人に

ん

を
下げ

巻か
ん

で
網も

う

羅ら

、
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

『
日に

っ

系け
い

人じ
ん

経け
い

営え
い

者し
ゃ

50
人に

ん

の
素す

顔が
お

』

（
木も

く

）、
３
日か

（
金き

ん

）、
７
日か

（
火か

）、
８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、

午ご

後ご

２
時じ

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

事じ

務む

所し
ょ

【
在ざ

い

レ
シ
フ
ェ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

館か
ん

】
日に

ち

時じ

＝
５
月が

つ

２
日か

（
木も

く

）、
３
日か

（
金き

ん

）、
６
日か

（
月げ

つ

）、
７
日か

（
火か

）、
８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

【
在ざ

い

マ
ナ
ウ
ス
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

館か
ん

】
日に

ち

時じ

＝
５
月が

つ

６
日か

（
月げ

つ

）、
７
日か

（
火か

）、
８
日か

（
水す

い

）
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～
午ご

後ご

５

時じ

（
入

に
ゅ
う

館か
ん

は
午ご

後ご

４
時じ

４
５

分ぷ
ん

ま
で
）、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

館か
ん

多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル

【
在ざ

い

ベ
レ
ン
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

】

日に
ち

時じ

＝
５
月が

つ

７
日か

（
火か

）、

８
日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

２
時じ

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

領り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

【
在ざ

い

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

】
日に

ち

時じ

＝
５
月が

つ

２

日か

（
木も

く

）、
３
日か

（
金き

ん

）、
６

日か

（
月げ

つ

）、
７
日か

（
火か

）、
８

日か

（
水す

い

）、
９
日か

（
木も

く

）
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

２
時じ

～
同ど

う

５
時じ

、
場ば

所し
ょ

＝
同ど

う

領り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

日
にっ

系
けい

五
ご

世
せい

の高
こう

校
こう

生
せい

が堂
どう

々
どう

の祝
しゅく

辞
じ

（７） ２０１９年第５２３０号 	 ４月	２７日	（土曜日）

無む

料り
ょ
う

実じ
っ

施し

だ
が
早は

や

い
者も

の

勝が

ち

イ
ン
フ
ル
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

援
えん

協
きょう

虎
とら

ノ門
もん

ニュースの有
あり

本
もと

香
かおり

さんの回
かい

で、特
とく

別
べつ

に放
ほう

送
そう

された宮
みや

﨑
ざき

真
ま

優
ゆ

さんの
祝
しゅく

辞
じ

の様
よう

子
す

（https://youtu.be/sx0wsjmdre4）

０８年
ねん

の移
い

民
みん

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

で来
らい

伯
はく

された時
とき

の皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

ブ
ル
な
背は

い

景け
い

を
持も

つ
人ひ

と

は
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
非ひ

常じ
ょ
うに
貴き

重ち
ょ
う

な

人じ
ん

材ざ
い

だ
と
、み
ん
な
感か

ん

じ
た
」、

「
翌よ

く

日じ
つ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
ビ
ー
ト

た
け
し
さ
ん
と
山や

ま

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

一い
ち

色し
ょ
く

だ
っ
た
。
で
も
彼か

の

女じ
ょ

の
ス

ピ
ー
チ
が
ど
こ
で
も
報ほ

う

じ
ら

れ
な
か
っ
た
の
に
す
ご
く
違い

和わ

感か
ん

を
感か

ん

じ
た
。
日ひ

ご
ろ
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

と
か
非ひ

常じ
ょ
うに
熱ね

っ

心し
ん

な

日に

本ほ
ん

の
メ
デ
ィ
ア
が
彼か

の

女じ
ょ

の
ス

ピ
ー
チ
を
ひ
と
か
け
ら
も
報ほ

う

松し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

と
し
て
創そ

う

立り
つ

し
、

２
６
年ね

ん

前ま
え

に
私し

立り
つ

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

に
発は

っ

展て
ん

、
今い

ま

も
日に

本ほ
ん

語ご

・

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
必ひ

っ

修し
ゅ
う

科か

目も
く

と
す

る
。
彼か

の

女じ
ょ

は
そ
こ
か
ら
進し

ん

学が
っ

校こ
う

エ
タ
ッ
パ
に
進す

す

ん
だ
。

　

彼か
の

女じ
ょ

は
２
６
日に

ち

、
本ほ

ん

紙し

の

取し
ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、「
当と

う

日じ
つ

は
緊き

ん

張ち
ょ
うし
ま
し
た
。
で
も
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

先せ
ん

生せ
い

、
真ま

由ゆ

美み

先せ
ん

生せ
い

、

世せ
い

世せ

代だ
い

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

に
も
取し

ゅ

材ざ
い

を
行お

こ

な
っ
た
内な

い

容よ
う

が
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ

れ
て
い
る
。「
今い

ま

ま
で
あ
ま
り

触ふ

れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
が

日に
っ

伯ぱ
く

の
関か

ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に
役や

く

立だ

て

ば
」
と
熱ね

つ

を
込こ

め
た
。

　

１
千せ

ん

部ぶ

限げ
ん

定て
い

。
一い

っ

冊さ
つ

２
０
０
レ
ア
ル
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うと
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

で

購こ
う

入に
ゅ
うが
可か

能の
う

。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
１
１
・３ 

２
０
８
・
１
７
５
５
）、
も
し

く
は
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

（
同ど

う

・
３ 

１
７
８
・６
２
３
３
）
ま
で
。

　

２
６
日に

ち

付づ

け
の
本ほ

ん

面め
ん

「
人ひ

と

探さ
が

し
」
記き

事じ

中ち
ゅ
うに
誤あ

や
ま

り
が
あ

っ
た
。通つ

う

報ほ
う

者し
ゃ

の
勘か

ん

違ち
が

い
で
、

根ね

岸ぎ
し

茂し
げ

樹き

さ
ん
の
大だ

い

学が
く

卒そ
つ

業
ぎ
ょ
う

後ご

の
勤き

ん

務む

先さ
き

が
間ま

違ち
が

っ
て
い

た
。
正た

だ

し
く
は
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

前ま
え

川か
わ

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

。
訂て

い

正せ
い

す
る
。

訂て
い

正せ
い

　

有ゆ
う

名め
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

有あ
り

本も
と

香か
お
りさ
ん
は
「
真し

ん

相そ
う

深ふ
か

入い

り
！
虎と

ら

ノ
門も

ん

ニ
ュ
ー
ス
」（
Ｄ

Ｈ
Ｃ
テ
レ
ビ
）
の
中な

か

で
、
宮み

や

﨑ざ
き

さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
を
特と

く

別べ
つ

に
取と

り
上あ

げ
、「
こ
う
い
う
ダ

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
医い

療り
ょ
うセ
ン
タ

ー
（R

u
a Fag

u
n

d
es, 

121
 Liberdade

）に
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
無む

料り
ょ
うで
実じ

っ

施し

す
る
。

　

実じ
っ

施し

期き

間か
ん

は
５
月が

つ

６
日か

か

ら
１
８
日に

ち

ま
で
。
実じ

っ

施し

時じ

間か
ん

は
、
月げ

つ

曜よ
う

日び

か
ら
金き

ん

曜よ
う

日び

は

午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら
４
時じ

半は
ん

、

土ど

曜よ
う

日ひ

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

半は
ん

ま
で
。

　

対た
い

象し
ょ
うは
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う、
肥ひ

満ま
ん

度ど

３
、
教

き
ょ
う

師し

、
介か

い

護ご

福ふ
く

祉し

士し

、
保ほ

険け
ん

医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

、

出し
ゅ
っ

産さ
ん

４
５
日に

ち

以い

内な
い

（
要よ

う

出
し
ゅ
っ

生せ
い

届と
ど
け

）、
妊に

ん

娠し
ん

中ち
ゅ
う、
慢ま

ん

性せ
い

疾し
っ

患か
ん

患か
ん

者じ
ゃ

（
要よ

う

医い

療り
ょ
う

処し
ょ

方ほ
う

箋せ
ん

持じ

参さ
ん

）
の
い
ず
れ
か
の
該が

い

当と
う

者し
ゃ

。
ま
た
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

カ
ー
ド

と
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
持じ

参さ
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

。
卵た

ま
ご

ア
レ
ル
ギ
ー
保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

は
接せ

っ

種し
ゅ

不ふ

可か

。

　

ワ
ク
チ
ン
の
在ざ

い

庫こ

が
無な

く

な
り
次し

第だ
い

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

と
な
る
の

で
、
接せ

っ

種し
ゅ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
早は

や

め
の

受じ
ゅ

診し
ん

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
援え

ん

協
き
ょ
う

（
１
１
・
３
２
７
４
・
６
５
５ 

５
）
ま
た
は
同ど

う

医い

療り
ょ
う

セ
ン

タ
ー
（
１
１
・
３
２
７
４
・
６ 

５
０
０
）
ま
で
。

斉さ
い

藤と
う

永え

実み

先せ
ん

生せ
い

、
使し

節せ
つ

団だ
ん

の

み
ん
な
、
家か

族ぞ
く

、
そ
し
て
先さ

き

の
方か

た

々が
た

の
笑え

顔が
お

を
思お

も

い
浮う

か

べ
て
い
た
ら
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

く
感か

ん

じ
ま

し
た
。
大お

お

志し

万ま
ん

で
行お

こ
な
わ
れ
る

お
話

は
な
し

大た
い

会か
い

の
せ
い
か
、
怖こ

わ

く

な
か
っ
た
で
す
。
ま
っ
す
ぐ

自じ

分ぶ
ん

の
思お

も

い
を
伝つ

た

え
る
こ
と

が
で
き
て
嬉う

れ

し
く
思お

も

い
ま
す
」

と
答こ

た

え
た
。

　

さ
ら
に
「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
と
て
も
あ
た
た
か
く
受う

け
止と

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

、
勇ゆ

う

気き

、

希き

望ぼ
う

の
気き

持も

ち
を
少す

こ

し
だ
け

伝つ
た

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思お

も

い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の

友ゆ
う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
身み

近ぢ
か

に
す
る
活か

つ

動ど
う

が
し
た
い
で
す
」
と
締し

め

く
く
っ
た
。
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な
形か

た
ち
で
寄よ

り
添そ

い
続つ

づ

け
て
き

た
全ぜ

ん

国こ
く

の
人ひ

と

々び
と

の
姿す

が
たは
、
私

わ
た
く
し

の
在ざ

い

位い

中ち
ゅ
うの
忘わ

す

れ
難が

た

い
記き

憶お
く

の
一ひ

とつ
で
す
。

　

今こ
ん

日に
ち

こ
の
機き

会か
い

に
、
日に

本ほ
ん

が
苦く

る

し
み
と
悲か

な

し
み
の
さ
中な

か

に
あ
っ
た
時と

き

、
少す

く

な
か
ら
ぬ

関か
ん

心し
ん

を
寄よ

せ
ら
れ
た
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

の
方か

た

々が
た

に
も
、
お
礼れ

い

の
気き

持も

ち
を
述の

べ
た
く
思お

も

い
ま
す
。

数か
ず

知し

れ
ぬ
多お

お

く
の
国く

に

や
国こ

く

際さ
い

機き

関か
ん

、
ま
た
地ち

域い
き

が
、
心こ

こ
ろの

こ
も
っ
た
援え

ん

助じ
ょ

を
与あ

た

え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
心こ

こ
ろ
よ
り
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

い
た
し
ま
す
。

　

平へ
い

成せ
い

が
始は

じ

ま
っ
て
間ま

も
な

く
、
皇こ

う

后ご
う

は
感か

ん

慨が
い

の
こ
も
っ
た

一い
っ

首し
ゅ

の
歌う

た

を
記し

る

し
て
い
ま
す
。

と
も
ど
も
に
平た

い

ら
け
き

代よ

を
築き

づ

か
む
と
諸も

ろ

人び
と

の

こ
と
ば
国く

に

う
ち
に
充み

つ

　

平へ
い

成せ
い

は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
崩ほ

う

御ぎ
ょ

と
共と

も

に
、
深ふ

か

い
悲か

な

し
み
に
沈し

ず

む
諒

り
ょ
う

闇あ
ん

の
中な

か

に
歩あ

ゆ

み
を
始は

じ

め

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時と

き

で

し
た
か
ら
、
こ
の
歌う

た

に
あ
る

「
言こ

と

葉ば

」
は
、
決け

っ

し
て
声こ

わ

高だ
か

に
語か

た

ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
頃ご

ろ

、
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

よ
り
寄よ

せ
ら
れ
た
「
私わ

た
し
た
ち

も
皇こ

う

室し
つ

と
共と

も

に
平へ

い

和わ

な
日に

本ほ
ん

を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
静し

ず

か
な
中な

か

に
も
決け

つ

意い

に
満み

ち
た

言こ
と

葉ば

を
、
私

わ
た
く
しど
も
は
今い

ま

も
大た

い

切せ
つ

に
心こ

こ
ろ
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

在ざ
い

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

に
当あ

た
り
、

今こ
ん

日に
ち

こ
の
よ
う
な
式し

き

典て
ん

を
催

も
よ
お

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆み

な

様さ
ま

に
厚あ

つ

く
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表ひ

ょ
う
し
、
こ
こ

に
改あ

ら
た
め
て
、
我わ

が
国く

に

と
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

の
安あ

ん

寧ね
い

と
幸し

あ
わ
せ
を
祈い

の

り
ま
す
。（
平へ

い

成せ
い

３
１
年ね

ん

２

月が
つ

２
４
日か

、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

在ざ
い

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
て
）

代だ
い

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

像ぞ
う

を
補お

ぎ
ない
続つ

づ

け
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願ね

が

っ
て

い
ま
す
。

　

天て
ん

皇の
う

と
し
て
の
こ
れ
ま
で

の
務つ

と

め
を
、
人ひ

と

々び
と

の
助た

す

け

を
得え

て
行お

こ
な

う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
幸し

あ
わ
せ
な
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
私

わ
た
く
しの
全す

べ

て

の
仕し

事ご
と

は
、
国く

に

の
組そ

織し
き

の
同ど

う

意い

と
支し

持じ

の
も
と
、
初は

じ

め
て

行お
こ
ない
得え

た
も
の
で
あ
り
、
私

わ
た
く
し

が
こ
れ
ま
で
果は

た
す
べ
き
務つ

と

め
を
果は

た
し
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
そ
の
統と

う

合ご
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ

る
こ
と
に
、
誇ほ

こ

り
と
喜よ

ろ
こ
び
を

持も

つ
こ
と
の
で
き
る
こ
の
国く

に

の

人ひ
と

々び
と

の
存そ

ん

在ざ
い

と
、
過か

去こ

か
ら

今い
ま

に
至い

た

る
長な

が

い
年ね

ん

月げ
つ

に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
つ
く
り
上あ

げ
て
き
た
、

こ
の
国く

に

の
持も

つ
民み

ん

度ど

の
お
陰か

げ

で
し
た
。
災さ

い

害が
い

の
相あ

い

次つ

い
だ

こ
の
３
０
年ね

ん

を
通と

お

し
、
不ふ

幸こ
う

に
も
被ひ

災さ
い

の
地ち

で
多お

お

く
の
悲か

な

し
み
に
遭そ

う

遇ぐ
う

し
な
が
ら
も
、

健け
な

気げ

に
耐た

え
抜ぬ

い
て
き
た

人ひ
と

々び
と

、
そ
し
て
被ひ

災さ
い

地ち

の
哀か

な

し
み
を
我わ

れ

が
事こ

と

と
し
、
様さ

ま

々ざ
ま

会か
い

現げ
ん

象し
ょ
うに
も
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
ま
し

た
。
島し

ま

国ぐ
に

と
し
て
比ひ

較か
く

的て
き

恵め
ぐ

ま
れ
た
形か

た
ち
で
独ど

く

自じ

の
文ぶ

ん

化か

を

育そ
だ

て
て
き
た
我わ

が
国く

に

も
、
今い

ま

、

グ
ロ
ー
バ
ル
化か

す
る
世せ

界か
い

の

中な
か

で
、
更さ

ら

に
外そ

と

に
向む

か
っ
て

開ひ
ら

か
れ
、
そ
の
中な

か

で
叡え

い

智ち

を

持も

っ
て
自み

ず
か
ら
の
立た

ち

場ば

を
確か

く

立り
つ

し
、
誠せ

い

意い

を
持も

っ
て
他た

国こ
く

と

の
関か

ん

係け
い

を
構こ

う

築ち
く

し
て
い
く
こ

と
が
求も

と

め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思お

も

い
ま
す
。

　

天て
ん

皇の
う

と
し
て
即そ

く

位い

し
て
以い

来ら
い

今こ
ん

日に
ち

ま
で
、
日ひ

び々

国く
に

の
安あ

ん

寧ね
い

と
人ひ

と

々び
と

の
幸し

あ
わ
せ
を
祈い

の

り
、

象し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
い
か
に
あ
る
べ

き
か
を
考か

ん
が
え
つ
つ
過す

ご
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
憲け

ん

法ぽ
う

で

定さ
だ

め
ら
れ
た
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
の

天て
ん

皇の
う

像ぞ
う

を
模も

索さ
く

す
る
道み

ち

は
果は

て
し
な
く
遠と

お

く
、
こ
れ
か
ら

先さ
き

、
私

わ
た
く
しを
継つ

い
で
い
く
人ひ

と

た

ち
が
、
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

、
更さ

ら

に
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

と
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うの
あ
る
べ
き

姿す
が
たを
求も

と

め
、
先さ

き

立だ

つ
こ
の
時じ

　

在ざ
い

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

に
当あ

た
り
、

政せ
い

府ふ

並な
ら

び
に
国く

に

の
内な

い

外が
い

か
ら

寄よ

せ
ら
れ
た
祝

し
ゅ
く

意い

に
対た

い

し
、

深ふ
か

く
感か

ん

謝し
ゃ

い
た
し
ま
す
。 

　

即そ
く

位い

か
ら
３
０
年ね

ん

、
こ
と

多お
お

く
過す

ぎ
た
日ひ

び々

を
振ふ

り
返か

え

り
、
今こ

ん

日に
ち

こ
う
し
て
国く

に

の
内な

い

外が
い

の
祝

し
ゅ
く

意い

に
包つ

つ

ま
れ
、
こ
の

よ
う
な
日ひ

を
迎む

か

え
る
こ
と
を

誠ま
こ
とに
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

く
思お

も

い
ま
す
。

　

平へ
い

成せ
い

の
３
０
年ね

ん

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

民み
ん

の
平へ

い

和わ

を
希き

求き
ゅ
うす
る

強つ
よ

い
意い

志し

に
支さ

さ

え
ら
れ
、
近き

ん

現げ
ん

代だ
い

に
お
い
て
初は

じ

め
て
戦せ

ん

争そ
う

を
経け

い

験け
ん

せ
ぬ
時じ

代だ
い

を
持も

ち
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
決け

っ

し
て
平へ

い

坦た
ん

な
時じ

代だ
い

で
は
な
く
、

多お
お

く
の
予よ

想そ
う

せ
ぬ
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
た
時じ

代だ
い

で
も
あ
り
ま
し

た
。
世せ

界か
い

は
気き

候こ
う

変へ
ん

動ど
う

の
周

し
ゅ
う

期き

に
入は

い

り
、
我わ

が
国く

に

も
多お

お

く

の
自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

に
襲お

そ

わ
れ
、
ま

た
高こ

う

齢れ
い

化か

、
少

し
ょ
う

子し

化か

に
よ
る

人じ
ん

口こ
う

構こ
う

造ぞ
う

の
変へ

ん

化か

か
ら
、
過か

去こ

に
経け

い

験け
ん

の
な
い
多お

お

く
の
社し

ゃ

ご
在ざ

い

位い

３
０
年ね

ん

の
想お

も

い
、ひ
し
ひ
し
と

平へ
い

和わ

な
時じ

代だ
い

惜お

し
み
、新あ

た
ら

し
い
御み

世よ

に
期き

待た
い

2009（平
へい

成
せい

21）年
ねん

7 月
がつ

10 日
か

、カナダ・ブリティッシュコロンビア州
しゅう

訪
ほう

問
もん

時
じ

（Shawnc, From Wikimedia Commons）

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
お
言こ

と

葉ば

「平
へい

成
せい

」から「令
れい

和
わ

」へ改か
い

元げ
ん

特と
く

集し
ゅ
う
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以い

下か

の
よ
う
に
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

へ

の
感か

ん

謝し
ゃ

を
語か

た

ら
れ
て
い
る
。

　
《
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
手て

許も
と

で
温

あ
た
た

か
い
家か

庭て
い

に
お
い
て
慈い

つ
く

し

み
を
受う

け
な
が
ら
お
育そ

だ

て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
音お

ん

楽が
く

や

ス
ポ
ー
ツ
の
楽た

の

し
み
を
教お

し

え
て
い
た
だ
い
た
り
、
留

り
ゅ
う

学が
く

と
い
っ
た
得え

難が
た

い
経け

い

験け
ん

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

し
た
こ
と
が
、
自じ

分ぶ
ん

に
と
っ

て
も
大お

お

き
な
糧か

て

と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

を

し
て
お
り
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

３
１

年ね
ん

、
お
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

た
。

　

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
、

そ
れ
ま
で
の
慣か

ん

習し
ゅ
うと
は
異こ

と

な
り
、
選せ

ん

任に
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

係が
か

り

を
置お

か
ず
に
、
浩

ひ
ろ
の

宮み
や

徳な
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

、
礼あ

や

宮の
み
や

文ふ
み

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

、

紀の
り
の

宮み
や

清さ
や

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

を
お
育そ

だ

て
に
な
ら
れ
た
。
家か

庭て
い

の

な
か
で
お
育そ

だ

ち
に
な
っ
た

天て
ん

皇の
う

と
し
て
は
史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め

て
と
な
る
。

　

殿で
ん

下か

は
、
後こ

う

年ね
ん

に
な
り
、

奉
ほう

祝
しゅく

、徳
なる

仁
ひと

親
しん

王
のう

殿
でん

下
か

ご即
そく

位
い

！
令れ

い

和わ

の
新し

ん

天て
ん

皇の
う

と
は
い
か
な
る
お
方か

た

？

「
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ

せ
を
一い

ち

番ば
ん

誰だ
れ

よ
り
も
先さ

き

に
」

　

戦せ
ん

後ご

復ふ
っ

興こ
う

か
ら
高こ

う

度ど

経け
い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うの
途と

上じ
ょ
うに
あ
っ
た

昭し
ょ
う

和わ

３
４
年ね

ん

、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

（
当と

う

時じ

、
皇こ

う

太た
い

子し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

）
の
世せ

い

紀き

の

ご
成せ

い

婚こ
ん

が
国く

に

を
挙あ

げ
て
の

祝し
ゅ
く

賀が

ム
ー
ド
の
中な

か

で
催

も
よ
お

さ
れ
た
。
そ
の
熱ね

っ

気き

が
冷さ

め
や
ら
ぬ
な
か
、
翌よ

く

３
５

年ね
ん

、
徳な

る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
戦せ

ん

後ご

初は
つ

の
内な

い

廷て
い

皇こ
う

族ぞ
く

の
親し

ん

王の
う

と
し
て
お
生う

ま
れ
に
な
っ

　

５
月が

つ

１
日た

ち

、
皇こ

う

太た
い

子し

徳な
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

は
第だ

い

１
２
６
代だ

い

天て
ん

皇の
う

に
ご
即そ

く

位い

さ
れ
、
こ
れ
を
以も

っ
て
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

「
令れ

い

和わ

」
に

改か
い

元げ
ん

と
な
る
。
同ど

う

日じ
つ

、
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う

三さ
ん

殿で
ん

で
の
儀ぎ

式し
き

に
臨の

ぞ

ま
れ
て
皇こ

う

祖そ

皇こ
う

宗そ
う

に
ご
即そ

く

位い

を
ご
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
、
１
０
月が

つ

２
２
日に

ち

の
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

に
て
、
国こ

く

内な
い

外が
い

に
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うを
宣せ

ん

明め
い

さ
れ
る
。
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
浩

ひ
ろ
の

宮み
や

時じ

代だ
い

の
８
２

年ね
ん

に
初は

つ

の
外が

い

国こ
く

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

先さ
き

と
し
て
ご
来ら

い

伯は
く

以い

来ら
い

、
０
８
年ね

ん

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

、
１
８
年ね

ん

に
は
私し

的て
き

ご
旅り

ょ

行こ
う

と
し
て
首し

ゅ

都と

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

の
水み

ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
る
な
ど
３
度ど

に
亘わ

た

り
ご

来ら
い

伯は
く

さ
れ
、
当と

う

地ち

と
も
縁え

ん

が
深ふ

か

い
。「
令れ

い

和わ

」
の
御み

世よ

を
迎む

か

え
る
に
際さ

い

し
、
こ
れ
ま
で
の
殿で

ん

下か

の
ご
事じ

跡せ
き

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
と
も
に
新し

ん

時じ

代だ
い

に
お
け
る
天て

ん

皇の
う

像ぞ
う

を
探さ

ぐ

っ
て
み
た
い
。

在ざ
い

学が
く

時じ

か
ら
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の

御ご

事じ

跡せ
き

や
古こ

事じ

記き

、
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

、万ま
ん

葉よ
う

集し
ゅ
うな
ど
幅は

ば

広ひ
ろ

く「
ご

進し
ん

講こ
う

」
を
受う

け
、
帝て

い

王お
う

学が
く

を

学ま
な

ん
で
こ
ら
れ
た
。

　

殿で
ん

下か

は
《
天て

ん

皇の
う

の
歴れ

き

史し

と

い
う
も
の
を
、
そ
の
事じ

実じ
つ

と

い
う
か
、
そ
う
い
っ
た
も

の
を
知し

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
中な

か

に
、
皇こ

う

族ぞ
く

は

　

昭
し
ょ
う

和わ

５
７
（
１
９
８
２
）

年ね
ん

、
浩

ひ
ろ
の

宮み
や

徳な
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

は

初は
つ

の
海か

い

外が
い

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

先さ
き

と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ

れ
、
１
２
日に

ち

間か
ん

の
滞た

い

在ざ
い

で

１
１
都と

市し

を
歴れ

き

訪ほ
う

さ
れ
る
と

い
う
厳き

び

し
い
日に

っ

程て
い

を
こ
な
さ

れ
た
。
当と

う

時じ

、
御お

ん

年と
し

２
２
歳さ

い

で
あ
り
、
お
若わ

か

く
凛り

ん

と
さ
れ

た
殿で

ん

下か

に
コ
ロ
ニ
ア
は
熱ね

っ

狂き
ょ
うし
た
。

　

弊へ
い

紙し

前ぜ
ん

身し
ん

の
パ
ウ
リ
ス

タ
新し

ん

聞ぶ
ん

で
は
《
行い

く
先さ

き

々ざ
き

で
ヒ
ロ
・
フ
ィ
ー
バ　

若わ
か

さ
と
笑え

顔が
お

で
人ひ

と

々び
と

を
魅み

了り
ょ
う》

と
銘め

い

打う

っ
て
、
当と

う

時じ

の
様よ

う

子す

を
伝つ

た

え
て
い
る
。
ご
公こ

う

務む

の
合あ

い

間ま

を
縫ぬ

っ
て
は
テ

ニ
ス
の
サ
ー
ブ
練れ

ん

習し
ゅ
うに
ひ

と
汗あ

せ

流な
が

さ
れ
、
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

グ
ル
ー
プ
と
ビ
オ
ラ
を
協

き
ょ
う

演え
ん

さ
れ
る
な
ど
溌は

つ

剌ら
つ

と
行こ

う

動ど
う

さ
れ
た
と
い
う
。

　

一い
っ

方ぽ
う

で
、
プ
ラ
イ
ア
・

モ
ー
レ
港こ

う

に
隣り

ん

接せ
つ

す
る
ツ
バ

ロ
ン
製せ

い

鉄て
つ

所じ
ょ

で
は
《
日に

本ほ
ん

中ち
ゅ
う

世せ
い

史し

の
海か

い

上じ
ょ
う

交こ
う

通つ
う

論ろ
ん

を

ご
専せ

ん

攻こ
う

な
さ
れ
て
い
る
だ
け

　

立り
っ

太た
い

子し

の
礼れ

い

を
迎む

か

え
ら

れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
平へ

い

成せ
い

５
（
１
９
９
３
）
年ね

ん

、

当と
う

時じ

の
外が

い

務む

省し
ょ
う

事じ

務む

次じ

官か
ん

で
あ
っ
た
小お

和わ

田だ

恆ひ
さ
し

氏し

の

娘む
す
めで
外が

い

務む

省し
ょ
うに
勤き

ん

務む

し
て

い
た
小お

和わ

田だ

雅ま
さ

子こ

さ
ん
と

ご
婚こ

ん

約や
く

さ
れ
た
。
一い

ち

度ど

は

お
妃

き
さ
き

候こ
う

補ほ

か
ら
外は

ず

れ
る
も
、

殿で
ん

下か

の
誠せ

い

実じ
つ

な
求

き
ゅ
う

婚こ
ん

を
受う

け
て
、
つ
い
に
は
雅ま

さ

子こ

さ

ん
も
心こ

こ
ろ

を
動う

ご

か
さ
れ
て
受じ

ゅ

諾だ
く

さ
れ
た
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
《
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

本ほ
ん

当と
う

に
こ
の
度た

び

の
雅ま

さ

子こ

さ
ん
の
こ
と
に
関か

ん

し
て
は
、

本ほ
ん

当と
う

に
全ぜ

ん

力り
ょ
く

投と
う

球き
ゅ
うで
と
申も

う

し
ま
す
か
、
一い

っ

生し
ょ
うか
け
て
、

本ほ
ん

当と
う

に
力ち

か
ら

を
入い

れ
て
い
た

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
し
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
本ほ

ん

当と
う

に
側そ

ば

に
い
て
あ

げ
て
、
そ
し
て
相そ

う

談だ
ん

に
の
っ

て
、
そ
し
て
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
守ま

も

っ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
が
、

私わ
た
しと
し
て
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
必ひ

つ

要よ
う

で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

に
思お

も

い
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

５
年ね

ん

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》
と

語か
た

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後ご

、
平へ

い

成せ
い

１
１
年ね

ん

に

ご
懐か

い

妊に
ん

の
兆き

ざ

し
が
見み

ら
れ

た
も
の
の
流

り
ゅ
う

産ざ
ん

。
１
３
年ね

ん

に
ご
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

と
な
る
敬

と
し
の

宮み
や

愛あ
い

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
誕た

ん

生
じ
ょ
う

さ
れ
た
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
《
地ち

球
き
ゅ
う

上じ
ょ
うに
人じ

ん

類る
い

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
て
か

ら
こ
の
方か

た

、
絶た

え
る
こ
と
も

な
く
受う

け
継つ

が
れ
て
い
る

こ
の
命い

の
ち

の
営い

と
な

み
の
流な

が

れ
の

中な
か

に
、
今い

ま

私わ
た
した
ち
が
入は

い

っ
た

と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う

こ
と
に
新あ

ら

た
な
感か

ん

動ど
う

を
覚お

ぼ

え
ま
し
た
》
と
父ち

ち

君ぎ
み

と
な

ら
れ
た
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た

ら
れ
た
。

　

雅ま
さ

子こ

妃ひ

殿で
ん

下か

も
《
初は

じ

め
て

私わ
た
しの
胸む

な

元も
と

に
連つ

れ
て
こ
ら

れ
る
生う

ま
れ
た
て
の
子こ

供ど
も

の

姿す
が
たを
見み

て
、
本ほ

ん

当と
う

に
生う

ま
れ

て
き
て
あ
り
が
と
う
と
い
う

気き

持も

ち
で
一い

っ

杯ぱ
い

に
な
り
ま
し

た
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
生せ

い

命め
い

の
誕た

ん

生じ
ょ
う、

初は
じ

め
て
お
な
か
の
中な

か

に
小ち

い

さ

な
生せ

い

命め
い

が
宿や

ど

っ
て
、
育は

ぐ
くま
れ

て
、
そ
し
て
時と

き

が
満み

ち
る
と

持も

て
る
だ
け
の
力ち

か
らを
持も

っ
て

誕た
ん

生じ
ょ
うし
て
く
る
、
そ
し
て
、

外そ
と

の
世せ

界か
い

で
の
営い

と
なみ
を
始は

じ

め

る
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
て

神し
ん

秘ぴ

的て
き

で
素す

晴ば

ら
し
い
こ
と

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
実じ

っ

感か
ん

い
た
し
ま
し
た
（
平へ

い

成せ
い

１
４

年ね
ん

、
愛あ

い

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
誕た

ん

生じ
ょ
う

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》
と
涙な

み
だ
ぐ
ま

れ
た
。

に
、
プ
ラ
イ
ア
・
モ
ー
レ
港こ

う

に
対た

い

し
て
は
特と

く

に
興

き
ょ
う

味み

を

示し
め

さ
れ
、
そ
の
立り

っ

地ち

条じ
ょ
う

件け
ん

、

ツ
バ
ロ
ン
製せ

い

鉄て
つ

所じ
ょ

と
の
関か

ん

係け
い

な
ど
、
ご
専せ

ん

門も
ん

の
立た

ち

場ば

か
ら

突つ

っ
込こ

ん
だ
ご
質し

つ

問も
ん

を
さ

れ
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

を
び
っ
く
り
さ

せ
て
い
た
》
と
あ
る
。

　

行い

く
先さ

き

々ざ
き

で
人ひ

と

々び
と

を
魅み

了り
ょ
うし
、
爽さ

わ

や
か
さ
を
残の

こ

し
て

帰き

国こ
く

の
途と

に
着つ

か
れ
た
殿で

ん

下か

は
、
初は

つ

来ら
い

伯は
く

を
終お

え
て
以い

下か

の
よ
う
に
ご
印い

ん

象し
ょ
うを
文ぶ

ん

書し
ょ

で

回か
い

答と
う

さ
れ
て
い
る
。

　
《
初し

ょ

期き

の
移い

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
こ
と

は
読よ

ん
だ
り
聞き

い
た
り
し
て

い
た
が
、
実じ

っ

際さ
い

の
手て

作づ
く

り
の

道ど
う

具ぐ

類る
い

や
資し

料り
ょ
うを
目ま

の
あ
た

り
に
し
て
、
当と

う

時じ

の
苦く

労ろ
う

は

や
は
り
想そ

う

像ぞ
う

を
絶ぜ

っ

す
る
も
の

と
感か

ん

じ
ま
し
た
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
一ひ

と

言こ
と

で
い
う
こ
と
は
難む

ず
か
し
い
こ

と
で
す
が
、
二に

、
三さ

ん

世せ
い

は
当と

う

然ぜ
ん

の
こ
と
な
が
ら
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

と
し
て
育そ

だ

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
感か

ん

じ
、
い
っ
ぽ
う
で

一い
っ

世せ
い

の
伝で

ん

統と
う

と
気き

骨こ
つ

を
そ
の

ま
ま
受う

け
継つ

い
だ
若わ

か

い
人ひ

と

々び
と

も
多お

お

い
と
い
う
印い

ん

象し
ょ
うで
す
》

に
て
）》

　

こ
の
よ
う
に
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
な

さ
り
よ
う
を
お
近ち

か

く
で
拝は

い

し

て
育そ

だ

っ
て
こ
ら
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

高こ
う

等と
う

科か

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

こ
と
が
、
次し

第だ
い

に
形

か
た
ち

作づ
く

ら

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
期き

待た
い

し
て
い
る
わ
け
で

す
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
２
年ね

ん

、
御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

前ま
え

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》
と
話は

な

さ
れ
て
お
り
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
御ご

事じ

跡せ
き

を
辿た

ど

る
な
か
で
、

ご
自じ

身し
ん

の
お
振ふ

る

舞ま

い
を
見み

つ
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が

拝は
い

察さ
つ

さ
れ
る
。

　

殿で
ん

下か

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

の
時じ

代だ
い

よ

り
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
ご
公こ

う

務む

に

ご
一い

っ

緒し
ょ

さ
れ
、
ま
た
、
昭

し
ょ
う

和わ

６
２
年ね

ん

に
は
、
病

び
ょ
う

床し
ょ
うに
臥ふ

さ

れ
て
い
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
国こ

く

事じ

行こ
う

為い

臨り
ん

時じ

代だ
い

行こ
う

を
務つ

と

め
ら
れ

た
。
将

し
ょ
う

来ら
い

の
ご
即そ

く

位い

に
向む

け

て
、
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て

こ
ら
れ
た
の
だ
。

ご
婚こ

ん

約や
く

、そ
し
て
愛あ

い

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

ご
誕た

ん

生じ
ょ
うへ

初し
ょ

来ら
い

伯は
く

で「
ヒ
ロ
・
フ
ィ
ー
バ
」！

陛へ
い

下か

の
お
手て

許も
と

で
帝て

い

王お
う

学が
く

を
学ま

な

ば
れ

適て
き

応お
う

障し
ょ
う

害が
い

を
家か

族ぞ
く

愛あ
い

で
乗の

り
越こ

え
て

　

第だ
い

一い
っ

子し

を
授さ

ず

か
っ
て
子こ

育そ
だ

て
に
ご
奮ふ

ん

闘と
う

さ
れ
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
皇こ

う

太た
い

子し

妃ひ

と
し
て

の
特と

く

別べ
つ

の
お
立た

ち

場ば

や
お

世よ

継つ

ぎ
問も

ん

題だ
い

の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
重お

も

く
の
し
か
か

り
、平へ

い

成せ
い

１
５
（
２
０
０
３
）

年ね
ん

末ま
つ

、
雅ま

さ

子こ

妃ひ

殿で
ん

下か

は
帯た

い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

を
発は

っ

症し
ょ
うし
て
ご
入

に
ゅ
う

院い
ん

。
翌よ

く

年と
し

に
は
、
適て

き

応お
う

障
し
ょ
う

害が
い

を
患わ

ず
ら
わ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受う

け
て
《
外が

い

交こ
う

官か
ん

と
し
て
の
仕し

事ご
と

を
断だ

ん

念ね
ん

し
て
皇こ

う

室し
つ

に
入は

い

り
、
国こ

く

際さ
い

親し
ん

善ぜ
ん

を
皇こ

う

族ぞ
く

と
し
て
、
大た

い

変へ
ん

な
、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

目め

と
思お

も

い
な
が
ら
も
、
外が

い

国こ
く

訪ほ
う

問も
ん

を
な
か
な
か
許ゆ

る

さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
大た

い

変へ
ん

苦く

悩の
う

し
て
お
り
ま
し
た
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

そ
れ
ま
で
の
雅ま

さ

子こ

の
キ
ャ

リ
ア
や
、
そ
の
こ
と
に
基も

と

づ
い
た
雅ま

さ

子こ

の
人じ

ん

格か
く

を
否ひ

定て
い

す
る
よ
う
な
動う

ご

き
が

あ
っ
た
こ
と
も
事じ

実じ
つ

で
す

（
平へ

い

成せ
い

１
６
年ね

ん

外が
い

遊ゆ
う

前ま
え

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》
と
話は

な

さ
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

の
『
人じ

ん

格か
く

否ひ

定て
い

宣せ
ん

言げ
ん

』
は
波は

紋も
ん

も
呼よ

ん
だ
。

（
↖
４
ぺ
ー
じ
に
つ
づ
く
）

初
はつ

来
らい

伯
はく

された若
わか

かりし日
ひ

の皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

（パウリスタ新
しん

聞
ぶん

）

2018 年
ねん

3 月
がつ

、「第
だい

８回
かい

世
せ

界
かい

水
みず

フォーラム」出
しゅっ

席
せき

でご来
らい

伯
はく

された皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

（特集３） ２０１９年第５２３０号  ４月 ２７日 （土曜日）

ブラジル長野県人会
会長　篠原オラシオ裕之

会 員 一 同
Pça. da Liberdade, 130 - 9°- S/910 - Liberdade - São Paulo - SP

CEP 01502-900     TEL: (11) 3106 - 1268

祝　令和  新天皇陛下御即位

祝　令和  新天皇陛下御即位

中国ブロック
ブラジル広島文化センター
Centro Cultural HIROSHIMA do Brasil

会 員 一 同
Rua Tamandaré, 800 - Liberdade - São Paulo - SP

CEP 01525-000   TEL: (11) 3207-5476

ブラジル岡山県文化協会
Assoc. Cult. e Rec. OKAYAMA Kenjin do Brasil

会 員 一 同
Rua da Glória, 734 - Liberdade - São Paulo - SP

CEP 01510-000   TEL: (11) 3207-3487

ブラジル島根県人会
Sociedade SHIMANE Kenjin do Brasil

会 員 一 同
Rua das Rosas, 86 - Pra. da Árvore - São Paulo - SP

CEP 04048-000  TEL: (11) 5071-0082 / FAX: (11) 2275-9773

ブラジル鳥取県人会
Assoc. Cult. TOTTORI Kenjin do Brasil

会 員 一 同
Rua Dona Cesária  Fagundes, 323 - Saúde - São Paulo - SP

CEP 04054-030   TEL: (11) 2276-6032

ブラジル山口県人会
Assoc. Assist. e Cult. YAMAGUCHI Ken do Brasil

会 員 一 同
Rua Pirapitingui, 72 - Liberdade - São Paulo - SP

CEP 01508-020   TEL: (11) 3208-6074

Assoc. Cult. e Rec. 
AKITA Kenjin do Brasil

Assoc. Cult. e Assist.
IWATE KENJIN-KAI

do Brasil

祝　令和  新天皇陛下御即位

 東北・北海道ブロック
  北海道協会
　　　　会員一同

Rua Joaqui Tãvora, 605 - Vila Mariana - São Paulo
CEP 04015-001          Tel: (11) 5083-7031

Associação HOKKAIDO
de Cult. e Assistência

Associação AOMORI
Kenjin do Brasil

Associação MIYAGI
Kenjin-kai do Brasil

YAMAGATA
Kenjinkai do Brasil

Assoc. FUKUSHIMA
Kenjin do Brasil

  青森県人会
　　　　会員一同

Rua Dr. Siqueira Campos, 62 - Liberdade - São Paulo
CEP 01509-020          Tel: (11) 3207-1599

  秋田県人会
　　　　会員一同

Av. Lins de Vasconcelos, 3390 - Vila Mariana - São Paulo
CEP 04112-002          Tel: (11) 5573-4107

  岩手県人会
　　　　会員一同

Rua Thomaz gonzaga, 95 - Liberdade - São Paulo
CEP 01506-020          Tel: (11) 3207-2383

  宮城県人会
　　　　会員一同

Rua Fagundes, 152 - Liberdade - São Paulo
CEP 01508-030          Tel: (11) 3209-3265

  山形県人会
　　　　会員一同

Av. Liberdade, 486 - S/24 - Liberdade - São Paulo
CEP 01502-001          Tel: (11) 3208-8781

  福島県人会
　　　　会員一同

Rua da Glória, 721 - Liberdade - São Paulo
CEP 01510-001          Tel: (11) 3208-8499

和歌山県人会　会員一同
WAKAYAMA Kenjinkai do Brasil

Tel/Fax: (11) 3207-9683

奈良県人会　会員一同
Assoc. Cult. Rec. NARA-Kenjin-kai do Brasil

Tel/Fax: (11) 5594-6365

三重県人会　会員一同
Assoc. Cult. e Assist. MIE-Kenjin do Brasil

Tel/Fax: (11) 5549-6857

ブラジル京都会　会員一同
Associação KYOTO do Brasil

Tel/Fax: (11) 2594-8571

祝　令和  新天皇陛下御即位

近畿ブロック

滋賀県人会　会員一同
Assoc. Cult. e Assist. SHIGA Kenjin do Brasil

Tel/Fax: (11) 5571-9659

大阪なにわ会　会員一同
Assoc. Benef. dos Prov. de OSAKA Naniwa-kai

Tel/Fax: (11) 5549-7226

兵庫県人会　会員一同
Brasil HYOGO Kenjinkai

Tel/Fax: (11) 3207-0025

 群馬県人会
会長 白田ネウザ　　他 会員一同

Tel: (11) 3341-8085

Associação Cultural
GUNMA Kenjin do Brasil

 栃木県人会
会長 坂本アウグスト進　　他 会員一同

Tel: (11) 5549-6572

Associação Centro Social
TOCHIGI  do Brasil

 神奈川県人会
会長　白又 孝範　　他 会員一同

Tel: (11) 5082-3141

Assoc. Cult. e Assist.
KANAGAWA

祝　令和  新天皇陛下御即位

関東ブロック

 埼玉県人会
会長 吉田章則　　他 会員一同

Tel: (11) 3178-6233

Assoc. Cult. e Assist. dos
prov. de SAITAMA no Brasil

 茨城県人会
会長 黒澤儀人　　他 会員一同

Tel: (11) 3209-8515

Associação Centro Social
IBARAKI  do Brasil

 千葉県人会
会長 原島義弘　　他 会員一同

Tel: (11) 5021-3931

Associação
CHIBA  Kenjin do Brasil

 山梨県人会
会長 高野ジョルジ　他 会員一同

Tel: (11) 5589-4888

Assoc. Cult. e Rec.
YAMANASHI  Kenjin do Brasil

モジダスクルーゼス中央日本人会

祝　新天皇陛下御即位
会  長　　     　池田　篤
中央日本人会　会員一同

   SEDE: R. Pres Campos Salles, 230 - Vl. Industrial
CEP 08770-210 - Mogi das Cruzes - SP      TEL: (11) 4790-7107

祝 新天皇陛下御即位

たんぽぽ学園

乳児部　幼稚部
日本語コース

Rua Eça de Queirós, 625 - Vila Mariana
Tel: 5571 - 2629 - Fax: 5539 - 7388

日本品
食料品店

日本食品・日本製品を取り揃えております
ジョルジ＆エリア

伊差川
ご自宅までお届けいたします

TEL: (11) 2942-8096
Rua Juno, 125 - Vila Carrão



　

４
月げ

つ

１
日た

ち

、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

は

平へ
い

成せ
い

に
代か

わ
る
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

を

「
令れ

い

和わ

」
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
５
月が

つ

１
日た

ち

の
新し

ん

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

と
と
も

に
い
よ
い
よ
改か

い

元げ
ん

と
な
る
。

新し
ん

元げ
ん

号ご
う

は
、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

第だ
い

５

巻か
ん

・
梅ば

い

花か

の
歌う

た

三さ
ん

十じ
ゅ
う

二に

首し
ゅ

の
序じ

ょ

文ぶ
ん

《
時と

き

に
、
初し

ょ

春し
ゅ
んの
令れ

い

月げ
つ

に
し
て
、
気き

淑よ

く
風か

ぜ

和
や
は
ら

ぎ
・
・
・
》
を
典て

ん

拠き
ょ

と
し
て
、

『
令よ

い

』
と
『
和

な
ご
や
か』
の
漢か

ん

字じ

２

字じ

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
る
。

　

序じ
ょ

文ぶ
ん

を
略

り
ゃ
く

説せ
つ

す
る
と
、
大だ

宰ざ
い

府ふ

の
大お

お

伴と
も

旅の
た

人び
と

の
邸て

い

宅た
く

で
梅う

め

の
花は

な

を
愛め

で
る
宴え

ん

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
た
。
梅う

め

の
花は

な

の
華は

な

や
か
さ
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

を
取と

り
巻ま

く
周

し
ゅ
う

囲い

の
景け

 し
き色

も
美う

つ
く

し
く
大た

い

変へ
ん

に
居い

心ご
こ

地ち

良よ

い
も
の
だ
っ
た
。
一い

ち

座ざ

の

人ひ
と

々び
と

は
満み

ち
足た

り
て
膝ひ

ざ

を

近ち
か

づ
け
酒さ

け

を
交か

わ
す
な
ど

和な
ご

や
か
な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
な
か

「
歌う

た

を
詠よ

ま
ず
に
ど
う
し
て

心こ
こ
ろを
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
る
だ
ろ
う

か
」
と
し
て
四よ

ん

群ぐ
ん

に
分わ

か

れ
て
八は

っ

首し
ゅ

ず
つ
順じ

ゅ
ん

に
梅う

め

の

歌う
た

を
詠よ

ん
だ
の
で
あ
る
。

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
《
厳き

び

し
い
寒さ

む

さ
の
後あ

と

に
春は

る

の
訪お

と
ず

れ
を
告つ

げ
、
見み

事ご
と

に
咲さ

き
誇ほ

こ

る
梅う

め

の

花は
な

の
よ
う
に
、
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
明あ

日す

へ
の
希き

望ぼ
う

と

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花は

な

を
大お

お

き
く
咲さ

か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
う
し
た
日に

本ほ
ん

で
あ
り

た
い
と
の
願ね

が

い
を
込こ

め
、
令れ

い

和わ

に
決け

っ

定て
い

致い
た

し
ま
し
た
》
と

説せ
つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
ご
崩ほ

う

御ぎ
ょ

に
よ

り
国く

に

中じ
ゅ
うが
悲か

な

し
み
に
沈し

ず

む
な

か
、
始は

じ

ま
り
を
告つ

げ
た
平へ

い

成せ
い

。『
史し

記き

』
の
五ご

帝て
い

本ほ
ん

紀ぎ

の
「
内う

ち

平た
い
らか
に
外そ

と

成な

る
」
及お

よ

び
『
書し

ょ

経き
ょ
う』
の
大だ

い

禹う

謨ぼ

の

「
地ち

平た
い
らか
に
天て

ん

成な

る
」
と
い

う
文も

ん

言ご
ん

を
出

し
ゅ
っ

典て
ん

と
し
、「
国く

に

の
内な

い

外が
い

に
も
天て

ん

地ち

に
も
平へ

い

和わ

が
達た

っ

成せ
い

さ
れ
る
」
こ
と
を

願ね
が

っ
て
命め

い

名め
い

さ
れ
た
。
ご
退た

い

位い

を
控ひ

か

え
る
な
か
、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
《
平へ

い

成せ
い

が
戦せ

ん

争そ
う

の
な
い

時じ

代だ
い

と
し
て
終お

わ
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
、
心し

ん

か
ら
安あ

ん

堵ど

し
て
い
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

３
０

年ね
ん

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

に
対た

い

し
て
）》

と
話は

な

さ
れ
て
い
る
。

　

平へ
い

成せ
い

で
築き

ず

か
れ
た
平へ

い

和わ

と

繁は
ん

栄え
い

の
基き

盤ば
ん

の
上う

え

に
、
令れ

い

和わ

の
御み

世よ

に
新あ

ら

た
な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
興こ

う

隆り
ゅ
うし
て
栄さ

か

え
、
希き

望ぼ
う

に

満み

ち
た
時じ

代だ
い

と
な
る
こ
と
を

切せ
つ

に
祈い

の

り
た
い
。（
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

史し

的て
き

教き
ょ
う

訓く
ん

を
紐ひ

も

解と

か
れ
て

「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

に
纏ま

つ

わ
る
世せ

界か
い

的て
き

な
連れ

ん

携け
い

を
呼よ

び
か
け
ら
れ

た
。

　

日に

本ほ
ん

の
国こ

く

土ど

は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んで
あ

り
、
大お

お

雨あ
め

が
降ふ

れ
ば
洪こ

う

水ず
い

と

な
り
、
雨あ

め

が
降ふ

ら
な
け
れ
ば

日ひ

照で

り
に
な
り
や
す
く
、
古

い
に
し
え

よ
り
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

に
悩な

や

ま
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
古こ

代だ
い

の
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

は
池い

け

や
堤つ

つ
み
を
つ

く
る
詔

み
こ
と
の
りを
出だ

さ
れ
、
そ
の
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

を
祈い

の

る
聖せ

い

な
る
祈い

の

り
が
、
強

き
ょ
う

靭じ
ん

な
国こ

く

土ど

作づ
く

り
に

も
繋つ

な

が
っ
て
き
た
の
だ
。
平へ

い

成せ
い

で
も
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に

よ
る
津つ

波な
み

被ひ

害が
い

や
異い

常じ
ょ
う

気き

象し
ょ
うに
よ
る
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

豪ご
う

雨う

な
ど
、

日に

本ほ
ん

は
数か

ず

々か
ず

の
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
。

　

殿で
ん

下か

は
、「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

へ

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》

　

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
、

皇こ
う

室し
つ

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
公こ

う

務む

の
一ひ

と

つ

と
し
て
、
国こ

く

際さ
い

親し
ん

善ぜ
ん

で
多お

お

く

の
実み

の

り
を
上あ

げ
て
こ
ら
れ

た
。
そ
の
な
さ
り
よ
う
か
ら

学ま
な

ば
れ
、
３
０
カ
国こ

く

以い

上じ
ょ
うを

親し
ん

善ぜ
ん

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
て
き
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
、
新し

ん

時じ

代だ
い

の
公こ

う

務む

の
一ひ

と

つ
と
し
て
確か

く

立り
つ

さ
れ
た

の
が
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

だ
。

　

歴れ
き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
御ご

事じ

跡せ
き

か

ら
歴れ

き

史し

的て
き

洞ど
う

察さ
つ

に
基も

と

づ
い

て
、
平へ

い

和わ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
世せ

界か
い

に
向む

け
て
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
発は

っ

信し
ん

さ
れ
た
殿で

ん

下か

の
お

姿す
が
たは
、
ま
さ
に
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
希き

求き
ゅ
うす
る
日に

本ほ
ん

国こ
く

の
新し

ん

時じ

代だ
い

の
天て

ん

皇の
う

像ぞ
う

に
相ふ

さ
わ応
し

い
も
の
と
言い

え
る
。

考か
ん
がえ
て
い
く
上う

え

で
、
大た

い

切せ
つ

に
い
か
し
て
い
き
た
い
と

思お
も

い
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

３
１
年ね

ん

の
取と

り

組く

み
の
意い

義ぎ

に
つ
い

て
、
以い

下か

の
よ
う
に
語か

た

ら
れ

て
い
る
。

　《
私わ

た
し
が
長な

が

年ね
ん

携た
ず
さわ
っ
て
き

ま
し
た
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

に
つ

い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
切き

り
口く

ち

に
、
豊ゆ

た

か
さ
や
防ぼ

う

災さ
い

な
ど
、
国こ

く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
安あ

ん

定て
い

と
発は

っ

展て
ん

に
つ
い
て
考か

ん
が

え
を

巡め
ぐ

ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る

と
思お

も

い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

の
変へ

ん

化か

に
富と

む
豊ゆ

た

か
な
国こ

く

土ど

は
、

同ど
う

時じ

に
、
自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

、
例た

と

え
ば
台た

い

風ふ
う

や
豪ご

う

雨う

、
津つ

波な
み

な
ど
の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
や
す

い
こ
と
か
ら
、「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

へ
の
取と

り

組く
み

で
得え

ら
れ
た
知ち

見け
ん

も
、
こ
れ
か
ら
の
務つ

と

め

の
中な

か

で
、
国こ

く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
安あ

ん

定て
い

と
発は

っ

展て
ん

を
願ね

が

い
、
ま
た
、

防ぼ
う

災さ
い

・
減げ

ん

災さ
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を

県け
ん

と
長な

が

野の

県け
ん

の
県け

ん

境き
ょ
うに
あ

る
金き

ん

峰ぷ

山さ
ん

に
登の

ぼ

ら
れ
た
際さ

い

の
こ
と
を
詠よ

ま
れ
た
御お

歌う
た

だ
。
当と

う

日じ
つ

は
、
曇く

も

り
で
時と

き

々ど
き

日ひ

が
さ
す
天て

ん

候こ
う

で
あ
っ
た

が
、
山さ

ん

頂ち
ょ
う

付ふ

近き
ん

で
差さ

し
て

く
る
光ひ

か
り

に
導み

ち
び

か
れ
る
よ
う

に
歩あ

ゆ

み
を
進す

す

め
ら
れ
た
と

い
う
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
御お

ん

年と
し

５
９
歳さ

い

で
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
な
か
で
は
２
番ば

ん

目め

に
最さ

い

年ね
ん

長ち
ょ
うで
の
ご
即そ

く

位い

と
見み

ら
れ
、

皇こ
う

太た
い

子し

と
し
て
３
０
年ね

ん

間か
ん

に
亘わ

た

っ
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
ご
経け

い

験け
ん

を
積つ

ま
れ
て
き
て
い
る
。

小ち
い

さ
い
時と

き

か
ら
「
道み

ち

」
に

ご
関か

ん

心し
ん

を
持も

た
れ
て
き
た

殿で
ん

下か

ら
し
く
、「
令れ

い

和わ

」
と

い
う
新あ

ら

た
な
時じ

代だ
い

へ
の
道み

ち

の
り
を
ま
さ
に
登の

ぼ

っ
て
ゆ

く
と
い
う
、
静し

ず

か
な
る
、

そ
し
て
、
強つ

よ

い
ご
覚か

く

悟ご

が

行ぎ
ょ
う

間か
ん

か
ら
滲に

じ

ん
で
き
そ
う

だ
。

　

↙
長ち

ょ
う

期き

療り
ょ
う

養よ
う

に
入は

い

ら
れ

た
雅ま

さ

子こ

妃ひ

殿で
ん

下か

は
、
地ち

方ほ
う

行ぎ
ょ
う

啓け
い

な
ど
外が

い

出し
ゅ
つを
伴と

も
な
う
ご

公こ
う

務む

ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が
叶か

な

わ
な
く
な

る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
通つ

う

学が
く

に
不ふ

安あ
ん

を

抱か
か

え
ら
れ
た
愛あ

い

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

へ
の
付つ

き
添そ

い
が
長

ち
ょ
う

期き

化か

し
た
こ
と
等な

ど

に
対た

い

し
、
メ

デ
ィ
ア
か
ら
は
言い

わ
れ
な
き

批ひ

判は
ん

に
も
晒さ

ら

さ
れ
た
。だ
が
、

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
そ
の
お
言こ

と

葉ば

に
も
あ
っ
た
通と

お

り
、
温あ

た
た
か
く

妃ひ

殿で
ん

下か

を
見み

守ま
も

り
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
支さ

さ

え
ら
れ
、
ご
家か

庭て
い

を
大た

い

切せ
つ

に

守ま
も

り
抜ぬ

い
て
こ
ら
れ
た
。

　

雅ま
さ

子こ

妃ひ

殿で
ん

下か

は
心し

ん

身し
ん

の
不ふ

調ち
ょ
うを
抱か

か

え
な
が
ら
も
、
こ
う

し
た
安や

す

ら
ぎ
あ
る
ご
家か

庭て
い

の

な
か
で
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
快か

い

復ふ
く

の
兆き

ざ

し

が
見み

え
は
じ
め
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
工く

夫ふ
う

を
し
な
が
ら
出で

来き

る
限か

ぎ

り

の
活か

つ

動ど
う

を
す
る
た
め
努ど

力
り
ょ
く

を
続つ

づ

け
て
こ
ら
れ
た
。
平へ

い

成せ
い

２
５
（
２
０
１
３
）
年ね

ん

に
は
、

１
１
年ね

ん

振ぶ

り
と
な
る
外が

い

国こ
く

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
訪ほ

う

問も
ん

に
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

と
揃そ

ろ

っ
て

ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

さ
れ
、
近き

ん

年ね
ん

で
は
地ち

方ほ
う

ご
訪ほ

う

問も
ん

も
増ふ

え
て
お
り
、

着ち
ゃ
く

実じ
つ

に
快か

い

復ふ
く

に
向む

か
っ
て
い

る
と
言い

え
る
。

　

妃ひ

殿で
ん

下か

は
《
こ
の
先さ

き

の
日ひ

び々

に
思お

も

い
を
馳は

せ
ま
す
と
、
私わ

た
しが

ど
れ
程ほ

ど

の
お
役や

く

に
立た

て
ま
す
の

か
心

こ
こ
ろ

許も
と

な
い
気き

持も

ち
も
致い

た

し

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の

な
さ
り
よ
う
を
お
側そ

ば

で
拝は

い

見け
ん

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
幸し

あ
わ
せ
を
心こ

こ
ろの
糧か

て

と
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
導み

ち
びき
を
仰あ

お

ぎ
つ
つ
、
少す

こ

し
で
も
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

の
お
力

ち
か
ら

に
な
れ
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
の
た
め
に
力ち

か
らを
尽つ

く

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
研け

ん

鑽さ
ん

を
積つ

み
な
が
ら
努つ

と

め
て
ま
い
り
た
い
と
思お

も
っ
て
お

り
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

に
際さ

い

し
）》
と
新し

ん

皇こ
う

后ご
う

と

な
ら
れ
る
ご
覚か

く

悟ご

を
語か

た

ら
れ
て

い
る
。

　

ま
だ
快か

い

復ふ
く

途と

上じ
ょ
うに
あ
る
妃ひ

殿で
ん

下か

を
温あ

た
た
か
く
見み

守ま
も

り
つ
つ
、

コ
ロ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
新し

ん

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

と
し
て
い
つ
か

ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

を
と
も
に
訪た

ず

ね
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
た
い
ば
か
り
だ
。

新し
ん

天て
ん

皇の
う

へ
の
静し

ず

か
な
る
ご
覚か

く

悟ご

水み
ず

問も
ん

題だ
い

に
見み

る
新し

ん

時じ

代だ
い

の
天て

ん

皇の
う

像ぞ
う

「
令れ

い

和わ

」
の
御み

世よ

は
い
か
に

　

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
手て

許も
と

で
た
く

さ
ん
の
愛あ

い

情じ
ょ
うを
う
け
て
育そ

だ

っ

て
こ
ら
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
妃ひ

殿で
ん

下か

と
の
ご
婚こ

ん

約や
く

か

ら
現げ

ん

在ざ
い

に
至い

た

る
ま
で
家か

族ぞ
く

愛あ
い

を
貫つ

ら
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
。

　《
私わ

た
し

は
家か

族ぞ
く

を
思お

も

う
こ

と
と
、
そ
れ
か
ら
国く

に

や
社し

ゃ

会か
い

に
尽つ

く
す
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
は
両

り
ょ
う

立り
つ

す
る
こ
と
だ

と
思お

も

い
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

１
４

年ね
ん

、御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》

と
す
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、《
い
ず
れ

に
し
て
も
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を

一い
ち

番ば
ん

誰だ
れ

よ
り
も
先さ

き

に
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
こ
と
よ
り
も
先さ

き

に
願ね

が

っ
て
、
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
祈い

の

り
な
が
ら
仕し

事ご
と

を
す

る
と
い
う
こ
れ
が
皇こ

う

族ぞ
く

の

一い
ち

番ば
ん

大た
い

切せ
つ

な
こ
と
で
は
な

い
か
と
い
う
ふ
う
に
思お

も

っ

て
い
ま
す
（
平へ

い

成せ
い

１
６
年ね

ん

、

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》
と

の
お
言こ

と

葉ば

か
ら
は
、
い
か

に
時じ

代だ
い

が
変へ

ん

遷せ
ん

し
よ
う
と

も
「
私

わ
た
く
し」
よ
り
「
公

お
お
や
け」
を

大だ
い

事じ

に
な
さ
れ
る
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

　

新あ
た
ら
し
い
時じ

代だ
い

に
則そ

く

し
た
公こ

う

務む

と
し
て
、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が

長な
が

年ね
ん

に
亘わ

た

っ
て
携た

ず
さ
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
の
が
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

だ
。

学が
く

習し
ゅ
う

院い
ん

大だ
い

学が
く

ご
在ざ

い

学が
く

時じ

に

交こ
う

通つ
う

・
流

り
ゅ
う

通つ
う

史し

を
専せ

ん

攻こ
う

し
、

英え
い

国こ
く

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大だ

い

学が
く

留り
ゅ
う

学が
く

時ど
き

に
は
テ
ム
ズ
川が

わ

の
水す

い

運う
ん

史し

を
研け

ん

究き
ゅ
うさ
れ
て
こ

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
「
水み

ず

」
問も

ん

題だ
い

へ

の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
ら
れ
る
な
か

で
、
視し

野や

や
活か

つ

動ど
う

の
幅は

ば

を
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る
大お

お

き
な
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、
平へ

い

成せ
い

１
５

年ね
ん

に
京

き
ょ
う

都と

に
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た

「
第だ

い

３
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
あ
っ
た
。

　

水み
ず

を
巡め

ぐ

る
問も

ん

題だ
い

が
社し

ゃ

会か
い

的て
き

弱じ
ゃ
く

者し
ゃ

や
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う、
自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

な
ど
多た

方ほ
う

面め
ん

に
渡わ

た

る
こ

と
に
驚お

ど
ろ

き
、
理り

解か
い

を
深ふ

か

め

た
い
と
考か

ん
が

え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。
以い

来ら
い

、
昨さ

く

年ね
ん

の
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
ま
で
４
回か

い

ご

臨り
ん

席せ
き

さ
れ
、
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

を

行お
こ
なわ
れ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

で
は

「
水み

ず

に
よ
る
繁は

ん

栄え
い

、
平へ

い

和わ

、

幸こ
う

福ふ
く

」
を
テ
ー
マ
に
ご
講こ

う

演え
ん

さ
れ
た
。
慢ま

ん

性せ
い

的て
き

な
水み

ず

不ぶ

足そ
く

で
争あ

ら
そ
い
が
絶た

え
な
か
っ
た
安あ

ん

城じ
ょ
うガ
原は

ら

に
明め

い

治じ

用よ
う

水す
い

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
こ
と
で
農の

う

業ぎ
ょ
う

地ち

帯た
い

に
発は

っ

展て
ん

し
た
例れ

い

等な
ど

を
引ひ

き

合あ

い
に
、
日に

本ほ
ん

の
過か

去こ

の
歴れ

き

皇の
う

の
伝で

ん

統と
う

を
し
っ
か
り
と

継け
い

承し
ょ
うさ
れ
て
い
る
こ
と
が

拝は
い

察さ
つ

さ
れ
る
。

　

平へ
い

成せ
い

最さ
い

後ご

の
御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
は
、《
引ひ

き
続つ

づ

き
自じ

己こ

研け
ん

鑽さ
ん

に
努つ

と

め
な
が

ら
、
過か

去こ

の
天て

ん

皇の
う

の
な
さ
り

よ
う
を
心こ

こ
ろ
に
と
ど
め
、
国こ

く

民み
ん

を
思お

も

い
、
国こ

く

民み
ん

の
た
め
に
祈い

の

る
と
と
も
に
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が

な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
、国こ

く

民み
ん

に
常つ

ね

に
寄よ

り
添そ

い
、

人ひ
と

々び
と

と
共と

も

に
喜よ

ろ
こ

び
、
あ
る
い

は
共と

も

に
悲か

な

し
み
な
が
ら
、
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
の
務つ

と

め
を
果は

た
し

て
ま
い
り
た
い
と
思お

も

い
ま
す

（
平へ

い

成せ
い

３
１
年ね

ん

御お

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

）》と
語か

た

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今こ

年と
し

の
歌う

た

会か
い

始は
じ

め
で
は
、
以い

下か

の
よ
う
な

御お

歌う
た

を
お
詠よ

み
に
な
っ
て

い
る
。

雲く
も

間ま

よ
り
さ
し
た
る
光

ひ
か
り

に
導み

ち
び
か
れ
わ
れ
登の

ぼ

り
ゆ

く
金き

ん

 ぷ峰
の
峰み

ね

に

　

当と
う

時じ

高こ
う

校こ
う

生せ
い

で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
殿で

ん

下か

が
、
山や

ま

梨な
し

世
せ

界
かい

水
みず

フォーラムでご講
こう

演
えん

された

２００８年
ねん

６月
がつ

、リオで写
しゃ

真
しん

をとるポーズをされた皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

世
せ

界
かい

水
みず

フォーラムの折
おり

、首
しゅ

都
と

の大
たい

使
し

館
かん

で日
にっ

系
けい

人
じん

と懇
こん

談
だん

された皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

『
奉ほ

う

祝し
ゅ
く

、
徳な

る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
即そ

く

位い

！
』　　
　
３
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き

（特集４）２０１９年 第５２３０号 ４月 ２７日 （土曜日）

ブラジル福井県文化協会
Associação FUKUI Kenjinkai

Rua dos Estudantes, 15 - 8°- S/81
Liberdade - São Paulo - CEP: 01505-001 - SP

TEL: (11) 3207-1056

ブラジル富山県人会
Associação TOYAMA Kenjin do Brasil

Rua Pandiá Calógeras, 87
Aclimação - São Paulo - SP - CEP: 01525-020

TEL/FAX: (11) 3207-3083

祝　令和  新天皇陛下御即位

北陸ブロック

ブラジル石川県人会
Associação ISHIKAWAKEN do Brasil

Rua Tomás Carvalhal, 184
Paraíso - São Paulo - SP - CEP: 04006-000

TEL: (11) 3884-8698

在伯高知県人会
Assoc. Cult. dos Provincianos de KOCHI no Brasil

役員 ・会員一同

Tel/Fax: (11) 3031-6799

祝　令和  新天皇陛下御即位

四国ブロック

在伯愛媛県人会
Associação Cultural EHIME Kenjin do Brasil

役員 ・会員一同

Tel/Fax: (11) 3207-9575

在伯香川県人会
Assoc. da Província de KAGAWA no Brasil

役員 ・会員一同

Tel/Fax: (11) 5587-5303

在伯徳島県人会
Assoc. Cult. TOKUSHIMA Kenjin do Brasil

役員 ・会員一同

Tel/Fax: (11) 2204-4696

ブラジル佐賀県人会
Assoc. Cult. Esp. Benef. SAGAKEN do Brasil

Rua Pandiá Calógeras, 108 - Aclimação
CEP 01525-020 - São Paulo

TEL/FAX:(11) 3208-7254

ブラジル沖縄県人会
Assoc. OKINAWA KENJIN do Brasil

Rua Dr. Tomaz de Lima, 72 - Liberdade
CEP 01513-010  - São Paulo

TEL:(11) 3106-8823 / FAX:(11) 3241-0874

ブラジル大分県人会
Assoc. Cult. OITA-KENJIN do Brasil
Av. Liberdade, 486 - S/205 - Liberdade - São Paulo

CEP 01502-001   TEL:(11) 3209-8518

ブラジル鹿児島県人会
Assoc. Cult. KAGOSHIMA do Brasil
Rua Jurupeba, 199 - Jabaquara - São Paulo

CEP 04316-100   TEL:(11) 3862-2540

ブラジル熊本県文化交流協会
Assoc. KUMAMOTO KENJIN do Brasil

Rua Guimarães Passos, 142 - Vila Mariana
CEP 04107-030  - São Paulo

TEL:(11) 5084-1338

ブラジル長崎県人会
Assoc.  NAGASAKI KENJIN do Brasil

Rua da Glória, 332 - 6o andar - Salas 62/63
CEP 01510-000 - Liberdade - São Paulo

TEL: (11) 3203-0949

ブラジル福岡県人会
Assocão FUKUOKA do Brasil

Rua Saturno, 238 - Aclimação
  CEP 01531-030 - São Paulo

TEL:(11) 3208-3123・FAX:(11) 3341-2603

祝　令和  新天皇陛下御即位

ブラジル宮崎県人会
Assoc. de Benef. e Cult. MIYAZAKI

Av. Liberdade, 486 - S/21 - 22 - Liberdade - São Paulo
CEP 01502-001   TEL:(11) 3209-4689

九州・沖縄ブロック

ブラジル倫理の会
Associação RINRI do Brasil

祝　新天皇陛下御即位

会 員 一 同
Núcleo Americana:

Rua João Missio, 240 - CEP 13477-100 - Amricana - SP
 〈連絡先〉会長　須郷 清孝  Tel: (019) 99635-8135

Templo Xintoista do Brasil

南米神宮
Rua Estado de Israel, 76 - Vila Clementino - São Paulo

Tel: (11) 5575 - 4783
www.temploxintoista.org.br

祝　新天皇陛下御即位



特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

朝
ちょう

見
けん

の儀
ぎ

を終
お

えた皇
こう

太
たい

子
し

夫
ふ

妻
さい

、昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

・香
こう

淳
じゅん

皇
こう

后
ごう

（サンデー毎
まい

日
にち

 追
つい

悼
とう

臨
りん

時
じ

増
ぞう

刊
かん

「皇
こう

太
たい

后
ごう

さま」より、宮
く

内
ない

庁
ちょう

、Public domain）

自じ

分ぶ
ん

の
興

き
ょ
う

味み

の
あ
る
こ
と
は

即そ
く

座ざ

に
検け

ん

索さ
く

し
て
答こ

た

え
を
知し

る
こ
と
が
で
き
る
。
出で

回ま
わ

る

書し
ょ

物も
つ

も
、
大お

お

き
な
活か

つ

字じ

で
よ

み
や
す
く
、
分わ

か
り
易や

す

く
、

簡か
ん

単た
ん

に
一ひ

と

言こ
と

で
解か

い

説せ
つ

、
と
い
っ

た
触ふ

れ
込こ

み
の
本ほ

ん

が
売う

れ
る

の
で
、
知し

っ
た
つ
も
り
に
な
る

が
、
い
え
い
え
、
か
え
っ
て
知し

ら
な
い
こ
と
が
多お

お

く
な
っ
た
。

　

さ
て
今い

ま

こ
の
時と

き

、
今き

ん

上
じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
生せ

い

前ぜ
ん

退た
い

位い

と
、
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

の
報ほ

う

道ど
う

で
、
マ
ス
コ
ミ
は

沸わ

き
、
日ひ

頃ご
ろ

、
皇こ

う

室し
つ

と
は
程ほ

ど

遠と
お

い
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

が
、
改あ

ら
た
め
て

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

や
天て

ん

皇の
う

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

本ほ
ん

質し
つ

的て
き

な
こ
と
を
再さ

い

考こ
う

す
る

機き

会か
い

を
得え

て
い
る
。
普ふ

段だ
ん

見み

る
こ
と
も
使つ

か

う
こ
と
も
な
い

万ま
ん

葉よ
う

の
漢か

ん

字じ

や
言こ

と

葉ば

、
難む

ず
か
し

い
皇こ

う

室し
つ

儀ぎ

式し
き

で
の
お
言こ

と

葉ば

、

数か
ず

々か
ず

の
古こ

式し
き

ゆ
か
し
い
伝で

ん

統と
う

行ぎ
ょ
う

事じ

か
ら
改あ

ら
た

め
て
「
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

」
を
学ま

な

ぶ
時と

き

を
得え

て
い
る

の
で
あ
る
。

　

世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
、
漫ま

ん

然ぜ
ん

と
一い

っ

過か

性せ
い

の
海か

い

外が
い

報ほ
う

道ど
う

番ば
ん

組ぐ
み

を
見み

て
過す

ご
す

の
で
は
な
く
、
家か

族ぞ
く

揃そ
ろ

っ
て
、

「天
てん

皇
のう

、そして日
に

本
ほん

人
じん

」を紹
しょう

介
かい

したヨーロッパ人
じん

　

も
う
す
ぐ
平へ

い

成せ
い

が
終お

わ
ろ

う
と
し
て
い
る
―
―
。
誰だ

れ

も

が
、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

と
重か

さ

ね
つ

つ
、
去さ

り
行い

く
平へ

い

成せ
い

時じ

代だ
い

に

万ば
ん

感か
ん

の
思お

も

い
を
馳は

せ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

戦せ
ん

後ご

生う

ま
れ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
映え

い

像ぞ
う

の
世せ

い

紀き

」

に
あ
る
よ
う
な
時じ

代だ
い

に
生い

き

る
も
の
は
、
多お

お

く
の
こ
と
を

映え
い

像ぞ
う

か
ら
学ま

な

ん
だ
。
過か

去こ

の

二ふ
た

つ
の
世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の
こ
と
も
、

悠ゆ
う

久き
ゅ
うの
世せ

界か
い

史し

も
日に

本ほ
ん

史し

も
、
断だ

ん

片ぺ
ん

的て
き

で
あ
る
に
せ
よ
、

映え
い

像ぞ
う

を
見み

て
、
解か

い

説せ
つ

を
聞き

い

て
学ま

な

び
知し

っ
た
こ
と
は
数か

ず

知し

れ
な
い
。

　

日に
ち

常じ
ょ
うの
喧け

ん

騒そ
う

の
中な

か

で
、
分ぶ

厚あ
つ

い
歴れ

き

史し

書し
ょ

や
書し

ょ

物も
つ

を
読ど

く

破は

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難む

ず
か
し

い
。
ひ
と
昔

む
か
し

前ま
え

ま
で
、
読よ

み

た
い
本ほ

ん

や
、
解わ

か

ら
な
い
こ
と

を
知し

る
た
め
に
は
、
時じ

間か
ん

を

工く

夫ふ
う

し
て
図と

書し
ょ

館か
ん

や
本ほ

ん

屋や

に

通か
よ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
今い

ま

で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
グ
ー
グ
ル

検け
ん

索さ
く

」
と
い
う
“
大だ

い

先せ
ん

生せ
い

”

が
い
る
か
ら
、
ど
こ
に
い
て
も

　聖
せい

市
し

ヴィラ・カロン在
ざい

住
じゅう

　毛
もう

利
り

律
りつ

子
こ

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

Internet Archive

、https://
archive.org/
History of Japan

「
出で

島じ
ま

三さ
ん

学が
く

者し
ゃ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

論ろ
ん : 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
国こ

く

民み
ん

性せ
い

を
め
ぐ
っ
て
」

２
０
１
８

大お
お

阪さ
か

大だ
い

学が
く

言げ
ん

語ご

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト.

（O
UKA

）「
ケ

ン
ペ
ル
『
日に

本ほ
ん

誌し

』
及お

よ

び
「
鎖さ

国こ
く

論ろ
ん

」
：
メ
モ
」

http://w
w
w
. FREEASSOCIA

TIONS . ORG/

中ち
ゅ
う

国ご
く

を
意い

識し
き

し
た
対た

い

外が
い

向む

け

で
あ
っ
た
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

童ど
う

謡よ
う

の
「
ひ
な
祭ま

つ

り
」
の
歌か

詞し

、「
お
内だ

い

裏り

様さ
ま

と
お
雛ひ

な

様さ
ま

…
」

の
「
お
内だ

い

裏り

様さ
ま

」
と
は
天て

ん

皇の
う

、

皇こ
う

族ぞ
く

の
名め

い

称し
ょ
うと
な
る
。

　

こ
こ
で
は
「
天て

ん

皇の
う

」
と

「
王お

う

」
の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

の
違ち

が

い
や
外が

い

国こ
く

語ご

に
訳や

く

し
た
時と

き

の
「
エ
ン
ペ

ラ
ー
」
に
つ
い
て
の
説せ

つ

明め
い

な
ど

は
割か

つ

愛あ
い

す
る
が
、
何な

に

は
と
も

あ
れ
、
元げ

ん

号ご
う

も
変か

わ
る
こ
の

時じ

期き

に
、
で
き
る
だ
け
多お

お

く

の
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

を
読よ

ん
で
み

た
い
と
思お

も

っ
て
い
る
。

　

旧
き
ゅ
う

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

で
は
、
ア
ダ
ム

と
イ
ブ
が
人じ

ん

類る
い

の
父ち

ち

親お
や

、
母は

は

親お
や

と
い
う
設せ

っ

定て
い

で
あ
る
が
、

日に

本ほ
ん

で
は
伊い

ざ

弉な

諾ぎ
の

尊み
こ
と（
イ
ザ

ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
伊い

耶ざ

那な

美み
の

尊み
こ
と（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）

で
あ
っ
た
と
古こ

事じ

記き

や
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

は
伝つ

た

え
て
い
る
。
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

か
ら
現げ

ん

代だ
い

ま
で
の
天て

ん

皇の
う

の
お
名な

前ま
え

や
元げ

ん

号ご
う

等と
う

々と
う

、
知し

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
。

☆

　

あ
た
ら
し
い
時じ

代だ
い

を
目も

く

前ぜ
ん

に
し
て
普ふ

段だ
ん

触ふ

れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

な
ど

を
通と

お

し
て
、
再さ

い

発は
っ

見け
ん

の
楽た

の

し

み
を
味あ

じ

わ
い
た
い
。

け
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

で
の
「
鎖さ

国こ
く

」

と
い
う
言こ

と

葉ば

は
、
こ
こ
で
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。

　

さ
て
、
ケ
ン
ペ
ル
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

天て
ん

皇の
う

は
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
６
０

年ね
ん

に
始は

じ

ま
り
、
当と

う

時じ

の

１
６
９
３
年ね

ん

ま
で
続つ

づ

い
て
い

る
こ
と
に
触ふ

れ
、要よ

う

約や
く

す
る
と
、

「
同お

な

じ
一い

ち

族ぞ
く

の
１
１
４
人に

ん

の

長ち
ょ
う

男な
ん

の
直

ち
ょ
っ

系け
い

子し

孫そ
ん

た
ち
が
皇こ

う

帝て
い

位い

を
継け

い

承し
ょ
う
し
て
お
り
、
こ

の
一い

ち

族ぞ
く

は
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
創そ

う

建け
ん

者し
ゃ

で
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
一い

ち

族ぞ
く

と

さ
れ
、
人ひ

と

々び
と

に
深ふ

か

く
敬う

や
ま

わ
れ

て
い
る
」
と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
ケ
ン
ペ
ル
は
、
日に

本ほ
ん

に
は
、
聖せ

い

職し
ょ
く

的て
き

皇こ
う

帝て
い

（
＝

天て
ん

皇の
う

）
と
世せ

俗ぞ
く

的て
き

皇こ
う

帝て
い

（
＝

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

）
の
「
二ふ

た

人り

の
支し

配は
い

者し
ゃ

」
が
い
る
と
述の

べ
、
英え

い

語ご

の
翻ほ

ん

訳や
く

で
は
「
エ
ン
ペ
ラ
ー
」

と
な
っ
た
。

　

ケ
ン
ペ
ル
以い

降こ
う

、
欧お

う

米べ
い

か

ら
や
っ
て
き
た
学が

く

者し
ゃ

や
使し

節せ
つ

団だ
ん

は
天て

ん

皇の
う

と
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

を
「
皇こ

う

帝て
い

＝
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
と
呼よ

び
、

日に

本ほ
ん

に
は
「
２
人に

ん

の
皇こ

う

帝て
い

が

存そ
ん

在ざ
い

す
る
」
な
ど
と
記き

録ろ
く

さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

歴れ
き

史し

的て
き

に
は
、「
天て

ん

皇の
う

」
と

い
う
言こ

と

葉ば

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

な
ど
の
対た

い

外が
い

向む

け
に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
漢か

ん

語ご

表ひ
ょ
う

現げ
ん

で
あ
り
、
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

が

天て
ん

皇の
う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
新し

ん

国こ
っ

家か

体た
い

制せ
い

を
整せ

い

備び

す
る
段だ

ん

階か
い

で
対た

い

外が
い

向む

け
の
「
天て

ん

皇の
う

」
を
一い

っ

般ぱ
ん

化か

さ
せ
た
。

　

そ
れ
以い

前ぜ
ん

は
、
天て

ん

皇の
う

は
御ご

所し
ょ

を
表あ

ら
わ

す
「
内だ

い

裏り

」
と
呼よ

ば
れ
た
り
、
御ご

所し
ょ

の
門も

ん

を
表

あ
ら
わ

す
「
御み

門か
ど

」
と
呼よ

ば
れ
て
い

た
。「
み
か
ど
」
に
「
帝み

か
ど

」
の

漢か
ん

字じ

を
当あ

て
る
の
も
や
は
り
、

と
が
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
図ず

版は
ん

と
と
も
に

客き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

に
解か

い

説せ
つ

さ
れ
て
い
る
。

　

彼か
れ

の
遺い

稿こ
う

は
イ
ギ
リ
ス
国こ

く

王お
う

に
仕つ

か

え
た
侍じ

医い

で
収

し
ゅ
う

集し
ゅ
う

家か

の
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
に
売う

ら

れ
た
。
ス
ロ
ー
ン
は
『
日に

本ほ
ん

誌し

』（T
h
e H
istory of 

Jap
an

）
を
英え

い

語ご

、
フ
ラ
ン

ス
語ご

、
オ
ラ
ン
ダ
語ご

に
も
訳や

く

し
、
ロ
ン
ド
ン
で
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ

た
。『
日に

本ほ
ん

誌し

』
は
、
特と

く

に

フ
ラ
ン
ス
語ご

版ば
ん

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ

た
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
啓け

い

蒙も
う

思し

想そ
う

家か

で
初は

じ

め
て
百

ひ
ゃ
っ

科か

事じ

典て
ん

を
編へ

ん

纂さ
ん

し
た
と
い
わ
れ
る

ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
が
『
百

ひ
ゃ
っ

科か

全ぜ
ん

書し
ょ

』
の
日に

本ほ
ん

関か
ん

連れ
ん

項こ
う

目も
く

に
、

ほ
ぼ
全す

べ

て
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日に

本ほ
ん

誌し

』
を
典て

ん

拠き
ょ

と
し
た
こ
と

が
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
く
と
な
っ
て
、
知ち

識し
き

人じ
ん

の
間あ

い
だ
で
一い

っ

世せ
い

を
風ふ

う

靡び

す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
、
カ
ン

ト
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
ら
も
愛あ

い

読ど
く

し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
１
９
世せ

い

紀き

の
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
に
繋つ

な

が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

　

ま
た
、
志し

筑づ
き

忠た
だ

雄お

は
享

き
ょ
う

和わ

元が
ん

（
１
８
０
１
）
年ね

ん

に
こ
の

付ふ

録ろ
く

論ろ
ん

文ぶ
ん

を
訳や

く

出し
ゅ
つ

し
た
が
、

題だ
い

名め
い

が
あ
ま
り
に
長な

が

い
こ
と

か
ら
文ぶ

ん

中ち
ゅ
うに
適て

き

当と
う

な
言こ

と

葉ば

を

探さ
が

し
、『
鎖さ

国こ
く

論ろ
ん

』
と
名な

付づ

の
、
バ
タ
ビ
ア
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
首し

ゅ

都と

ジ
ャ
カ
ル
タ
の

オ
ラ
ン
ダ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

時じ

代だ
い

の
名め

い

称し
ょ
う）
か
ら
シ
ャ
ム
（
タ
イ
王お

う

国こ
く

の
旧

き
ゅ
う

名め
い

称し
ょ
う）
へ
の
旅た

び

の
記き

録ろ
く

か

ら
始は

じ

ま
り
、
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

や

地ち

理り

・
自し

然ぜ
ん

、
政せ

い

治じ

、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う、

貿ぼ
う

易え
き

な
ど
の
解か

い

説せ
つ

、
終

し
ゅ
う

盤ば
ん

に

は
江え

戸ど

へ
の
参さ

ん

府ぷ

旅り
ょ

行こ
う

で
の
経け

い

験け
ん

、
日に

本ほ
ん

の
動ど

う

植し
ょ
く

物ぶ
つ

や
、
政せ

い

治じ

、
文ぶ

ん

化か

な
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
こ

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人じ

ん

医い

師し

・
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

。
リ
ン
ネ

の
弟で

子し

で
あ
っ
た
。
安あ

ん

永え
い

４

（
１
７
７
５
）
年ね

ん

か
ら
安あ

ん

永え
い

５
（
１
７
７
６
）
年ね

ん

ま
で
出で

島じ
ま

に
滞た

い

在ざ
い

。
長な

が

崎さ
き

商し
ょ
う

館か
ん

医い

を
務つ

と

め
た
。
多た

数す
う

の
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

標
ひ
ょ
う

本ほ
ん

を
持も

ち
帰か

え

り
学が

く

名め
い

を
付つ

け

た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
通つ

う

訳や
く

者し
ゃ

や
蘭ら

ん

学が
く

者し
ゃ

に
医い

学が
く

・
薬や

く

学が
く

・
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

学が
く

を
教お

し

え
た
。『
江え

戸ど

参さ
ん

府ぷ

随ず
い

行こ
う

記き

』
を
著あ

ら

わ
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ド
イ

ツ
人じ

ん

医い

師し

・
博は

く

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

。
文ぶ

ん

政せ
い

６
（
１
８
２
３
）
年ね

ん

か
ら

文ぶ
ん

政せ
い

１
２
（
１
８
２
９
）
年ね

ん

ま
で
出で

島じ
ま

に
滞た

い

在ざ
い

。
長な

が

崎さ
き

商
し
ょ
う

館か
ん

医い

と
し
て
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
た
が
、

翌よ
く

年と
し

に
は
鳴な

る

滝た
き

塾じ
ゅ
くを
開ひ

ら

い
て

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
医い

学が
く

・
博は

く

物ぶ
つ

学が
く

の

指し

導ど
う

を
行お

こ
な
う
。

　

一い
っ

方ぽ
う

で
、
日に

本ほ
ん

に
つ
い
て

の
資し

料り
ょ
うの
収

し
ゅ
う

集し
ゅ
うに
努つ

と

め
た
。

文ぶ
ん

政せ
い

１
１
（
１
８
２
８
）
年ね

ん

シ
ー
ボ
ル
ト
事じ

件け
ん

を
起お

こ

し
、
翌よ

く

年と
し

国こ
く

外が
い

追つ
い

放ほ
う

。
安あ

ん

政せ
い

６
（
１
８
５
９
）
年ね

ん

オ
ラ
ン

ダ
商

し
ょ
う

事じ

会が
い

社し
ゃ

顧こ

問も
ん

と
し
て
再さ

い

来ら
い

日に
ち

。
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

の
外が

い

交こ
う

顧こ

問も
ん

と
し
て
も
働は

た
ら

い
た
。
文ぶ

ん

久き
ゅ
う２
（
１
８
６
２
）
年ね

ん

帰き

国こ
く

。
著ち

ょ

書し
ょ

に
『
日に

本ほ
ん

』『
日に

本ほ
ん

植し
ょ
く

物ぶ
つ

誌し

』『
日に

本ほ
ん

動ど
う

物ぶ
つ

誌し

』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書し

ょ

物も
つ

は
ペ
リ
ー
の
来ら

い

航こ
う

に
も
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
た
。

　

ケ
ン
ペ
ル
の
記き

述じ
ゅ
つに
は
、

「
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

体た
い

が
礼れ

い

儀ぎ

作さ

法ほ
う

を

教お
し

え
る
高こ

う

等と
う

学が
っ

校こ
う

」
で
あ
り
、

こ
の
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
さ
が
、「
身み

分ぶ
ん

の
低ひ

く

い
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うか
ら
最も

っ
と
も
身み

分ぶ
ん

の
高た

か

い
大だ

い

名み
ょ
うま
で
た
い
へ
ん
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
」。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
も
、日に

本ほ
ん

に
は

「
厳げ

ん

然ぜ
ん

と
し
た
身み

分ぶ
ん

制せ
い

度ど

が

存そ
ん

在ざ
い

し
つ
つ
も
、
そ
の
態た

い

度ど

や
振ふ

る
舞ま

い
に
於お

い
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

全ぜ
ん

般ぱ
ん

に
大た

い

差さ

が
な
い
」
と

指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
国こ

く

民み
ん

性せ
い

を

讃さ
ん

嘆た
ん

す
る
と
と
も
に
、
土と

地ち

が
良よ

く
開か

い

墾こ
ん

さ
れ
、
街か

い

道ど
う

に

あ
る
一い

ち

里り

塚づ
か

の
標

ひ
ょ
う

識し
き

が
良よ

く

整せ
い

備び

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
《
そ
の
国く

に

の
き
れ
い
さ
と

快か
い

適て
き

さ
に
お
い
て
、
か
つ
て

こ
ん
な
に
も
気き

持も

ち
が
い
い

旅た
び

が
で
き
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ

以い

外が
い

に
は
無な

か
っ
た
。
ま
た

人じ
ん

口こ
う

の
豊ゆ

た

か
さ
、
よ
く
開か

い

墾こ
ん

さ
れ
た
土と

地ち

の
様よ

う

子す

は
、
言こ

と

葉ば

で
は
言い

い
尽つ

く
せ
な
い
ほ

ど
で
あ
る
》

　

彼か
れ

ら
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文ぶ

ん

化か

中ち
ゅ
う

心し
ん

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

を
基き

準じ
ゅ
んに

し
た
比ひ

較か
く

論ろ
ん

で
日に

本ほ
ん

を
見み

て

い
る
と
し
て
も
、「
日に

本ほ
ん

は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以い

外が
い

の
世せ

界か
い

で
は
最も

っ
と

も
文ぶ

ん

明め
い

化か

さ
れ
た
民み

ん

族ぞ
く

」
と
述の

べ
て

い
る
。

　

ツ
ュ
ン
ベ

リ
ー
は
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

族ぞ
く

が
最も

っ
と

も

優す
ぐ

れ
た
人じ

ん

種し
ゅ

で
あ
る
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
信し

ん

じ

切き

っ
て
い
る
。

そ
の
根こ

ん

拠き
ょ

は
、

太た
い

陽よ
う

に
由ゆ

来ら
い

す
る
祖そ

先せ
ん

を
持も

つ
か
ら
で
あ
る
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
自じ

分ぶ
ん

の
祖そ

国こ
く

に
対た

い

し
て
は

感か
ん

激げ
き

家や

で
、
先せ

ん

祖ぞ

の
偉い

業ぎ
ょ
うを

誇ほ
こ

り
と
し
て
い
る
。
教

き
ょ
う

養よ
う

あ

る
人ひ

と

も
普ふ

通つ
う

の
人ひ

と

も
天て

ん

皇の
う

の

古ふ
る

い
皇こ

う

統と
う

に
対た

い

し
限か

ぎ

り
な
い

愛あ
い

着ち
ゃ
くを
抱だ

き
、
古ふ

る

い
信し

ん

仰こ
う

や

風ふ
う

俗ぞ
く

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
重お

も

ん
じ
る
。

　

三さ
ん

人に
ん

の
学が

く

者し
ゃ

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
短た

ん

所し
ょ

に
つ
い
て
の
報ほ

う

告こ
く

も

怠お
こ
た
っ
て
お
ら
ず
、
三さ

ん

人に
ん

と
も

に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
「
タ
テ
マ
エ

と
ホ
ン
ネ
」
を
使つ

か

い
分わ

け
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
指し

摘て
き

し

て
い
る
。

　

ケ
ン
ペ
ル
に
対た

い

し
て
は
、

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
漏も

ら
し
て

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
姿す

が
た

を
目め

に
す

る
こ
と
は
稀ま

れ

な
こ
と
な
の
で
、

「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

が
お
出で

ま
し
の

よ
う
だ
」
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
得え

る
と
、
居い

て
も
立た

っ
て
も
居い

ら
れ
な
い
気き

持も

ち
で
家い

え

を
飛と

び
出だ

し
、
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
交ま

じ
っ
て

無む

我が

夢む

中ち
ゅ
うで
手て

を
振ふ

る
。

　

お
車く

る
ま
は
ス
ピ
ー
ド
を
落お

と

し

て
い
て
も
、
ホ
ン
の
一い

っ

瞬し
ゅ
んで
あ

る
が
、
ご
尊そ

ん

顔が
ん

を
拝は

い

す
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
ま
る
で
自じ

分ぶ
ん

に
手て

を
振ふ

っ
て
く
れ
た
か
の

よ
う
に
感か

ん

激げ
き

す
る
。
そ
の
感か

ん

激げ
き

は
、
何な

ん

と
も
言い

え
な
い
幸こ

う

福ふ
く

感か
ん

で
あ
り
、
安あ

ん

心し
ん

感か
ん

と
言い

え
よ
う
。

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
姿す

が
た
を
拝は

い

し
て

平へ
い

和わ

な
日に

本ほ
ん

で
生い

き
て
い
る

こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
ひ
と
時と

き

。

そ
う
い
う
感か

ん

慨が
い

に
浸ひ

た

れ
る
と

　

昭
し
ょ
う

和わ

生う

ま
れ
の
も
の
は
、

日に

本ほ
ん

の
バ
ブ
ル
経け

い

済ざ
い

の
な

か
で
、
１
９
８
９
年ね

ん

１
月が

つ

７
日か

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

崩ほ
う

御ぎ
ょ

に
よ

り
、
平へ

い

成せ
い

の
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え

た
。

　

そ
し
て
平へ

い

成せ
い

元が
ん

年ね
ん

２
月が

つ

▼
初は

じ

め
て
目め

に
し
た「
大た

い

喪そ
う

の
儀ぎ

」

２
４
日か

、
氷ひ

雨さ
め

降ふ

る
中な

か

、
大た

い

喪そ
う

の
礼れ

い

が
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
た
。

そ
の
と
き
国こ

く

民み
ん

は
、「
畏お

そ

れ
多お

お

く
も
」
一い

ち

連れ
ん

の
厳お

ご
そ
か
な
皇こ

う

室し
つ

儀ぎ

式し
き

を
、
テ
レ
ビ
画が

面め
ん

で
、

解か
い

説せ
つ

者し
ゃ

の
説せ

つ

明め
い

を
聞き

き
な
が

ら
目ま

の
当あ

た
り
に
し
た
の
で

あ
る
。

　

そ
の
中な

か

で
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

が
最も

っ
と
も

印い
ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た
の
は
、「
斂け

ん

葬そ
う

の
儀ぎ

」
の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る
「
轜じ

車し
ゃ

発は
つ

引い
ん

の
儀ぎ

」、
い
わ
ゆ
る
出

し
ゅ
っ

　

も
う
一ひ

と
つ
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

３
４

年ね
ん

（
１
９
５
９
年ね

ん

）
の
今き

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
ご

成せ
い

婚こ
ん

パ
レ
ー
ド
だ
。
こ
の
お

姿す
が
た

以い

上じ
ょ
うに
美う

つ
く
し
い
も
の
が
、

こ
の
世よ

に
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、

当と
う

時じ

、
１
０
歳さ

い

の
私わ

た
し
の
心こ

こ
ろ
に

深ふ
か

く
刻き

ざ

み
込こ

ま
れ
、
今い

ま

で
も

そ
の
記き

憶お
く

は
鮮せ

ん

明め
い

に
蘇

よ
み
が
える
。

ま
た
、
繰く

り
返か

え

し
報ほ

う

道ど
う

さ
れ

る
当と

う

時じ

の
映え

い

像ぞ
う

を
見み

る
た
び

感か
ん

動ど
う

も
一ひ

と

入し
お

で
あ
る
。

私わ
た
し
は
、
あ
の
時と

き

の
お
姿

す
が
た

以い

上じ
ょ
うに
美う

つ
く
し
い
も
の
は
、
未い

ま

だ

か
つ
て
見み

た
こ
と
が
無な

い
と
い

う
感か

ん

慨が
い

を
抱だ

い
て
い
る
。

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
い
て
も
、
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

が
平へ

い

時じ

に
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

天
てん

瓊
ぎょう

を以
もっ

て滄
そう

海
かい

を探
さぐ

るの図
ず

（小
こ

林
ばやし

永
えい

濯
たく

・画
が

、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

）。右
みぎ

がイザナギ、左
ひだり

がイザナミ。二
ふた

人
り

は
天
てん

の橋
はし

に立
た

っており、矛
ほこ

で混
こん

沌
とん

をかき混
ま

ぜて島
しま

（日
に

本
ほん

）を作
つく

っているところ（Kobayashi Eitaku, 
Izanagi and Izanami, c. 1885. From Wikimedia 
Commons）

1989 年
ねん

2月
がつ

24日
か

、昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

の大
たい

喪
そう

の礼
れい

「葬
そう

場
ば

殿
でん

の儀
ぎ

」（Website 
of the Imperial Household Agency）

「大
たい

正
しょう

天
てん

皇
のう

崩
ほう

御
ぎょ

」の報
ほう

に接
せっ

し、ただちに葱
そう

華
か

輦
れん

を担
かつ

ぐ練
れん

習
しゅう

を始
はじ

め
た八

や

瀬
せ

童
どう

子
じ

（歴
れき

史
し

写
じゃ

真
しん

会
かい

「歴
れき

史
し

写
じゃ

真
しん

（大
たい

正
しょう

天
てん

皇
のう

御
ご

大
たい

葬
そう

記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

帖
ちょう

）」より、Wikimedia Commons）

棺か
ん

に
あ
た
り
、
天て

ん

皇の
う

の
「
葱そ

う

華か

輦れ
ん

（
御み

輿こ
し

）」
を
担か

つ

ぐ
人ひ

と

達た
ち

、
天て

ん

皇の
う

の
棺ひ

つ
ぎ
を
担か

つ

ぐ
八や

瀬せ

童ど
う

子じ

の
姿す

が
たで
あ
っ
た
。

　

氷ひ

雨さ
め

降ふ

る
静せ

い

寂じ
ゃ
くの
中な

か

、
伝で

ん

統と
う

的て
き

装し
ょ
う

束ぞ
く

に
身み

を
固か

た

め
、
一い

っ

糸し

乱み
だ

れ
ぬ
規き

則そ
く

正た
だ

し
い
足あ

し

音お
と

で
、
つ
ま
先さ

き

で
歩あ

る

く
様よ

う

子す

を

初は
じ

め
て
見み

た
。

　

か
つ
て
八は

ち

瀬せ

童ど
う

子じ

の
こ
と

を
歴れ

き

史し

小し
ょ
う

説せ
つ

で
読よ

ん
だ
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
初は

じ

め
て
実じ

っ

際さ
い

に
目め

に
し
て
言こ

と

葉ば

に
な
ら
な

い
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
た
。
そ
れ
は

荘そ
う

厳ご
ん

極き
わ

ま
り
、
そ
の
足あ

し

音お
と

が

脳の
う

裏り

に
強つ

よ

く
刻き

ざ

ま
れ
て
忘わ

す

れ

ら
れ
な
い
。

は
な
ら
な
い
と
誓ち

か

っ
て
い
る

当と
う

の
人じ

ん

物ぶ
つ

が
ケ
ン
ペ
ル
に
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
も
た
ら
す
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
っ

た
こ
と
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
に
対た

い

し
て

は
、
通つ

う

詞じ

（
通つ

う

訳や
く

）
が
「
外そ

と

向む

け
」
と
「
内う

ち

向む

き
」
の
二に

重じ
ゅ
う

基き

準じ
ゅ
んを
自じ

覚か
く

し
、
シ
ー

ボ
ル
ト
本ほ

ん

人に
ん

に
公こ

う

言げ
ん

し
て
い

た
こ
と
。
つ
ま
り
、
通つ

う

詞じ

は

外そ
と

向む

け
に
は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
対た

い

し

て
監か

ん

視し

を
す
る
が
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
側が

わ

の
態た

い

度ど

に
よ
っ
て
は
、

表お
も
て

向む

き
の
態た

い

度ど

が
変へ

ん

化か

し

得う

る
、
と
い
う
訳わ

け

で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
こ
う
し
て

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
表お

も
て
と
裏う

ら

、
ホ
ン
ネ

と
タ
テ
マ
エ
の
二に

重じ
ゅ
う

基き

準
じ
ゅ
ん

が
あ
る
と
指し

摘て
き

し
た
。

い
う
こ
と
は
、
取と

り
も
直な

お

さ

ず
国く

に

の
安あ

ん

寧ね
い

を
実じ

っ

感か
ん

す
る
と

き
で
あ
る
。

（【
注ち

ゅ
う

】「
八や

瀬せ

童ど
う

子じ

＝
室む

ろ

町ま
ち

期き

・
延え

ん

元げ
ん

（
１
３
３
６
）

年ね
ん

、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
足あ

し

利か
が

尊た
か
う

氏じ

の
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

を
避さ

け
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

に
向む

か
っ
た
際さ

い

、
八や

瀬せ

童ど
う

子じ

ら
が
護ご

衛え
い

し
、
輿こ

し

を
か

つ
い
で
登の

ぼ

っ
た
。
そ
の
功こ

う

に
よ
り
納の

う

税ぜ
い

が
免め

ん

除じ
ょ

さ
れ
、

戦せ
ん

前ぜ
ん

ま
で
続つ

づ

い
た
。
現げ

ん

在ざ
い

も
天て

ん

皇の
う

の
移い

動ど
う

時じ

の
輿こ

し

や
、

葬そ
う

儀ぎ

に
あ
た
る
「
大た

い

喪そ
う

」
で

棺ひ
つ
ぎを
載の

せ
た
輿こ

し

を
担か

つ

ぐ
役や

く

割わ
り

も
任ま

か

さ
れ
、
皇こ

う

室し
つ

と
深ふ

か

い
つ
な
が
り
を
持も

つ
。
現げ

ん

在ざ
い

、
同ど

う

会か
い

に
は
子し

孫そ
ん

ら
約や

く

１
１
０
世せ

帯た
い

が
所し

ょ

属ぞ
く

し
て

い
る
」

▼
は
じ
め
て
皇こ

う

統と
う

に
つ
い
て

言げ
ん

及き
ゅ
う

し
た
ケ
ン
ペ
ル

▼
日に

本ほ
ん

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
出で

島じ
ま

三さ
ん

学が
く

者し
ゃ

大お
お

い
に
自じ

分ぶ
ん

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
イ
デ
ン
チ
ダ
ー
デ
）

　

出で

島じ
ま

三さ
ん

学が
く

者し
ゃ

と
は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

、
長な

が

崎さ
き

の
出で

島じ
ま

に
来ら

い

日に
ち

し
て
博は

く

物ぶ
つ

学が
く

的て
き

研け
ん

究き
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ

た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ

ル
、
カ
ー
ル
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ

ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
三さ

ん

人に
ん

の

学が
く

者し
ゃ

の
こ
と
で
あ
る
。

　

当と
う

時じ

幕ば
く

府ふ

は
鎖さ

国こ
く

政せ
い

策さ
く

に

よ
り
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交こ

う

易え
き

の

み
を
認み

と

め
て
い
た
が
、
三さ

ん

人に
ん

は
い
ず
れ
も
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
三さ

ん

人に
ん

の

学が
く

者し
ゃ

に
よ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
讃さ

ん

嘆た
ん

す
る
書し

ょ

と
し
て
。

　

大お
お

阪さ
か

大だ
い

学が
く

言げ
ん

語ご

文ぶ
ん

化か

共
き
ょ
う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ
うプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
出で

島じ
ま

三さ
ん

学が
く

者し
ゃ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

論ろ
ん

」
か

ら
、
一い

ち

部ぶ

抜ば
っ

粋す
い

し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し

た
い
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ

ン
ペ
ル
は
、
ド
イ
ツ
人じ

ん

医い

師し

・
博は

く

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

。
元げ

ん

禄ろ
く

３

（
１
６
９
０
）
年ね

ん

か
ら
元げ

ん

禄ろ
く

５
（
１
６
９
２
）
年ね

ん

ま
で

出で

島じ
ま

に
滞た

い

在ざ
い

。
長な

が

崎さ
き

商し
ょ
う

館か
ん

医い

を
務つ

と

め
た
。
著ち

ょ

書し
ょ

『
日に

本ほ
ん

誌し

』
は
、
彼か

れ

の
死し

後ご

英え
い

訳や
く

版ば
ん

で
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
。

　

カ
ー
ル
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー

　

オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

館か
ん

付づ
け

医い

員い
ん

と

し
て
元げ

ん

禄ろ
く

３
（
１
６
９
０
）

年ね
ん

来ら
い

日に
ち

し
た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル

ト
・
ケ
ン
ペ
ル
は
「
日に

本ほ
ん

」

と
い
う
国く

に

を
、
初は

じ

め
て
体た

い

系け
い

的て
き

に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
資し

料り
ょ
う『
日に

本ほ
ん

史し

』
を
著あ

ら
わ

し
た
。
そ
れ
は
、

２
年ね

ん

間か
ん

日に

本ほ
ん

に
滞た

い

在ざ
い

し
た
著ち

ょ

者し
ゃ

が
、
帰き

国こ
く

後ご

に
執し

っ

筆ぴ
つ

し
た

日に

本ほ
ん

風ふ
う

物ぶ
つ

誌し

で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

に
た
ど
り
着つ

く
ま
で

に
つ
い
て
顧か

え
り

み
る
に
ふ
さ
わ

し
い
時じ

機き

に
し
た
い
も
の
だ
。

▼
壮そ

う

麗れ
い

な
ご
成せ

い

婚こ
ん

パ
レ
ー
ド

出
で

島
じま

三
さん

学
がく

者
しゃ

ケンペルの想
そう

像
ぞう

図
ず

（出典 : 
Wikipedia）

カール・ツュンベリー（Carl 
Peter Thunberg (1743-1828) 
- 出典 : Wikipedia）

フィリップ・フランツ・フォン・
シーボルト（出典 : Wikipedia）
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４
つ
の
艦か

ん

砲ぽ
う

射し
ゃ

撃げ
き

が
落お

ち
た
。

防ぼ
う

空く
う

壕ご
う

の
入い

り

口ぐ
ち

に
爆ば

く

弾だ
ん

が
落お

ち
て
、
父ち

ち

親お
や

も
即そ

く

死し

し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
戦せ

ん

争そ
う

は
嫌き

ら

い

な
ん
だ
。
で
も
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

は

慰い

霊れ
い

の
た
め
に
１
１
回か

い

も
沖お

き

縄な
わ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
て
下く

だ

さ
り
、
平へ

い

和わ

国こ
っ

家か

と
し
て
の
日に

本ほ
ん

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うを
体た

い

現げ
ん

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
」

と
拝お

が

ん
だ
。

　
「
こ
の
平へ

い

成せ
い

の
３
０
年ね

ん

間か
ん

に

は
、
も
ち
ろ
ん
様さ

ま

々ざ
ま

な
自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

防ふ
せ

ぎ
よ
う
の
な
い
こ
と
。
そ

れ
を
除の

ぞ

け
ば
、
戦せ

ん

争そ
う

も
な
い

平へ
い

和わ

な
素す

晴ば

ら
し
い
時じ

代だ
い

だ
っ
た
」
と
平へ

い

成せ
い

の
幕ま

く

引ひ

き

を
惜お

し
ん
だ
。

　

ま
た
、
そ
の
数す

う

日じ
つ

後ご

に
は
、

宮き
ゅ
う

中ち
ゅ
う

茶ち
ゃ

会か
い

に
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。「
二に

重じ
ゅ
う

橋ば
し

を
渡わ

た

る
の
は
初は

じ

め
て

だ
っ
た
。
ご
接せ

っ

見け
ん

の
際さ

い

に
は
、

た
く
さ
ん
の
招

し
ょ
う

待た
い

客き
ゃ
くが
前ま

え

に

で
国こ

く

民み
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
ら
れ

る
場ば

面め
ん

も
あ
り
、
上う

え

原は
ら

氏し

は
「
陛へ

い

下か

の
お
言こ

と

葉ば

に
胸む

ね

が

ド
キ
ド
キ
す
る
の
を
感か

ん

じ
た
。

式し
き

典て
ん

後ご

も
お
言こ

と

葉ば

を
何な

ん

度ど

も

拾ひ
ろ

い
読よ

み
し
て
い
る
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
心こ

こ
ろ
か
ら
尊そ

ん

敬け
い

を
申も

う

し
上あ

げ
る
お
方か

た

だ
」
と
話は

な

し
た
。

　

特と
く

に
、
印い

ん

象し
ょ
う

深ぶ
か

く
残の

こ

っ
て

の
が
、
式し

き

典て
ん

で
歌う

た

い
上あ

げ
ら

れ
た「
歌う

た

声ご
え

の
響ひ

び
き」。
こ
れ
は
、

皇こ
う

太た
い

子し

時じ

代だ
い

に
沖お

き

縄な
わ

の
ハ
ン

セ
ン
病

び
ょ
う

療り
ょ
う

養よ
う

所じ
ょ

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ

れ
た
際さ

い

、
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

が
お
見み

送お
く

り
で
沖お

き

縄な
わ

民み
ん

謡よ
う

「
だ
ん
じ
ゅ

か
り
ゆ
し
」
を
合が

っ

唱し
ょ
うし
、
そ

の
思お

も

い
出で

を
陛へ

い

下か

が
琉

り
ゅ
う

歌か

で

詠よ

み
、
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

が
作さ

っ

曲き
ょ
くさ

れ
た
も
の
だ
。

　

上う
え

原は
ら

氏し

は
「
僕ぼ

く

は
小お

禄ろ
く

の

出し
ゅ
っ

身し
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

の
那な

覇は

国こ
く

際さ
い

空く
う

港こ
う

は
昔む

か
し
は
小お

禄ろ
く

飛ひ

行こ
う

場
じ
ょ
う

で
、
１
メ
ー
ト
ル
の
間あ

い
だに
３
、

い
た
が
、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

が

私わ
た
しに
気き

づ
い
て
手て

を
振ふ

っ
て
下く

だ

さ
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、
前ま

え

に
い
た
人ひ

と

た
ち
が
開あ

け
て
く

れ
て
、
少す

こ

し
ば
か
り
お
話は

な
し
す

る
こ
と
が
出で

来き

ま
し
た
」
と

笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

上う
え

原は
ら

氏し

は
、
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周
し
ゅ
う

年ね
ん

を
振ふ

り

返か
え

り
つ
つ
、「
英え

い

国こ
く

Ｂ

Ｂ
Ｃ
や
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
な

ど
世せ

界か
い

的て
き

メ
デ
ィ
ア
か
ら
取し

ゅ

材ざ
い

を
受う

け
た
。
取し

ゅ

材ざ
い

後ご

、
録ろ

く

音お
ん

を
切き

っ
た
後あ

と

に
『
移い

民み
ん

国こ
っ

家か

の
歴れ

き

史し

の
な
か
で
、
あ
る

少し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

を
顕け

ん

彰し
ょ
うす
る
の
は

異い

例れ
い

だ
。
な
ぜ
僅わ

ず

か
０
・７
％

し
か
い
な
い
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
移い

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
、
ブ
ラ
ジ
ル

が
こ
ぞ
っ
て
後あ

と

押お

し
し
た
の

か
』と
尋た

ず

ね
ら
れ
た
」と
い
う
。

　
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
馬ば

鹿か

に
さ

れ
よ
う
が
騙だ

ま

さ
れ
よ
う
が
抵て

い

抗こ
う

せ
ず
、
正

し
ょ
う

直じ
き

さ
を
貫つ

ら
ぬ
い
て

一い
っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
働は

た
らい
た
。
そ
し

て
、
子こ

供ど
も

の
教

き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
ら
を
入は

い

れ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
１
４
％
も
い
る
。

こ
う
し
て
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

を
経へ

て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
認み

と

め
ら
れ
た
。
そ
の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
の
は
修

し
ゅ
う

身し
ん

の
力ち

か
ら
だ

ろ
う
」
と
見み

て
い
る
。

　

最さ
い

後ご

に
、
新し

ん

天て
ん

皇の
う

に
ご
即そ

く

位い

さ
れ
る
皇こ

う

太た
い

子し

徳な
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

に
つ
い
て
、「
移い

民み
ん

百
ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
時と

き

に
殿で

ん

下か

に
付つ

い
て

各か
く

地ち

を
訪ほ

う

問も
ん

し
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
ど
こ
で
も
大た

い

変へ
ん

ご

立り
っ

派ぱ

な
お
振ふ

る

舞ま

い
で
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
移い

民み
ん

の
こ
と
を
大た

い

変へ
ん

気き

に
か
け
て
く
だ
さ
る
。
若わ

か

い

時と
き

に
は
英え

い

国こ
く

に
も
ご
留

り
ゅ
う

学が
く

さ

れ
、
国こ

く

際さ
い

事じ

情じ
ょ
うに
も
通つ

う

じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
今こ

ん

後ご

も
、
国こ

く

際さ
い

親し
ん

善ぜ
ん

に
大お

お

い
に
ご
貢こ

う

献け
ん

さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
新あ

ら

た
な
御み

代よ

に
期き

待た
い

を

寄よ

せ
た
。（
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

天
てん

皇
のう

陛
へい

下
か

御
ご

在
ざい

位
い

30周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

に参加して
「
言こ

と

葉ば

に
代か

え
難が

た

い
感か

ん

動ど
う

」

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

か
ら
唯ゆ

い

一い
つ

、特と
く

別べ
つ

招し
ょ
う

待た
い

受う

け
て

　

上う
え

原は
ら

氏し

は
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

那な

覇は

市し

（
旧

き
ゅ
う

字あ
ざ

小お

禄ろ
く

村む
ら

）
出し

ゅ
っ
し
ん身で
、

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
１
９
３
６
年ね

ん

に
当と

う

時じ

９
歳さ

い

で
渡と

伯は
く

し
た
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
大だ

い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
し
て

知し

ら
れ
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

年ね
ん

と
し

て
両

り
ょ
う

国こ
く

で
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

わ
れ
た

０
８
年ね

ん

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
理り

事じ

長ち
ょ
うの
重

じ
ゅ
う

責せ
き

を
務つ

と

め
あ

げ
た
。

　
「
僕ぼ

く

み
た
い
な
人に

ん

間げ
ん

を
招

し
ょ
う

待た
い

し
て
下く

だ

さ
る
な
ん
て
…
。

本ほ
ん

当と
う

に
感か

ん

謝し
ゃ

で
い
っ
ぱ
い
で

す
」。
時と

き

折お
り

言こ
と

葉ば

を
詰つ

ま
ら

せ
な
が
ら
取し

ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ
た
上う

え

原は
ら

氏し

は
、
招

し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
うの
コ
ピ
ー

を
見み

せ
て
く
れ
た
。
そ
こ
に

は
字じ

引び
き

を
引ひ

い
て
ふ
り
仮が

名な

が
書か

き
込こ

ま
れ
て
お
り
、
い

か
に
丁て

い

重ち
ょ
うに
扱あ

つ
か
わ
れ
て
い
る

か
が
分わ

か
る
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
陛へ

い

下か

が
涙

な
み
だ

声ご
え

　

２
月が

つ

２
４
日か

、
東と

う

京き
ょ
う

都と

千ち

代よ

田だ

区く

の
国こ

く

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うに
て
、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

在ざ
い

位い

３
０

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
挙き

ょ

行こ
う

さ
れ
た
。
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

地ち

域い
き

か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
理り

事じ

長ち
ょ
うだ
っ
た
上う

え

原は
ら

幸こ
う

啓け
い

氏し

（
９
１
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

）
が
、
た
だ
一ひ

と

人り

特と
く

別べ
つ

に

招し
ょ
う

待た
い

さ
れ
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
上う

え

原は
ら

氏し

は
「
と
に
か
く
言こ

と

葉ば

に
代か

え
難が

た

い
感か

ん

動ど
う

だ
っ
た
」

と
話は

な

し
、
御ご

退た
い

位い

前ま
え

最さ
い

後ご

と
な
る
陛へ

い

下か

に
拝は

い

謁え
つ

し
た
感か

ん

激げ
き

を
振ふ

り

返か
え

っ
た
。

感
かん

動
どう

を振
ふり

返
かえ

った上
うえ

原
はら

氏
し

上
うえ

原
はら

氏
し
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祝　新天皇陛下御即位

　　 代理人 　樋口　四郎
       SHIRO HIGUCHI
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       Hasegawa Sensei
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O Bunkyo de Registro e
Associação Cultural e Esportiva de Registro
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Associação Cultural Nipo Brasileira de Registro
Rua Nakatsugawa 165 Vila Tupy - Registro - SP

Tel.: (13) 3822-4144         www.bunkyoregistro.com.br
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“O Gigantão da Construção”

DO ALICERCE AO
ACABAMENTO, VOCÊ

ENCONTRA DE TUDO NA

Rua Ática, 47 - Brooklin
(11) 5033-2001 - www.nicom.com.br

"Escola SANTA CRUZ"
Escola de Língua Japonesa

1952 2019

椎の実学園
園長　落合 磨

               Migaki Ochiai

学園に歩み続けて67年
ひとすじに只生きて来し我が道に

限りなく明日に続く道

SHIINOMI GAKUEN

Rua Santa Cruz, 2130 - Vila Gumercindo
CEP 04122-002 - São Paulo

Tel: (11) 5061-3575

ブラジル剣道連盟
Confederação Brasileira de Kendô

   須合秀樹ジョニー
剣道五段

会長

Rua dos Estudantes, 15 - 6° and. Sala 61
Liberdade - São Paulo - SP
CEP 01505-001

TEL : (11) 3203 - 2120/ 98426-2219
cbkendo@uol.com.br
www.cbkendo.esp.br

祝　新天皇御即位

祝　新天皇御即位

Kubo Shoukai
Gueitebol - Mallet Golf - Park Golf

Autorizado pela União dos Clubes de gueitebol do Brasil.
R. Galvão Bueno, 364 - Loja 4 - Liberdade - São Paulo CEP01506-000
TEL: (11) 3208 - 8348               www.kubosyoukai.weebly.com

華道家元池坊華道会
ブラジル支部

支部長　河 村　徳 子（華徳）
外  一  同

祝　新天皇陛下御即位

サンミゲル・パウリスタ日系文化体育協会　顧問
ブラジル相撲連盟　名誉会長

赤 木 政 敏
MASATOSHI AKAGI

Av. Paranaguá, 1817 - São Paulo - SP - CEP 03806-010
TEL / FAX : (11) 2546 - 4012

祝　新天皇御即位

ＡＣＡＬ　舞踊部
池芝緑苑

Ikeshiba Ryokuen

祝　新天皇陛下御即位

師範

Sake
YAUEMON

Um Sake de Sabor
apurado e So� sticado 

(11) 4329-4036 / 4828-3611
contato@nipponbebidas.com.br

祝　新天皇陛下御即位

祝　新天皇陛下御即位

南米浄土宗教団
Comunidade Budista Jodoshu da América do Sul

Templo Budista Jodoshu Nippakuji

  サンパウロ 別院日伯寺 (11) 3976-5771    São Paulo-SP

  イビウーナ日伯寺     (15) 99779-1036    Ibiúna-SP

  マリンガ日伯寺　         (44) 3323-1195     Maringá-PR

  クリチバ日伯寺        (41) 3014-6268    Curitiba-PR

e-mail: nippakuji@hotmail.com

祝　新天皇御即位

花柳流金龍会

  【稽古場】
    R. Barão de Iguape, 212 - c.j. 54 - São Paulo - SP

   Tel.:  (11) 99942-5070

花
柳
龍
富
美

花
柳
龍
奈

花
柳
龍
逸

花
柳
龍
駒

花
柳
龍
伯

花
柳
龍
香

コロニア・ピニャール　果樹園経営

山下　治
OSAMU YAMASHITA

Colônia Pinhal C. Postal, 80 - São Miguel Arcanjo - SP - Brasil
CEP: 18230-000    Tel:(15) 3298-1107 / Cel: (19) 99715-2207

E-mail: yamashita.osamubra@hotmail.com

祝　新天皇陛下御即位祝　新天皇陛下御即位
スザノ文化協会　副評議員
アシアス日系協会　評議員副会長
スザノ　ロータリークラブ　名誉会員
日伯援護協会イペランジャホーム　総務

岩 原　勝 一
KAZUYTI  IUAHARA

Suzano - SP
TEL: 4746-1969 (Com.) / 4746-2473 (Resid.)

RUA GERTRUDES DA CONCEIÇÃO CABRAL, 345
VILA NANCY - MOGI DAS CRUZES –SP - Cep:08735-050

Tel: 0800.019.20.80
www.kijiro.com.br

祝 今上天皇御退位 並びに
新元号発表、新天皇御即位

Rod. Índio Tibiriçá,9643
Vila Ipelândia - Suzano - SP
CEP:08675-970

INDÚSTRIA DE ALIMENTOS TÍPICO JAPONÊS

高木食品有限会社
FILIAL VENDAS: CEAGESP de São Paulo Pav. A.M.A 58/59

Telefone: 3832-4030 / 3836-7447 - Jaguaré

TELS: (11) 4742-6809
           (11) 4742-6661

祝　新天皇陛下御即位
União dos Clubes de
Gueitebol do Brasil

ブラジル ゲートボール連合
会長 ・役員 ・会員一同

Praça Barão de Japurá, 166 - Vila Guarani - CEP 04313-160 - São Paulo - SP
Tel: (11) 3208-9686 / 5011-3771

e-mail: ucgb@gateball.org.br        site: www.gateball.org.br



大た
い

変へ
ん

な
お
方か

た

と
感か

ん

じ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
く
す
り
と
笑わ

ら

う
。

　

稔な
る

彦ひ
こ

氏し

は
「
父ち

ち

も
そ
れ
に

応こ
た

え
て
き
ち
ん
と
振ふ

る

舞ま

う
の
は

一い
っ

種し
ゅ

の
責せ

き

任に
ん

と
感か

ん

じ
て
い
た
で

し
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
環か

ん

境
き
ょ
う

で
育そ

だ

て
ら
れ
た
か
ら
、
そ
れ
が

抜ぬ

け
切き

れ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
」
と
話は

な

す
。「
あ
る
時と

き

、
自じ

宅た
く

の
テ
レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
を
い

じ
って
い
た
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗の

っ
て
い
る
父ち

ち

を
見み

た
。
普ふ

通つ
う

だ
っ
た
ら
壁か

べ

に
寄よ

り
か
か
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

一ひ
と

人り

な
の
に
ピ
シ
ッ
と
立た

っ
て

い
た
。
い
つ
誰だ

れ

が
何ど

処こ

で
見み

て
い
る
か
分わ

か
ら
な
い
と
い
う

意い

識し
き

が
働は

た
らい
て
い
た
ん
で
し
ょ

う
。
家い

え

に
い
る
時と

き

も
、
床ゆ

か

に

寝ね

転こ
ろ

が
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
よ
」
と
開か

い

陳ち
ん

す
る
。

　

１
５
年ね

ん

４
月が

つ

に
多た

羅ら

間ま

氏し

が
亡な

く
な
っ
た
際さ

い

に
は
、
宮く

内な
い

庁ち
ょ
う

侍じ

従じ
ゅ
うを
通つ

う

じ
て
、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

、
皇こ

う

太た
い

子し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両
り
ょ
う

殿で
ん

下か

か
ら
弔

ち
ょ
う

意い

が
伝つ

た

え
ら
れ

た
。
皇こ

う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

し
て
か
ら
６
０

た
ブ
ラ
ジ
ル
独ど

く

自じ

の
経け

い

験け
ん

を

経へ

た
た
め
か
、
稔な

る

彦ひ
こ

氏し

が
生う

ま
れ
た
と
き
に
は
、
黒こ

く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

を
乳う

母ば

に
迎む

か

え
入い

れ
た
と

い
う
。「
子こ

供ど
も

に
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

を

持も

た
せ
て
は
い
け
な
い
。
小ち

い

さ
い
頃こ

ろ

か
ら
色い

ろ

々い
ろ

な
人じ

ん

種し
ゅ

と

共き
ょ
う

存ぞ
ん

さ
せ
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
話は

な

し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
は
気き

兼が

ね

な
く
付つ

き
合あ

う
一い

っ

方ぽ
う

で
、
コ
ロ

ニ
ア
で
は
「
殿で

ん

下か

」
の
敬け

い

称し
ょ
うで

呼よ

ば
れ
た
。
ア
リ
ッ
セ
夫ふ

人じ
ん

は

「
元も

と

皇こ
う

族ぞ
く

の
立た

ち

場ば

と
関か

ん

係け
い

な

く
、
多た

羅ら

間ま

俊と
し

彦ひ
こ

い
ち
個こ

人じ
ん

と
結け

っ

婚こ
ん

し
た
。
で
も
、
周ま

わ

り
の

人ひ
と

が
『
殿で

ん

下か

、
殿で

ん

下か

』
と
呼よ

ぶ
の
で
、
後こ

う

年ね
ん

に
な
っ
て
か
ら

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う

経け
い

過か

し
て
い
る
が
、

今い
ま

で
も
現げ

ん

皇こ
う

室し
つ

、
旧

き
ゅ
う

宮み
や

家け

と
の

交こ
う

流り
ゅ
うが
続つ

づ

い
て
い
る
と
い
う
。

　

１
９
８
１
年ね

ん

、
当と

う

時じ

１
０

歳さ
い

の
時と

き

に
稔な

る

彦ひ
こ

氏し

が
初は

つ

訪ほ
う

日に
ち

し
た
際さ

い

、
一い

っ

家か

３
人に

ん

は
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

に
招ま

ね

か
れ
、
当と

う

時じ

の
皇こ

う

太た
い

子し

ご
一い

っ

家か

に
拝は

い

謁え
つ

し

た
。
そ
れ
か
ら
３
５
年ね

ん

後ご

の

２
０
１
５
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

が
ブ
ラ

ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
際さ

い

、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

は
当と

う

時じ

の
こ
と

を
覚お

ぼ

え
て
お
り
、
稔な

る

彦ひ
こ

氏し

に
お
話は

な
し

を
さ
れ
た
そ
う
だ
。

　

昨さ
く

年ね
ん

に
は
、
ホ
テ
ル
・
チ

ヴ
ォ
リ
に
て
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

と
特と

く

別べ
つ

に
ご
引い

ん

見け
ん

を
受う

け
た
。

英え
い

国こ
く

留り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うに
は
内な

い

親し
ん

王の
う

と

し
て
の
身み

分ぶ
ん

を
知し

ら
れ
ず
に
分わ

け
隔へ

だ

て
な
く
交こ

う

流り
ゅ
うさ
れ
た
ご

経け
い

験け
ん

な
ど
思お

も

い
出で

を
語か

た

ら
れ
、

「
１
５
年ね

ん

に
お
会あ

い
し
た
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

の
皇お

う

女じ
ょ

と
あ
っ
て

喜よ
ろ
こび
も
一ひ

と

入し
お

で
し
た
」
と
語か

た

る
。

　

稔な
る

彦ひ
こ

氏し

は
「
８
１
年ね

ん

に
祖そ

父ふ

に
お
会あ

い
し
た
際さ

い

に
は
、
私

わ
た
し

が
祖そ

父ふ

と
同お

な

じ
名な

前ま
え

と
あ
っ
て

『
ブ
ラ
ジ
ル
が
近ち

か

く
に
感か

ん

じ
る

よ
う
に
な
っ
た
』
と
た
い
そ
う

お
喜よ

ろ
こ
び
に
な
っ
た
。
小ち

い

さ
い
頃こ

ろ

は
あ
ま
り
理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た

が
、
特と

く

別べ
つ

な
ご
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
る

皇こ
う

室し
つ

を
祖そ

先せ
ん

に
持も

つ
こ
と
は
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り
で
す
」
と
話は

な

し
た
。

　
「
令れ

い

和わ

」
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
る

に
あ
た
り
、
ア
リ
ッ
セ
夫ふ

人じ
ん

は
「
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
お

か
れ
て
は
、
国こ

く

民み
ん

の
こ
と
を

常つ
ね

に
案あ

ん

じ
て
、
慰な

ぐ
さ
め
て
こ
ら
れ

た
。
平へ

い

成せ
い

が
戦せ

ん

争そ
う

も
な
く
平へ

い

和わ

な
世よ

が
続つ

づ

い
た
の
は
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
国く

に

を
ま
と
め
て
こ
ら

れ
た
か
ら
」
と
思お

も

い
を
語か

た

る
。

　

ア
リ
ッ
セ
夫ふ

人じ
ん

は
ブ
ラ
ジ

ル
生う

ま
れ
だ
が
、
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うに

は
沖お

き

縄な
わ

で
の
地ち

上じ
ょ
う

戦せ
ん

を
経け

い

験け
ん

し
、
そ
こ
で
祖そ

父ふ

を
亡な

く
し

て
い
る
。「
普ふ

通つ
う

の
家か

庭て
い

に
も

幸し
あ
わせ
が
訪お

と
ず
れ
る
こ
と
が
感か

ん

じ

ら
れ
る
素す

晴ば

ら
し
い
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

。

令れ
い

和わ

も
戦せ

ん

争そ
う

の
な
い
平へ

い

和わ

な

時じ

代だ
い

が
続つ

づ

く
こ
と
を
願ね

が

い
た

い
」
と
見み

通と
お

し
た
。（
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

皇こ
う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

後ご

に
渡と

伯は
く

し
た
多た

羅ら

間ま

氏し

　
「
祖そ

父ふ

は
フ
ラ
ン
ス
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
自じ

由ゆ
う

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
思し

想そ
う

の
持も

ち
主ぬ

し

だ
っ
た
。
父ち

ち

も
そ
う
し
た

影え
い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い
た
で
し
ょ
う

し
、
日に

本ほ
ん

を
出で

て
海か

い

外が
い

を
知し

り
た
い
と
い
う
冒ぼ

う

険け
ん

心し
ん

も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
焦

し
ょ
う

土ど

と
化か

し
た

国こ
く

土ど

を
目ま

の
当あ

た
り
に
新あ

ら

た

な
人じ

ん

生せ
い

を
ブ
ラ
ジ
ル
で
や
り
直な

お

し
た
か
っ
た
と
も
言い

っ
て
い
ま

し
た
」
―
―
稔な

る

彦ひ
こ

氏し

は
父ち

ち

の

渡と

伯は
く

理り

由ゆ
う

を
こ
う
推す

い

察さ
つ

す
る
。

　

ア
リ
ッ
セ
夫ふ

人じ
ん

も
「
皇こ

う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

す
る
以い

前ぜ
ん

は
、
大お

お

き
な

邸て
い

宅た
く

に
使し

用よ
う

人に
ん

が
５
０
人に

ん

い

た
そ
う
。
そ
ん
な
中な

か

で
急き

ゅ
う
に

ブ
ラ
ジ
ル
に
や
っ
て
き
た
。
だ

か
ら
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
人じ

ん

種し
ゅ

と
分わ

け
隔へ

だ

て
な
く
付つ

き
合あ

い
、
人じ

ん

生せ
い

観か
ん

を
大お

お

き
く
変か

え
る
経け

い

験け
ん

を
得え

た
は
ず
」
と
言い

う
。

　

特と
く

に
、
多た

羅ら

間ま

氏し

が
生せ

い

前ぜ
ん

よ
く
話は

な
し
を
し
て
い
た
と
い
う
の

が
、
買ば

い

収し
ゅ
うを
検

け
ん
と

討う

し
て
い
た

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州し

ゅ
うの
農の

う

場
じ
ょ
う

を
視し

察さ
つ

し
た
と
き
の
こ
と
だ
。

駅え
き

か
ら
数す

う

日じ
つ

か
け
て
馬う

ま

に
乗の

っ

て
向む

か
い
、
夜よ

る

に
農の

う

場じ
ょ
うの
邸て

い

宅た
く

に
着つ

い
た
。
翌よ

く

朝あ
さ

目め

覚ざ

め

る
と
茅か

や

葺ぶ
き

屋や

根ね

の
上う

え

に
は
夥

お
び
た
だ

し
い
ほ
ど
の
梟

ふ
く
ろ
うが
い
た
と
い
う
。

　

日に

本ほ
ん

に
は
な
い
、
そ
う
し

　

戦せ
ん

後ご

、
１
９
４
７
年ね

ん

に
皇こ

う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

し
た
１
１
宮み

や

家け

５
１
人に

ん

の
な
か
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

民み
ん

し
た
故こ

・
多た

羅ら

間ま

俊と
し

彦ひ
こ

氏し

（
旧

き
ゅ
う

名め
い

、
東

ひ
が
し

久く

邇に

俊と
し

彦ひ
こ

王お
う

）
が
い
る
。
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

時じ

の
宰さ

い

相し
ょ
うを
務つ

と

め
た
東

ひ
が
し

久く

邇に
の

宮み
や

稔な
る

彦ひ
こ

王お
う

と
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
第だ

い

９
皇お

う

女じ
ょ

で
あ
る
聡と

し

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

の
間あ

い
だ
に
生う

ま
れ
、

皇こ
う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

し
た
４
年ね

ん

後ご

の
５
１
年ね

ん

に
外が

い

交こ
う

官か
ん

だ
っ
た
故こ

・
多た

羅ら

間ま

鉄て
つ

輔す
け

氏し

の
養よ

う

子し

と
し

て
移い

住じ
ゅ
うし
た
。
当と

う

時じ

の
邦ほ

う

字じ

紙し

で
は
「
昭

し
ょ
う

和わ

の
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

」
と
呼よ

ば
れ
、
コ
ロ
ニ
ア
で

は
「
殿で

ん

下か

」
の
敬け

い

称し
ょ
うで
親し

た

し
ま
れ
て
き
た
。
１
５
年ね

ん

に
多た

羅ら

間ま

氏し

が
亡な

く
な
っ
て
か
ら
今こ

年と
し

で
４
年ね

ん

。
御み

代よ

替が

わ
り
の
節ふ

し

目め

に
、
昭

し
ょ
う

和わ

、
平へ

い

成せ
い

を
生い

き
た
元も

と

皇こ
う

族ぞ
く

〝
多た

羅ら

間ま

殿で
ん

下か

〞

を
偲し

の

ん
で
、
ア
リ
ッ
セ
夫ふ

人じ
ん

、
息む

す

子こ

・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
稔な

る

彦ひ
こ

氏し

に
話は

な
し
を
聞き

い
た
。

アリッセ夫
ふ

人
じん

と明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

の曾
ひ

孫
まご

・稔
なる

彦
ひこ

さん

故
こ

・多
た

羅
ら

間
ま

俊
とし

彦
ひこ

氏
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    REIWA nova era e

ascensão do novo Imperador

Comemoração


	27-04 p1
	27-04 p2
	27-04 p3
	27-04 p4
	27-04 p5
	27-04 p6
	27-04 p7
	27-04 p8
	27-04 ESP p1 COR
	27-04 ESP p2 COR
	27-04 ESP p3
	27-04 ESP p4
	27-04 ESP p5
	27-04 ESP p6
	27-04 ESP p7 COR
	27-04 ESP p8 COR

